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1章 序論 
1.1  研究背景 
 近年、中国は目覚ましい経済成長を遂げる一方で、
農村部では社会の疲弊と経済の衰退による格差拡
大や環境破壊が顕在化している。しかし、中国の農
村は豊かな自然、伝統文化、技術、景観などの資源
に恵まれている。これらの多くは長い歴史に支えら
れ、地域住民の日常生活や経済活動によって構築さ
れてきたものであり、中国固有の資源として高い経
済的価値を有している。先進諸国ではこうした農村
資源を観光開発などの地域活性化に活用し、国民に
広く便益を供給している。一方、中国では農村地域
の潜在資源を地域活性化のために開発し、有効利用
する方策は未成熟の状況にある。こうしたなかで、
近い将来、中国においても都市住民が豊かになるに
つれ、農村の自然、伝統文化、代々受け継がれてき
た食文化などに注目が集まるようになると想定さ
れる。 
1.2 研究目的と研究手法 
（1）研究目的として、中国は悠久の歴史ある国で
あり、豊富な観光資源が残されている。近年、中国
の市場経済発展を反映して、中国人の国内観光者数
は 2011年の時点で延べ 26億人、観光収入は 19,305
億元に達している。こうした状況に対して、農村観
光に対する都市住民の関心や程度、観光収入による
農村経済への影響などに関する基盤的な研究実績
は少ない。本研究で取り上げた事例地区遼寧省は沿
岸部にありながら、経済の発展が遅れた地域であり、
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多くの自然が残されている。今後、中国政府が内陸
部の開発をするにあたり、農村資源と観光開発を両
立させるモデル地域として、遼寧省を詳細に研究す
ることは欠かせない。 
本研究は、中国の農村資源をいかに活用し、観光
開発によって地域をいかに活性化するかを明らか
にするために、調査対象地域において、観光客、都
市近郊住民と地元農民、都市住民の視点から、農村
観光評価、観光資源保全と農村観光開発の意識調査
を行い、中国遼寧省における農村観光発展の可能性
と問題点を発見し、農村観光政策設定に提言する。 
具体的には、本研究では、観光地を訪問する観光
客及び中山間地域住民と都市住民を対象として現
地アンケート調査を中心に、主に以下の 3点を目的
として調査分析する。 
①観光客による観光資源・サービスに対する評価
を明らかにする。そのために現地調査、特に観光客
を対象にアンケート調査を行い、その属性や来訪時
の満足・不満足といった評価特性を検討する。 
②都市近郊・中山間地域住民による農村観光振興
の意識を明らかにする。都市近郊・中山間地域住民
を中心として、農村地域に潜在する自然や人的資源
を活用し、地域住民は農村資源に対する意識や認識
を把握する。 
③都市住民による農村地域の農村資源をどのよ
うに活用すれば、観光開発と地域を活性化できるの
かを明らかにする。特に都市住民に対して、農村資
源の価値や活用及び観光開発への有効利用に関す
る期待、考え方や認識の度合いについて考察する。 
以上の分析結果を踏まえて、農村資源を活用した
観光開発の現状を明らかにし、農村地域の活性化、
特に農村観光を通じた開発の可能性について議論
する。これらの研究目的を達成するために、調査事
例地区を設定して研究することとする。調査事例地
区として、大連甘井子区紅旗鎮を訪問する観光客を
対象としてアンケート調査を実施する。一方、都市
近郊・中山間地域住民による農村観光振興の意識分
析を行うための対象地区として、大連甘井子区紅旗
鎮の近郊農村と建昌県湯土溝村を選定する。また、
都市住民に対する調査は、大連市内の中山区、西崗
区、沙河口区の住民を対象に農村地域の将来の観光
開発を中心とする可能性について分析と検討を行
うこととする。 
（2）研究手法は、中国の国内観光の発展状況及び
実態、遼寧省の農村観光開発の発展に関する先行文
献調査を行う。そして、分析の実証データを収集す
るために、遼寧省の政府関連機関、旅遊局、地方政
府、地域住民と観光客を対象にヒアリング及びアン
ケート調査を実施する。調査により得られたデータ
をもとに統計分析を行い、農村観光における発展の
可能性、問題点、政策設定などに関して検討を行う。 
1.3 研究の位置づけ 
農村資源を活用し、農村地域の観光を開発するこ
とは地域活性化にとって有効である。先進国の日本
やヨーロッパ諸国では農村観光開発が進んでいる
が、中国の農村資源を持続可能な形とする観光開発
は未成熟な段階にある。 
しかし今後、都市部の経済がさらに発展すれば、
農村観光へのニーズはますます高まっていくと考
えられる。農村観光は農村地域の雇用創出と農村住
民の収入増加、さらには地域活性化を図り、農民の
出稼ぎの削減と若者の流出阻止などに貢献できる
と思われる。本研究はこのような先進国の取り組み
を参考にして、中国の遼寧省に焦点を当てて実施す
るものである。 
既存の研究では、主に中国に経済格差問題、社会
保障と医療・教育問題、三農問題などに焦点があて
られてきた。しかし、農村資源を活用する農村観光
開発と地域活性化による雇用創出と収入増加につ
いての研究は未だ不十分な状況にある。しかし、先
進国のヨーロッパや日本の事例は中国にも応用す
ることが可能であり、既存の研究成果を裏打ちする
ことができる。それだけに留まらず、中国の中山間
地域の研究は手つかずの状態であり、観光によって
地域を活性化させ持続可能な農村開発への手法を
構築する有用なケース・スタディである。 
本研究では、中国の農村の豊かな資源を活用した
農村の観光開発に着目し、都市近郊農村の事例研究
を踏まえ、中山間農村の観光開発や地域活性化のた
めに地域住民がどのような意識を持ち、どのような
活動を行っているかについて分析する。これらの考
察の成果として、農村資源を保全しながら農村観光
開発による地域活性化の方策を提案する。 
 
2章 中国の農村観光の発展 
 1990年代以降、中国の農村観光に注目が集まりだ
した。21世紀に入り、農村観光は発展段階に入り、
規模や範囲の拡大、観光商品の増加等の新しい観光
ブームが起り始めている。中国の農村観光開発は
「中央一号文件」という農村観光政策が基礎となっ
ている。本章では、中国の国内観光の現状と地域の
農村観光の発展状況を紹介する。事例地区として、
遼寧省における農村観光の発展状況を取り上げる。
同省が作成した2006年のデータによると、経済発展
の規模及び速度とも著しい成果を上げている。人々
の農村地域の観光資源に対する認識は多様であり、
農村観光は地域の活性化とともに観光業の発展に
も多大な影響を与えている。それだけでなく、本章
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では、地域住民の生活水準の向上、就職機会の増加
に伴う環境破壊、交通渋滞、ごみ問題等の影響につ
いても分析する。 
 
3章 遼寧省における農村観光開発の発展 
 遼寧省は中国の東北地区の南部に位置し、面積は
約14.8万km2である。遼寧省における観光業発展に
関して、「遼寧省観光業発展第11次五ヵ年（2005
～2010）計画期間（以下十一五計画）」、「遼寧省
観光業発展第12次五ヵ年（2010～2015）計画期間
（以下十二五計画）」によると、遼寧省の中部、遼
東半島と遼寧省の西部等の三つの観光景区を重点
的に発展させることを目的として発展目標を定め
ている。また、農村観光の発展は、関連商品の開発
と市場の開拓、観光業発展のための地域体制づくり、
政策策定と実施等に関して分析を行う。農村観光の
開発は、都市近郊や国内観光開発においても重要で
あることを指摘する。 
 
4章 観光客を対象にした農村観光の評価分析 
 中国の市場経済の発展に伴い、都市住民の生活に
余裕が生まれ、休暇制度の導入、余暇時間の増加な
どにより観光への需要が増加している。この調査の
ために事前に準備したアンケート調査票を用いて、
2013年 3～4月にかけて、5宿泊施設にて宿泊客及
び観光地を訪問した観光客を無差別に選定してア
ンケート調査を実施した。アンケート調査の有効サ
ンプル数は 151名であり、データ分析の結果をもと
に、観光客の基本属性とともに農村観光資源・サー
ビスの評価分析を行ない、以下の 3点を明らかにし
た。 
 まず、対象とした観光客の性別は女性が男性より
も高く、年齢層は 20～39歳に集中しており、多く
は家庭の主婦である。都市住民は経済発展に伴い、
可処分所得と余暇時間の増加により、特に女性にと
っては短距離観光として都市近郊農村への日帰り
農村観光が進展している。一方、若年層と高齢層の
観光客は農村観光にあまり興味を示していないこ
とが指摘できる。 
 次に、中国では、農村観光としては“農家楽”観
光というイメージが強いが、本調査の対象地域であ
る大連では観光客の宿泊先はホテル、民宿に次いで
“農家楽”で、キャンプ場の利用者も増加している。
この結果から、観光資源・サービスの多様化ととも
に観光客の農村観光へのニーズが多様化しつつあ
る。今後の農村観光開発は、これらの諸問題を考慮
した観光戦略の立案が求められる。 
 3番目に、観光客における農村観光資源・サービ
スに対する事前期待と事後評価に関する分析結果
でみると、事前期待と事後評価の項目ごとの満足度
にはあまり大きな差はない。しかし、事前期待と事
後評価の不満に関しては、いくつかの項目、例えば
「お祭りや行事に参加する」、「当地の宗教につい
て知る」、「農業を体験する」などに不満を感じる
観光客が多いことがわかる。そして、観光資源・サ
ービスに対して、対象地域を訪問した観光客の多く
は「農村住民とコミュニケーションしたい」、「農
村住民の生活様式を知りたい」、「農村の行事や祭
りを見に行きたい」などの項目に余り関心を示して
いない。 
  
5章 農村地域の観光資源の保全状況及び観光客の
農村観光に対する動機に関する考察 
 本章では南大山地域を事例地区として農村住民
における観光資源の保全状況に対する意識調査と
この地域を訪れる観光客が抱く農村観光の動機に
ついて、現地調査の分析と検討を行なった。 
 農村資源の保全状況のアンケート調査は2010年
8～9月に実施し、有効回答数は129名であった。本
調査では、単一集落における農村観光資源地域の保
全行動に対して、農民の考え方は異なっているが、
住民の行動意識は積極的である（91％）ことがわか
る。農村の現状については意見が分かれており、
60％以上の住民が農村の観光資源の保全を求めて
いる状況が把握できる。また、保全方法と観光評価
に対する関心が高い。一方で、地域活性化に対して
80％近くの住民が関心を示しており、観光に対する
意識が高いことは注目すべき結果となった。こうし
た関心を実現するためには、観光資源が農村地域住
民に対しどのような役割を果たしているのか。今後、
農村地域の観光資源を持続可能な活用するために、
短・中期及び長期的な視点に立って農村資源の活用
や地域環境保全について戦略的に検討していくこ
とが求められる。 
次に、観光客における農村観光の動機に関する分
析に言及する。都市化が進む一方で多くの都市住民、
特に若者は、農村の生活や伝統・文化について知る
動機や機会に恵まれない。農村資源を都会の人々が
観光という視点から再評価し、農村住民は農村資源
に対する価値観の変化を促すことが不可欠である。 
上記の調査に加えて、2011年4～5月に大河北郷
政府の協力を得て、南大山を訪れた観光客349名に
対してアンケート調査票を実施した。中山間地域の
農村である南大山を訪れた観光客を対象とし、農村
観光動機に関して実施したアンケート調査をもと
にクロス集計分析を行った。その結果から、個人属
性の6項目のうち、「職業」と「家族の年収」は観
光動機に弱い関連性はあるものの、「性別」、「年
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齢」、「教育レベル」、「家族構成」の各項目につ
いては、観光動機に関連がないことが明らかになっ
た。 
また、調査質問項目の7項目のクロス集計分析の
結果については、「農村観光の行動」以外の6項目
は一定の動機的な関連性が認められた。観光客にと
って、農村地域を訪問する主な観光動機は、「自然
景観を観賞すること」と「リフレッシュ」の二つの
動機に集約できる。これは今後、農村観光を促進す
るにあたって考慮すべき要素であるとともに、関連
性が低い項目について、その動機付けが低い原因や
改善策について分析し議論を深めることが肝要で
ある。そのためには、それぞれの農村地域に存在す
る固有の観光資源を発堀して評価を行い、観光客の
ニーズに適合する開発戦略が求められる。 
 
6章 中国における都市近郊及び中山間地域住民の
農村観光振興に対する意識の比較分析 
 本章では、遼寧省大連市及び建昌県を事例対象と
してアンケート調査を実施した。主な目的は将来の
農村地域の開発と都市住民の農村資源に対する価
値評価を展望し、農村に潜在する自然や人的資源を
利用し、観光資源として開発する可能性について分
析する。特にここでは、都市近郊農村地域（以下、
都市近郊）と中山間農村地域（以下、中山間地域）
に潜在する農村資源を対象として考察する。アンケ
ート調査は2011年8月に実施し、都市近郊で97名
（回収率32％）及び中山間地域で140名（回収率
47％）、合計237名を対象に行った。アンケート調
査における各項目に対する回答は、複数回答で実施
した。本章では、農村資源を活用した観光開発の可
能性について、都市近郊と中山間地域におけるアン
ケート調査を実施して入手したデータ分析を行っ
た。以下に各項目の分析結果を基に、都市近郊と中
山間地域の比較について総括する。 
（1）中国の農村地域は豊かな地域資源に恵まれて
いるが、中山間地域の住民はそうした資源に対する
認識が低い状況にある。中山間地域の住民にとって
自然資源、景観、伝統文化などは日常の生活や活動
の中に組み入れられており、その希少性や価値を認
識するに至っていない。 
（2）経済発展に伴い、都市近郊と中山間地域の経
済的な格差が拡大しつつある。特に、中山間地域で
は、若者の都市への流出、少ない雇用機会、農業の
衰退などが進行しつつあり、両地域のバランスある
開発が必要である。そのためには、いかに地域資源
を活性化のために有効に活用できるのか、にかかっ
ていると言っても過言ではない。 
（3）農村の活性化政策に関しては、両地域とも政
策の必要性について認識しているものの、中山間地
域では農村資源の有効な活用やそのための起業家
精神の育成に関して関心が低い。中山間地域におけ
る農村資源を活用した市場開発が進んでいないこ
とが、その背景にある。一方で、農村地域の生活環
境の改善や農業後継者の育成に関心が高いのは当
然といえる。 
（4）農村資源に関する関心や魅力については、「自
然に触れ合うこと」、「リラックスできること」な
ど両地域で共通の関心事項も観察されるが、都市近
郊では農村の伝統・文化に興味を示していない。そ
の背景には、住民が経済発展の進む中で、新たな社
会的及び経済的な価値を見出していることも一因
であると考えられる。 
（5）農村資源を活用した観光開発の可能性につい
ては、中山間地域においては、景観などの自然資源、
農村の伝統・文化、食文化などを観光に活用したい
意向が強く、これに対して都市近郊では自然資源を
観光開発に結び付ける考えが強い。これは、上記（4）
で論じたように、都市住民が伝統・文化に興味を示
していない点と一致している。 
中山間地域は、自らの農村資源を観光開発に結び
付けるためには政府の支援を必要としており、いま
だに伝統的な政府依存型の傾向が残っていると言
える。これには起業家精神の欠如などが背景にある。
一方、都市近郊は民間主導による観光開発を選好し
ており、市場志向型と言える。 
さらに、観光開発の経済面における影響に関して
は、当然のことながら雇用の促進や収入の増加につ
いては両地域とも関心が高い。特に、中山間地域で
は観光開発による観光客増加に期待する意見が強
い。 
（6）最後に、中山間地域における観光開発の可能
性について、まず農村資源の価値を認識し、それを
いかに観光開発に結び付けるかについて分析する
ことが必要である。特に、需要する都市住民が農村
資源にどのような関心を持っているのか、について
把握する必要があり、その結果により地域の特色を
生かし差別化された市場開発に挑戦すべきである。 
 
7章 都市住民における農村観光開発の意識調査の
分析と結果 
 本章は大連市の都市住民を中心に、2011年9月に
事前準備した調査票をもとに遼寧省大連市の都市
住民を対象に、対面法によりアンケート調査を実施
した結果について言及する。アンケート調査の対象
者は217名であった。そして、都市住民における農
村観光開発に対する意識について、大連市内の都市
住民を対象にアンケート調査を実施し、調査5項目
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に関して得られたデータをもとに統計処理を行っ
た。以下に、各項目において得られた分析結果を基
に、都市住民が考える将来の農村観光をどのように
開発したらよいのか、について総括する。 
（1）農村観光に関する理解として、多くの都市住
民が農村と都市のバランスある観光開発が必要で
あるとしているが、一部の都市住民は農村地域の観
光開発に対する関心と認識が低い。こうした認識の
低い住民に対する農村観光の魅力や必要性につい
て、農村地域が抱える諸問題（例えば、収入格差、
農業後継者問題など）とともに、理解を深める方策
が必要である。 
（2）都市住民は、都市と農村のバランスある観光
開発の政策として、農村地域の観光資源の有効利用、
農村環境の改善と交流及び農村活性化への適用策
が必要であると考えている。これは中国経済の発展
につれ人々が豊かになり、農村地域の関心も高まっ
ていることが、その背景にある。そして、地域活性
化のために農村の観光資源を上手く活用するため
には、地域住民による参加型の開発と並行して官民
一体となった農村観光開発に対する技術面及び資
金面の支援が不可欠である。 
（3）属性によるクロス集計分析の結果をみると、
都市住民は男性の方が女性より農村の観光資源に
対する関心が高く、年齢層（19～39歳）も農村地域
の自然景観、温泉資源と特産品、農村の景観に対す
る関心が高い。一方、都市住民は農村の伝統文化や
技術、食文化には関心が低いが、農村地域で自然と
触れあって、ゆっくり過ごすこと、温泉でリラック
スすること、自然景観を散策すること、農村地域の
特産品を購買すること、山歩きをすること、等に魅
力を感じている。都市住民は農村地域のお祭りや行
事への参加意識は低い。これは都市住民における農
村に対する捉え方が、自然資源を中心とする活動や
サービスに未だ偏向している傾向を示している。農
村固有の伝統・文化、培われた技術・食文化の価値
について、都市住民の理解を得るための教育制度や
農村観光に関連したセミナーなどのイベントを通
じて啓蒙していくことも必要である。ただし、都市
住民は農村観光の開発により、農村住民の雇用創出
と地域住民の収入増加による地域活性化や、都市と
の交流による効果を期待している。 
（4）都市住民は政府主導型の農村観光開発が必要
であるとしており、民間企業型開発についての意識
が薄い。一方、農村観光開発は人々の生活基盤とし
て農村地域の農業を守ることが優先され、そのため
に農村のインフラ整備を積極的に促進すべきであ
るとしている。また、これに伴い農村住民の起業家
精神の育成について関心が薄い結果となった。この
結果については、農村観光の供給者である農村地域
住民、需要者である都市住民、指導者である行政、
開発者である民間企業がパートナーシップを形成
し、観光開発を含む農村資源の最適な開発に関して
議論を深めていける制度作りが求められる。このた
めには、特に地方政府による積極的なリーダシップ
が発揮されることが必要である。 
 
8章 結論と今後の課題 
 結論として、各章で述べた研究成果を取りまとめ
る。本研究では、事例地区として取り上げた遼寧省
の観光開発の現状に関する地域住民及び観光客に
対する意識調査の実施と分析を通じて、以下の4点
を明らかにした。 
（1）改革・開放以後の遼寧省の農村観光の発展状
況について文献を参照しつつ分析し、その発展及び
阻害の要因等を明らかにした。今日、農村観光はま
だ初期段階にあり、さらに発展過程にはインフラ整
備や地域住民の観光開発に対する認識の欠如など
さまざまな制約要因が存在している。主要な農村観
光開発のための資源として農村地域固有の自然、伝
統・文化及び人的資源に依存した開発のポテンシャ
ルが高い。一方、こうした状況に関して政府ベース
の支援体制、特に技術面及び資金面での支援は不可
欠な状況にある。 
（2）事例地区を訪問する観光客を対象に実施した
農村観光に対する事前期待と事後評価の分析を通
じて、観光客の事前期待と事後評価の相違が大きな
差はないことを明らかにした。また、観光客の農村
地域を訪れる観光動機に関する属性により、「職業」
と「家族の年収」については弱い関連性はあるもの
の、「性別」、「年齢」、「教育レベル」、「家族
構成」の各項目については観光動機に関連性が見ら
れなかった。さらに、観光客にとって、農村地域を
訪問する主な観光動機は「自然景観を観賞すること」
及び「リフレッシュ」の二つの動機に集中している
ことを明らかにした。これは未だ観光客の多くが農
村の景観に対する農業の役割や伝統・文化などにつ
いて関心を有するまでに知識や認識の向上が進ん
でいないことを示している。 
（3）さらに、事例地区を設定して都市近郊及び中
山間地域住民の農村観光振興に対する意識に関す
る比較分析を行った。中山間地域の持続可能な観光
開発の在り方について分析し、人々の農村資源に対
する認識の向上、政府による持続可能な開発のため
の支援政策、地域住民の観光開発に対する起業家精
神の欠如の問題、民間企業の観光開発への参入と官
民の連携などについて議論した。農村資源を活用し
た観光開発は、特に中山間地域にとって新たな雇用
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の創出や所得の向上などの手段として有効である
ことを明らかにした。その実現に向けて、地域住民
の自主性の発揮と政府の適切な関与を通じて、農村
観光開発を地域活性化の一つの手段として積極的
な促進が求められる。 
特に、中山間地域における観光開発の可能性につ
いて、まず農村資源の価値を認識し、それをいかに
観光開発に結び付けるかについて分析することが
必要である。特に、需要する都市住民が農村資源に
どのような関心を持っているのか、について把握す
る必要があり、そうした意見やデータを基に地域の
特色を生かし差別化された市場開発に挑戦すべき
である。 
（4）観光資源の持続可能な観光開発という切り口
から、都市住民を中心とした農村地域の自然景観や
伝統・文化などに対する関心の実態把握を行った。
都市住民が農村地域の将来の持続可能な観光開発
を実現するための期待と可能性に関して、都市住民、
地方政府及び旅遊局に対するヒアリング調査を行
い、以下の諸問題を明らかにした。 
 ①農村観光に関する理解として、多くの都市住民
が農村と都市のバランスある観光開発が必要であ
るとしているが、一部の都市住民は農村地域の観光
開発に対する関心と認識が低いことを明らかにし
た。 
 ②都市住民は、都市と農村のバランスある観光開
発の政策として、農村地域の観光資源の有効利用、
農村環境の改善と交流及び農村活性化への適用策
が必要であることを明らかにした。 
 ③属性によるクロス集計分析の結果でみると、都
市住民は男性の方が女性より農村の観光資源に対
する関心が高く、年齢層（19～39歳）も農村地域の
自然景観、温泉資源と特産品、農村の景観に対する
関心が高い。一方、都市住民は農村の伝統文化や技
術、食文化には関心が低い。反対に、都市住民は農
村地域で自然と触れあって、ゆっくり過ごすこと、
温泉でリラックスすること、自然景観を散策するこ
と、農村地域の特産品を購買すること、山歩きをす
ること、等に魅力を感じている。一方、都市住民は
農村地域のお祭りや行事への参加意識は低いこと
を明らかにした。 
④都市住民は政府主導型の農村観光開発が必要
であるとしており、民間企業型開発についての意識
が薄い。一方、農村観光開発は人々の生活基盤とし
て農村地域の農業を守ることが優先され、そのため
に農村のインフラ整備を積極的に促進すべきであ
るとしている。また、これに伴い農村住民の起業家
精神の育成について関心が薄い結果となった。 
以上のデータを踏まえて農村地域の地域活性化、
特に農村観光を通じた開発の可能性について議論
した結果は中国の市場経済発展に伴い、海外観光、
国内観光（都市近郊観光を含む）の増加とともに、
農村資源を有効に活用した農村観光が近い将来に
新たな観光業として発展する可能性が高いことが
わかった。 
今後の課題として、農村資源を活用した観光開発
振興の方策に関する方向と課題について述べる。今
回の農村観光の評価分析、観光客の観光動機は遼寧
省を中心として行ったが、今後の課題として、中国
国内において省ごとに代表的な事例地区（モデル地
区）を設定して、地域固有の農村資源別に農村観光
開発の基本的なパターンを提案するようなことも
必要である。その際、地域の多様性を十分に反映し、
地域住民の参加、関連観光企業の意見導入などをい
かして反映させていくかが課題となる。また、政府
の農村観光に関する枠組みをいかに設定し、国全体
として農村開発をどのように促進していくのか、そ
のための戦略的な政策の在り方について議論と提
案が求められる。 
次に、農村観光の開発は地域活性化の有効な手段
であるが、一方で無計画な投資による開発は農村地
域の自然、伝統・文化を破壊する恐れもある。開発
に当たっては中国特有の農村観光を念頭におき、日
本やヨーロッパ諸国など先進国におけるルーラ
ル・ツーリズム、アグリ・ツーリズムなどの長・短
所を分析し、独自の農村観光開発の分析に資するこ
とも有効である。 
農村観光開発は供給側の農村住民と需要側の都
市住民の両者が便益を得ることが成功の秘訣であ
る。例えば、農村住民にとっては雇用や収入の確保
が可能となり、都市住民にとっては農村観光によっ
て地域固有の伝統・文化や食文化などを学び、自然
に親しみ持続可能な環境の維持に貢献できる機会
を提供するものでなければならない。そのためには、
農村地域に存在する自然、伝統・文化、食文化、祭
りなどの資源やサービスについての価値を評価す
ることが不可欠である。さらに、こうした価値評価
を基に、適切な農村観光開発に関するコスト・ベネ
フィット分析と評価を行うシステムを開発するこ
とも重要である。 
これらの課題に取り組むためには官民一体とな
った研究制度や開発システムなどの体制作りが求
められる。中国における適切な農村開発が促進され、
地域活性化に資することは都市と農村の格差をな
くし、バランスのとれた社会・経済の発展に貢献す
る一つの政策的アプローチであると考えられる。 
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第 1 章 序論 
 
 
 
1.1 研究背景 
 
近年、中国は目覚ましい経済成長を遂げる一方で、農村部の社会・経済の衰退や環境破
壊と格差拡大などの問題が顕在化している。特に、中国の農村は豊かな自然、伝統・文化、
農業技術、景観などの資源に恵まれている。これらの多くは長い歴史を経て、住民の日常
生活や経済活動によって構築されてきたもので、中国固有の資源として高い経済的価値を
有している。先進諸国ではこうした農村資源を観光開発などの地域活性化に活用するなど
国民に広く利用されている。 
一方、中国では未だ農村地域の潜在資源を地域活性化のために開発し、有効利用する方
策は未だ取られていない。松村（2000）1によると、1978 年の改革・開放後、中国政府は
「観光資源」の再発見と制度改革に積極的に取り組み、観光振興に着手し始めた。それ以
前にも観光業は存在したが、政府主導が強く地域の経済活性化とはみなされていなかった。
しかし、近い将来に中国の都市住民が豊かになるにつれ、農村の自然景観、伝統・文化、
伝統的な食文化などに注目が集まるようになると想定される。本研究は、将来の農村地域
の開発と都市住民の農村資源に対する価値の評価を展望し、農村に潜在する様々な人文資
源や人的資源を利・活用し、観光資源を開発する可能性について分析する。 
また、農村資源は観光を提供するだけではなく、農村地域の生態系の保全にも重要な役
割を果たしている。これらの農村資源を持続可能に開発し、利・活用する政策を実行する
ことが、内陸部の経済活性化に資するとともに、地域住民にとって、雇用機会の創出と若
者の流出減少、収入の増加などを生み出す可能性が高いと考えられる。住民による定期的
な管理が行われてきた農村地域の観光資源は、二次的な自然環境を維持しており、研究者
及び学生らに貴重な場所を提供し、地域の生物多様性の保持にも貢献している。農村地域
の潜在資源は、現代の人々の財産かつ次世代の財産でもある。 
図 1－1「中国の経済発展と農村地域への影響図」は、中国の経済発展と農村地域への影
響を示している。改革・開放政策以降、中国の経済は飛躍的に成長してきた。現在、著し
い高度経済成長に伴い、2010 年に GDP ベースで日本を追い越し、世界第 2 位の経済大国
となり、今後も確実な成長が期待される。しかし、約 13 億人の人口を抱える中国では、
段階的かつ計画的に資本主義経済を進めているが、農村と都市の間で貧富の格差が拡大し
ている。特に、沿岸部と内陸部の経済格差が大きく、今後の中国経済の発展は、内陸部の 
                                                   
1 松村嘉久（2000）『中国・民族の政治地理』晃洋書房 p.158. 
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 図 1－1 中国の経済発展と農村地域への影響図 
 
社会の向上と経済開発に大きくかかっている。このような急速な経済発展を背景として、
自然破壊、公害問題などの環境問題が顕在化するようになった。特に、沿岸部と内陸部の
経済格差を解消するためには、内陸部の経済発展のあり方について分析する必要がある。
内陸部は沿岸部と違い、未だに伝統文化、豊かな自然、景観などに恵まれている。農村資
源を有効に活用し、持続可能な方法で開発することが求められている。例えば、観光資源
として経済を活性化させ、地域住民にその便益を還元させることが重要である。農村資源
を持続可能な方法で保全しつつ、観光開発し、効率的に利・活用することは地域活性化に
とって極めて有効である。こうした分析を通じて、農村地域に潜在する資源、特に自然景
観、伝統・文化などを持続可能な手段で保全し、資源を有効に利用し、地域活性化を図る
必要性が求められる。 
 
1.2 研究の目的と研究方法 
 
（1）研究目的 
悠久の歴史を育む中国には、豊富な観光資源が残されている。しかし、中国の地域間に
は資源、人材等の面で大きな格差が存在している。この格差は単に地理的な要因によって
形成されただけではなく、1978 年代から始まった改革・開放政策の影響が大きい。本研究
が対象地域とした遼寧省は、中国東北地域の南部に位置しており、土地面積約 14.8 万平方
キロメートルで、中国国土の総面積の約 1.54％を占めている。2010 年の遼寧省の人口は、
4,271 万人であり全国総人口の約 3.25％を占めている2。遼寧省は豊かな鉱産資源と土地、
                                                   
2 王大超・赵慧娥ら著（2010）『遼寧転変経済発展方式対策研究』人民出版社 p.13. 
中国の市場経済発展
経済発展 経済衰退
都市近代化 若年層の流出
農村資源の喪失
保全持続可能な
発展の必要
農村を再
構築する
農村地域への影響Ａ Ｂ
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特色のある観光資源に恵まれており、内モングルと連結し、東北地域の発展からみて極め
て重要な地域である。改革・開放以来、沿岸地域の東部は中国の経済発展が急速に成長し、
経済効率性の観点からも最高の立地である。特に、都市近郊農村地域（以下、都市近郊）
の大連は、観光業が遼寧省の経済発展の重要な役割を果たした。しかし、都市近郊では中
山間農村地域（以下、中山間地域）に比べると、観光業の発展により生態系や自然環境を
破壊し、伝統や文化、食文化等を喪失する事例も出てきた。農村地域の観光資源を、持続
的に観光開発を実施すると言葉で言うことは容易だが、それを実施に移すのは難しい。 
近年、中国の市場経済発展に伴い中国人の国内観光者数は、2011 年の時点で延べ 26 億
人、観光収入は 19,305 億元に達している。こうした状況において、農村観光地への観光
者数と観光収入を検討した研究は少ない。今後、農村資源を活用した観光開発によって地
域を活性化し、都市住民、都市近郊及び中山間地域住民に対する意識分析の研究が不可欠
である。それだけに留まらず、観光客の観光地に対する需要の研究及び観光資源・サービ
スの満足度の評価分析に対する研究も重要であると考えられる。 
本研究で取り上げた事例地区遼寧省は沿岸部にありながら、経済の発展が遅れた地域で
あり、多くの自然が残されている。今後、中国政府が内陸部の開発をするにあたり、農村
資源と観光開発を両立させるモデル地域として、遼寧省を詳細に研究することは欠かせな
い。 
本研究は、中国の農村資源をいかに活用し、観光開発によって地域をいかに活性化する
かを明らかにするために、調査対象地域において、観光客、都市近郊住民と地元農民、都
市住民の視点から、農村観光評価、観光資源保全と農村観光開発の意識調査を行い、中国
遼寧省における農村観光発展の可能性と問題点を発見し、農村観光政策設定に提言する。 
具体的には、本研究では、観光地を訪問する観光客及び中山間地域住民と都市住民を対
象として現地アンケート調査を中心に、主に以下の 3 点を目的として調査分析する。 
①観光客による観光資源・サービスに対する評価を明らかにする。そのために現地調査、
特に観光客を対象にアンケート調査を行い、その属性や来訪時の満足・不満足といった評
価特性を検討する。 
②都市近郊・中山間地域住民による農村観光振興の意識を明らかにする。都市近郊・中
山間地域住民を中心として、農村地域に潜在する自然や人的資源を活用し、地域住民は農
村資源に対する意識や認識を把握する。 
③都市住民による農村地域の農村資源をどのように活用すれば、観光開発と地域を活性
化できるのかを明らかにする。特に都市住民に対して、農村資源の価値や活用及び観光開
発への有効利用に関する期待、考え方や認識の度合いについて考察する。 
以上の分析結果を踏まえて、農村資源を活用した観光開発の現状を明らかにし、農村地
域の活性化、特に農村観光を通じた開発の可能性について議論する。これらの研究目的を
達成するために、調査事例地区を設定して研究することとした。調査事例地区として、大
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連甘井子区紅旗鎮を訪問する観光客を対象としてアンケート調査を実施した。一方、都市
近郊・中山間地域住民による農村観光振興の意識分析を行うための対象地区として、大連
甘井子区紅旗鎮の近郊農村と建昌県湯土溝村を選定した。また、都市住民に対する調査は、
大連市内の中山区、西崗区、沙河口区の住民を対象に農村地域の将来の観光開発を中心と
する可能性について分析と検討を行うこととする。 
（2）研究手法 
 研究手法として、中国の国内観光の発展状況及び実態、遼寧省の農村観光開発の発展に
関する先行文献調査を行う。さらに、分析に必要な実証データを収集するため、遼寧省の
政府関連機関、旅遊局、地方政府及び地域住民と観光客を対象にヒアリング調査とアンケ
ート調査を実施する。調査データをもとに統計分析を行い、農村観光に関する発展の可能
性、問題点、政策設定などに関して検討を行う。 
 
1.3 先行研究の整理 
  
（1）ヨーロッパと日本及び中国の先行研究 
欧州各国の農村ツーリズムの特徴を見ると、古い農家や空き家などを都市住民が活用す
る事例や、田園や山岳などの地域固有の資源を観光活動に活用している事例が見られる。
このように地域固有の資源を有効活用することで、農村地域の経済活性化だけでなく、地
域住民の暮らしぶりやライフスタイルの改善、さらに女性の社会参加や経済的自立の促進
などを通じて、持続可能な地域の実現を目指している点が共通している。 
ヨーロッパ、日本と中国の農村観光の比較研究は下記のとおりである。 
 
表 1－1 欧州各国、日本と中国の農村ツーリズムの特徴 
国名 特徴 出典 
イギ
リス 
自然保護運動との連動が濃厚である。農家も自然保護運動そのものをセ
ールスポイントとした民宿などを経営し、宿泊客も自然保護を直接に体
験するため農家などに滞在する。また、フランス同様、古い農家を購入
した元都市住民による農家民宿も増える傾向にある。 
山崎
（2005） 
国民の 80％が年に 1 回以上農村を訪ねており、自然とふれあうことは
国民のライフスタイルとして定着している。 
鈴江
（2009） 
フラ
ンス 
世界最大のバカンス大国であるフランスでは、農家民宿のスタイルも多
様化している。農業の活性化対策という性格よりも、農村そのものの活
性化を観光で行うという姿勢が強い。したがって、空き家を都市住民な
どが購入して別荘代わりとし、その結果、地域活性化ができればよいと
山崎
（2005） 
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いったスタンスが広がりつつある。 
財政支援として農家民宿開業時に工事費の 30％までの補助があり、農
家民宿に対する税の優遇措置もある。だが、グリーンツーリズムは農業
としてよりもむしろバカンスの一環とみなされ、観光を主体とした農村
振興をめざしているのがフランスの特徴である。 
鈴江
（2009） 
ドイ
ツ 
ドイツ農村では、“農家で休暇を”という事業は、基本的には農家の維持
ならびに農村の存続をめざしている。しかし、専業農家のみではなく、
兼業農家での民宿経営も増えている。その一方で、副業的な存在から専
業的な民宿経営への移行も増えつつある。 
山崎
（2005） 
ドイツは農家経営の強化や田園ビジネスの創出による雇用促進を重視
している。 
鈴江
（2009） 
オー
スト
リア 
基本的には、スキーなどの観光（Hochalpintourismus）である。農家
の所得確保が基本だが、現実には農家民宿が淘汰されつつあり、専業化
と廃業を経て、減少傾向に入っている。 
山崎
（2005） 
ギリ
シャ 
農家女性の経済的自立促進の 1 つの手段として、農村ツーリズムが進め
られている。各地に女性農業ツーリズム協同組合が設立されている。 
山崎
（2005） 
イタ
リア 
農家が行うアグリ・ツーリズモ（Agriturismo）と農家以外が経営する
農村ツーリズモ（Turismo Rurale）とが並立して存在する。この両者
を分けるのは、農業生産行為の有無にあり、今日では両者の競合状態が
生まれている。 
山崎
（2005） 
スペ
イン 
1990 年頃に北スペイン（バスク、ナバラ、アルゴン）から始まり、1995 
年頃から南スペイン（アンダルシア）に広がり、アグロリスモと呼ぼれ
る。山岳地域での農業不振が背景にある。 
山崎
（2005） 
日本 
日本のルーラル・ツーリズムの活動内容は多岐にわたるが、現在のとこ
ろ農業体験、農産物の加工・直販や農家レストラン、農家民宿などが主
に取り組まれている。つまり、グリーンツーリズムは、いわゆる物見遊
山的な観光旅行や豪華なリゾート（保養地、行楽地）での滞在ではなく、
たとえ短期間ではあっても農村に滞在し、そこにすむ人々とのふれあい
を大切にする余暇活動ということができると指摘している。 
山崎 
（2005） 
農林水産省は 1992年にグリーンツーリズムを農山漁村地域において自
然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動として位置づけ、農
村滞在型の余暇活動においては、主として都市の住民が余暇を利用して
農村に滞在しつつ行う農作物の体験、その他農業に対する理解を深める
ために活動と定めている。 
鈴江
（2009） 
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中国 
中国の農村ツーリズムは 1987年四川省成都市郫県の農科村で現代農家
楽の原形「徐家大院」で始まった。1992 年、中国共産党四川省委員会
書記が視察のときに「農家楽」と書き、その後、農家楽の名称で普及し
続けた。2004 年、郫県農科村が中国国家旅遊局に「全国農業観光モデ
ル村」と指定された。2006 年 4 月、中国国家旅遊局が四川省成都市で
「首界中国郷村旅遊節」を行った際に、「中国農家楽発祥地」の称号を
成都市郫県に受与し、中国型農村ツーリズムは各地域で拡大してきた。
農家楽は観光業と農業を結びつけ、農村の自然、文化を観光資源として
運営する農村観光事業を指し、一つの農村経済を振興させる経済活動で
ある。その中、観光農園型、農業体験型、観光民族村型などさまざまな
種類がある。観光、娯楽、飲食、宿泊（農村の伝統的な寝台であるオン
ドルがある）及び労働体験ができる。 
展 
（2007） 
出典：山崎光博（2005）『ドイツのグリーンツーリズム』農林統計協会 p.22～23、鈴江恵子（2009）
『ドイツグリーン・ツーリズム考－田園ビジネスを創出したダイナミズム』東京農業大学出版
会、展鳳彬（2007）「中国の新型観光農家楽－四川省・成都市を事例に－」同志社大学同志社
政策科学研究 10 巻 1 号 p.241～244 による筆者作成 
 
青木（2012）によると3、観光大国フランスは観光産業の発展だけではなく、国民の福
利厚生の向上、生活の質の向上、「よく遊び、よく働くフランス人」のライフ・ワーク・バ
カンス、「カネをあまり使わずに楽しむフランス式バカンス」などを論議している。 
Station Vertes は、田舎でのバカンス（vacances à la campagne） 都会（ville）に対す
る田舎（campagne）である。都会にいると農村に憧れ、ブドウ農家の家に滞在人たちと
交流を求める。逆に農村の人は都会に憧れるが、農業には手抜きができない。日々の地道
な仕事があり、簡単にはバカンスに出かけられない。 
田舎、都市郊外の農村の魅力について、都会の人は自然回帰の傾向があり、都会周辺、
またはさほど遠くない農村で週末を過ごすことが自然の流れになっている。（注：Le 
Tourisme en France,p.128） 
農家見学とは、農家は美しい景観そのものである。十分に手入れがされて「エコミュゼ」
として見学できるものもある。農村の生業、農具、農村の暮らしを知ることができる。（注：
Le Tourisme en France,p.130） 
都会人の田舎暮らしの風習は 17 世紀からあるが、農村ツーリズム（Tourisme rural）
とは、1850 年から拍車がかかった。今日農村ツーリズムと言える現象がそうである。農村
ツーリズムはフランス人の夏のバカンスの 26％、冬のバカンスの 28％を占めるまでにな
                                                   
3 青木幹生（2012）『観光大国フランス－ゆとりとバカンスの仕組み－』現代図書 p.56. 
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っている。（注：Le Tourisme en France,p.132） 
山崎（2005）4によると、ヨーロッパの農村ツーリズムの発展には、大きく三つの検討
すべき要素がある。第一にドイツ、フランス、イギリスなどの先進国における農村経済の
落ち込みに伴う農村社会の変化である。第二には、国民生活における農村観光市場の成長
と観光行動、観光開発理念の変化である。そして、第三に EU による地域住民のボトムア
ップを目指す農村支援策の具現化である。その背景には、農村部において顕在化している
農業・農村の深刻な落ち込みがある。農業生産の低迷や地域社会の衰退が若者の農業離れ
を推し進め、いわゆる後継者不在の農家を増大させている。農業収入の落ち込みをカバー
するための副業収入への期待が、農村ツーリズムの開発と農家の参入を招いた。 
日本では、1992 年から本格的に農村ツーリズムが普及し始め、ヨーロッパの農村ツーリ
ズムとの違いを明確にするため、地域経営型農村ツーリズムと呼ばれる。日帰り型が多く、
リピーターやサポーターの参加割合が高く、農業・農村体験を重視して、受け入れ農村側
が組織的に対応するなどの特徴を持っている。日本の農村ツーリズムは、都市農村交流と
も呼ばれ、①農林漁業・農山漁村の活性化、②豊かな自然･美しい景観・伝統的文化などの
農業・農村の多面的機能の保全、③都市住民における農業・農村のあるライフスタイルの
普及という 3 つの目標を目指して、推進されてきた。 
長谷川・重岡・荒樋（2004）5によると、日本における農村ツーリズムの時代的な背景
を見れば、大きく二つの側面があった。一つ目は、生活の質の向上を求める国民の余暇ニ
ーズへの対応である。もう一つは、高度経済成長以降、日本の農山村における地域経済の
停滞化、過疎化の深まりによる農村社会の脆弱化を背景にした社会的要請である。農村ツ
ーリズムの需要と供給の両面において、ヨーロッパと日本では条件が異なり、日本独自の
「日本型農村ツーリズム」を推進する必要性がある。ヨーロッパの先進国と比較して日本
では、週単位の長期休暇制度が未確立であり滞在型より日帰り旅行を重視すること、農家
の家屋構造や兼業農家の就職状況が民宿経営に不適なため、日本型農村ツーリズムという
用語が生まれた。 
以上の先行研究のレビューから、農村観光はヨーロッパの 19 世紀に起源があり、大衆
化した農村観光発展は 1960 年代のスペインからであると言える。そして、20 世紀末から
多くの国に展開されるようになった。農村観光は、各国の発展が時間・形式と内容で完全
に一致していないが、各国の経済水準、資源形式、市場環境と意識形態等の相違による発
展の形式も異なる。しかし、その発展の背景は、ほぼ一致している。著しい工業化の迅速
的な発展により、農業と農村の発展に対して危機意識が芽生え、人々は都市近代化の進展
とともに自然に対する精神的な欲求が生まれる。日本の農村観光は余暇活動の中で交流や
                                                   
4 山崎光博（2005）『ドイツの農村ツーリズム』農林統計協会 p.12. 
5 長谷川明彦・重岡徹・荒樋豊著（2004）『農村ふるさとの再生』日本経済評論社。 
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体験、学習など農村に滞在することを強調している。 
一方、中国では「農民、農村、農業」、いわゆる「三農」における「社会主義新農村の
建設」任務として取り上げられている。「三農問題」とは、「農業」の低生産性、「農村」の
荒廃、「農民」の貧困といった「農」が抱える 3 つの問題をいい、中国の経済社会の持続
的な発展を脅かす不安定要因となっている（展 2009）6。つまり、中国の農村観光が政
策として位置づけられる一方で、農村地域に新しい収入源をもたらし始めている。先進国
のヨーロッパや日本の事例は、中国にも応用することが可能であり、既存の研究成果を裏
打ちすることができる。それだけに留まらず、中国の中山間地域の研究は手つかずの状態
であり、観光によって地域を活性化させ持続可能な農村開発への手法を構築する有用なケ
ース・スタディである。 
 
（2）国内における先行研究のまとめ 
中国の観光開発と地域活性化について論じた研究書は、その内容から大きく以下の 5 つ
に分類できる。 
1）中国の農村開発、農村・農業政策及び都市近郊の発展戦略を考察している。今村・
張・小田切（2009）7は河北省鹿泉市の農村経済発展と農業・農村発展計画策定事業の検
討を行い、公園のなかを観光農園などに開発し農村住民の所得向上を促進する必要性、ま
た、劉（2008）8は 10 期 5 ヵ年計画（2001 年から 2005 年）における農業・農村政策の
多様な変化に対応する政策実施の必要性について論じている。池上・寶劒（2008）9は、
中国の農村部と都市部の経済格差問題、農業問題と農業政策の課題などに言及している。
さらに、王（2010）10は農村の抱える深刻な土地問題に関して 1990 年代以来、工業化・
都市化の進行に伴い、多くの農地が非農地に転換され、雇用と収入等の不安定の原因にな
った点を指摘している。 
2）観光産業の政策と観光業の発展と分析に関して、高（2006）11は改革・開放以来、
中国が観光資源大国から世界観光大国になったことは、観光産業政策の効果的な実施と密
接な関係があると論じている。また、宋（2006）12は中国観光業の発展を総合的に論じ、
                                                   
6 展鳳彬（2007）「中国の新型観光農家楽－四川省・成都市を事例に－」同志社大学同志社政策科学研
究 10 巻 1 号 p.241～244.  
7 今村奈良臣・張安明・小田切徳美（2004）『中国近郊農村の発展戦略』農山漁村文化協 p.4～10. 
8 劉光明著、河原昌一郎訳（2008）「農村労働力の流動：中国における新たな農業農村政策の導入と展
開－第 10 期 5 ヵ年計画期における食糧生産補助政策の導入と農民労働者政策の変化－」『のびゆく農業
－世界の農政－』、No.973, p.1～9. 
9 池上彰英・寶劒久俊（2008）『中国農村改革と農業産業化政策による農業生産構造の変容』アジ研選
書 No.18、現代中国分析シリーズ 3, 2009 年 12 月 25 日発行。 
10 王国林著、中田和宏・田村俊郎訳（2010）『土地を奪われゆく農民たち－中国農村における官民の闘
い－』河合文化教育研究所 p.1～13. 
11 高舜礼（2006）『中国旅游産業政策研究』中国旅游出版社 p.2～4. 
12 宋振春（2006）『当代中国旅游発展研究』経済管理出版社 p.189～228. 
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観光業の発展は観光客や観光収入の増加だけでなく、観光がもたらす社会、経済、文化、
政治等の分野における影響についても把握すべきとしている。 
3）自然環境に配慮した農村資源の開発と有効利用の方策、生態系観光の発展に関する
研究として、農村開発企画委員会 （2008）13は農村における産業の振興による雇用機会の
拡大、農村地域開発計画のあり方及び都市と農村の交流に関して考察している。魏（2003）
14は、環境保護と観光発展の関係を認識し、生態環境の保護、建設、経営、サービスなど
は、観光業の持続可能な発展を実現させる要因であると主張している。 
4）農村の観光開発における地域住民と行政との関連性に関する研究として、山村（2004）
15は中国の農村観光は未だ初期段階にあり、農村観光は一部の農村地域の農民収入の新た
な源泉になってはいると分析している。しかし、朱（2009）16は農村余剰労働力の産業間・
地域間移動、農村インフラ改善などの面で役割が大きいと指摘している。 
5）サービス宝典編委会（2011）17の『農家楽（農村遊）の宿泊サービス』は、書名はサ
ービスであるが、実際は農家楽の店のデザイン、営業、経営まで幅広く論じている。王
（2010）18の『郷村生態旅遊開発と管理』は、郷村生態旅遊の視点へ拡大し、郷村生態旅
遊の概念から、企画、開発、管理、土地の流転及び産業化発展モデルと環境保護を論じて
いる。 
しかし、遼寧省に関する観光客、地域住民に対する具体的な現地調査がなされておらず、
事例が非常に少ないなど不十分なところがある。全国的に生態系観光、環境問題を論じた
研究は比較的多いが、遼寧省の都市近郊と中山間地域における農村資源の持続可能な観光
開発による地域活性化についての先行研究は非常に少ない。 
本論文は、こうした先行研究の考察を踏まえて、中国の農村地域の観光資源とその観光
開発への利・活用に着目し、都市近郊及び中山間地域住民と農村観光の主体者観光客を調
査対象地域に設定してアンケート調査を行い、そこから得られたデータを用いて、持続可
能な観光開発とその問題点を結び付けて論究する。 
さらに、歴史的背景を開設すると、鄧小平は中国沿岸の対外開放を推進し、沿岸地域の
経済を躍進させてから、内陸部の開発を前進させるという「二個大局」を唱えた。1999
年、彼の主張した内陸の「西部大開発」が本格的に始動し、中国の西部の六省（山西、甘
粛、青海、四川、雲南、貴州）、五自治区（寧夏、チベット、内蒙古、広西、新疆）、一市
                                                   
13 農村開発企画委員会（2008）『経済発展地域農村における農村地域づくりに関する研究（2）』
http://www.rdpc.or.jp/contents/08tyousa/03nityu/pdf/H19nityuhoukokusyo.pdf,2011年 11月 22日最終
閲覧。 
14 魏小安（2010）『新时期中国旅游発展战略研究』中国旅游出版社 p.301～304. 
15 山村高淑（2004）「中国農村部における集落観光の開発方式と住民参与：雲南省麗江納西族自治県、
黄山郷白華行政村の事例」『国立民族学博物館調査報告』、No.51,p.13～51. 
16 朱姝（2009）『中国郷村旅游発展研究』中国経済出版社 p.81～101. 
17 サービス宝典編委会（2011）『農家楽（農村遊)の宿泊サービス』旅遊教育出版社。 
18 王徳剛（2010）『郷村生態旅遊開発と管理』山東大学出版社。 
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（重慶）を開発し、東部との地域間格差の是正が目標とされた。遼寧省は、沿岸部にあり
ながら、経済の発展が遅れた地域であり、多くの自然が残されている。今後、中国政府が
内陸部の開発をするにあたり、農村資源と観光開発を両立させるモデル地域として、遼寧
省を詳細に研究することは欠かせない。 
 
1.4 本研究の位置づけ 
 
農村資源を利・活用し、農村地域の観光を開発することは地域活性化にとって有効であ
る。先進国の日本やヨーロッパ諸国では農村観光開発が進んでいるが、中国の農村資源の
持続可能な観光開発は未成熟である。しかし今後、都市部の経済はさらに発展し、それと
ともに農村観光へのニーズはますます高まっていくと考えられる。農村観光は農村地域の
雇用創出と農村住民の収入増加、地域活性化を図り、農民の出稼ぎの削減と若者の流出阻
止などに貢献できると思われる。本研究は、こうした背景を受けて実施するものである。 
既存の研究では、主に中国に経済格差問題、社会保障と医療・教育問題、三農問題など
に焦点があてられてきた。しかし、農村資源を利・活用する農村観光開発と地域活性化な
どの雇用創出と収入増加についての研究は未だ不十分にある。本研究では、中国の農村の
豊かな資源を活用した農村の観光開発に着目し、都市近郊農村の事例研究を踏まえ、中山
間農村の観光開発や地域活性化のために地域住民がどのような活動を行っているのか、に
ついて分析し、農村資源を保全しながら農村の観光開発による地域活性化の方策を提案す
る。 
 本研究において、農村資源の持続可能な観光開発等の定義について下記のように定める。 
（1）「農村資源」の定義 
 自然資源型、人文資源型、社会資源型及び多種資源型の交差形成に分類し、本研究の農
村資源を自然景観、温泉資源、特産品（農産物など）、伝統文化、食文化、重要な生物多様 
 
 
出典：矢口克也（2010）「「持続可能な発展」理念の論点と持続可能性指標」国立国会図書館レ
ファレンス.（711）p.21. http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1283840/www.ndl.go.jp/jp 
/data/publication/refer/pdf/071101.pdf（2013 年 6 月 10 日） 
図 1－2 持続可能性の概念図 
 
環境的持続可能性（前
提・基礎）：自然及び
環境をその負荷許容量
の範囲内で利活用でき
る環境保全システム
（資源利活用の持続）
経済的持続可能性
（手段・方法）：公
正かつ適正な運営を
可能とする経済シス
テム（効率・技術革
新の確保）
社会的持続可能性（目
的・目標）：人間の基本
的ニーズ・権利、文化的
社会多様性を確保できる
社会システム（生活質・
厚生の確保）
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性、農村の景観及び伝統的な技術（織物・クラフトなど）と定義する。「持続可能性」の概
念（3 側面の均衡の定常的状態） 
矢口（2010）によれば、持続可能性の概念を三つに分けている。持続可能性とは、「環
境的な持続可能性」を基盤としつつ「経済的持続可能性」・「社会的持続可能性」の 3 つの
側面の均衡した定常的状態のことである。農村資源を長期間の持続可能性を保障するには、
適正なバランスを取り、農村資源を最適に利・活用し、持続可能で長期的な経済活動を保
障しなければならない。 
 
表 1－2 持続可能なツーリズムの定義 
持続不可能なツーリズム 持続可能なツーリズム 
①計画なき開発 
②プロジェクト先行の計画 
③直接的レベルの計画のみ 
④既存施設外に建築する 
⑤景観のすばらしいところを集中的に開発する 
⑥「美味しい」分野だけに殺到する 
⑦新規建築と宿泊客の収容能力の増加 
⑧不安定な将来需要を見越しての投機的な建築 
⑨ところ構わぬツーリズムの開発 
 
⑩よそ者による開発 
⑪従業員は本来的によそから採用 
⑫経済原則だけに則った開発 
 
⑬農業は衰退し、労働力はツーリズムに流れる 
⑭社会的コストは、地域社会が負担する 
 
⑮交通計画では、自動車を優先して考慮する 
⑯客の多いシーズンに合わせて、収容力を設計
する 
⑰障害になれば、自然や歴史的遺物も除去する 
⑱都会的な建築方法 
⑲ハイテクで機械化された設備 
①まず計画、そして開発 
②コンセプト先行の計画 
③地域の計画との調整 
④既存施設の中での開発 
⑤美しい景観は保存する 
⑥環境への圧力と利益を分散する 
⑦既存建物の利用、収容能力の効率化 
⑧開発には一定の制限を設ける 
⑨適切な場所、地域サービスが存在する
ところに限って開発 
⑩地元の人間による開発 
⑪地域での雇用可能性をにらんだ採用 
⑫経済、生態系、社会の諸問題をすべて
討議 
⑬農業の経済性を維持、強化する 
⑭社会的コストはデベロッパーが負担
する 
⑮公共交通システムを優先する 
⑯年間を平均した需要を元に設計する 
⑰自然や歴史的遺物を保全する 
⑱地元独自の設計方法 
⑲場所に応じて機械化する。「ローテク」
の開発を優先する 
資 料 ： Bill Bramwell and Bernard Lane, ‘ Rural Tourism and Sustanable Rural 
Development’,Channel View Publications.1994. 
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バーナード・レーン（1994）によれば、持続可能なツーリズムへの取り組みは開発段階
での考え方を最も重視する。地域住民と外部資本の関係を見直すことを基本に置く。都市
部の資本が一方的に農村部に観光資源をつくるのではなく、農村住民が主役となって都市
住民とのパートナショップを組むことからすべては始まると主張する。 
（2）「農村観光」の定義 
中国では「郷村旅遊」と呼んでいるが、本研究では「農村観光」と呼ぶこととする。「農
村」とは、農業を従事している農民の居住地を指し、農業生産を主業としての労働者の居
住地域を示す。  
農村観光に対してこれまでの研究者がさまざまな定義と解釈を行っているが、農村観光
における理論研究は始まったばかりであり、基本的な概念に対する認識や方向性などが異
なり、明確にまとまっていない現状がある。 
まず、中国国家旅遊局の農村観光に関する報告書や中国国内外の研究者の定義などをも
とに、農村観光の考え方を整理しよう。 
中国国家旅遊局の農村観光に関する報告書（2006）19『概念、類型、過ち、問題と対策
－中国の農村観光に対する5つの質問』では、農村観光とは「現在、都市と設定された観
光地以外の地域で起こっている観光の特徴を備える産業のことである。すなわち、直接的
に観光客にサービスを提供する産業のことであり、通常は農村集団経営あるいは個人経営
で以下の業界に幅広く関与もしくは関与可能な産業を含んでいる－旅行業および関連企業、
宿泊施設経営業、飲食業、娯楽業、小売業、水上旅客運送業、道路旅客運送業、レンタル
業、文化サービス業」とされている。しかし同時に、「この定義では、直観的に農村観光
の内容と実際の業態を知ることが難しい」とも述べ、農村観光の曖昧さを指摘している。
楊（1992）20は「農村観光は農業生物資源、農業経済資源、農村社会資源から構成された
立体景観を対象とした観光活動である」と論じて、主に農村の景観を資源として活用する
観光であることを強調している。また、王（1999）21の定義する農村観光とは、「農業文
化景観、農業生態環境、農事活動及び伝統民俗を資源として、観賞、考察、学習、参加、
娯楽、ショッピング、レジャーが一体となった観光活動」と指摘している。王は、農村そ
のものの自然環境や文化が考慮され、農村観光について幅広い定義を行っている。2 人と
も地域社会の自然環境資源や文化資源などが農村観光にとって不可欠な要素であると認識
している。 
また、肖（2001）22は「農村観光は農村の空間環境や都市と農村の相違を利用する」と
                                                   
19 中国国家旅遊局（2006）『概念、类型、误区、问题和对策』
（http://www.cnta.gov.cn/html/2008-6/2008-6-2-21-16-49-29.html；downloaded on ）2012年12月7日
にアクセス。 
20 楊旭（1992）「开发乡村旅游势在必行」『旅游学刊』p.38～41. 
21 王兵（1999）「从中外乡村旅游的现状对比看我国乡村旅游的未来」『旅游学刊』p.38～42. 
22 肖佑興（2001）「论乡村旅游的概念和类型」『旅游科学』p.8～10. 
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いう点を強調し、農村観光は農村地域の空間環境という名目のもとに農村独特な生産形態、
民俗風土、生活様式、自然風景、家屋、農村文化を対象として、都市と農村の相違を利用
することで、計画・設計・商品を組み合わせている。そして、主に観光、遊覧、娯楽、レ
ジャー、長期休暇を過ごすことと、ショッピングが一体となった一観光形態であると論じ
ている。一方、郭（2009）23は「観光村は村里の本来の地理空間で、郊外にある郷村環境、
生産方式、郷村文化を利用し、観光客を誘致することである。また、観光客の観光活動を
通して、経済価値を創造する新しい村里の一形態である。観光村の名称という呼び方は他
村との衝突がなく、簡単に言えば、観光村は農村が観光活動を行った産物として現れるも
のである」と述べている。郭娜氏は、中国の農村観光を研究する前に、中国の「村」の概
念を「中国の農村住民の集落である」と認識したうえで、「観光村は、農村が観光活動を
行った産物として新たに現れるものである」と述べ、今までの定義とは異なる視点を打ち
出している。 
一方、日本で農村観光の研究を進めている緒方（2009）24は、「中国の農村観光の『農
村』という言葉は行政的境界が非常に曖昧である。混乱を避けるために農村観光を、特に
行政村が主体となって行うものである」と論じている。郭娜と緒方は、農村観光における
定義の内容は不統一であるが、定義を行う方法は共通している。 
  また、新たな観光産業として、国内外の学者も農村観光に対する理解と注目は様々あり、
認識が不統一であることは事実である。例えば、「グリンー観光」、「郷村観光」、「民族観光」、
「郷村生態観光」、「農家楽」、「農業観光」などの農村観光の類似語があり、その類似語の
定義は以下のとおりである。 
生態観光（ecotourism）とは、人々が自然保護を意識し自然環境に配慮しながら楽しむ
観光形態を指す。具体的には、自然の散策や動植物の観察などがあげられ、農村地域に限
らず、さまざまな地域で取り組まれている。現在の中国で行われている生態観光は、動植
物の生態を観察することだけではなく、農村観光の一環として行われているという特徴が
見られる（緒方 2009）。 
農業観光（agricultural tourism）とは、農業資源を活用した観光形態であり、具体的に
は、収穫体験や果物狩り、農家民泊などがあげられる。農村地域の中で行われている農業
以外の観光活動は、農業観光の範囲に含まない（中国国家旅遊局 2006）。 
民族観光（race tourism）とは、様々な少数民族の衣装、歌、舞踊、建築などを紹介し、
イベント、アトラクションなども開催するテーマパーク（紅楓湖民族旅游村）、村全体を
博物館とするエコミュージアムである生態博物館、村民挙げて旅行者を歓迎する体制を築
いている民族観光村などにより、それぞれの方法で観光客を集めることである（山村高淑
                                                   
23 郭娜（2009）『旅游村特色化建设及空间竟合关系研究』東北財済大学修士論文。 
24 緒方宏海（2009）「中国における「郷村観光」の実態に関する社会人類学的研究」『旅の文化研究所
研究報告』第17 号, p.1～14. 
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ら2010）25。 
農（漁）家楽（farmhouse comfort）とは、農業（漁業）と観光業を結びつけ、農村地
域の経済活性化を目的に取り組まれる観光形態で農村観光の発展過程の初期段階である。
具体的には、農家で食事をする、農家に泊まる、農家で人々と農作業をして農を楽しむ、
農業の生産物を購入することである（緒方 2009）。農（漁）家楽では、観光活動だけでな
く、カラオケやマージャン、トランプといった娯楽も含まれており、地域資源や文化との
結びつきがないと批判される場合もある（展 2009）26。 
以上のように、農業観光、生態観光、農家楽観光及び民族観光は、すべて農村観光の中
に含めている27。これらを考慮して、本研究の農村観光（rural tourism）とは、農村地域
で行われる観光形態を指している。具体的には、自然景観、温泉資源、特産品（農産物な
ど）、伝統文化、食文化、重要な生物多様性、農村の景観及び伝統的な技術などの農業観
光を含んだ農村資源を活用した観光形態と定義する。 
農村ツーリズムとは、農村や郷村での長期滞在型休暇であり、都市住民が農家などにホ
ームシテイして農作業の体験し、その地域の歴史や自然に親しむ余暇活動のことを言う。 
地域活性化の広義概念28とは、各市町村の「人口動態」と「人口構成」に着目し、地域
社会の活性化状況（地域活性度）を捉え、人口減少に一定の歯止めをかけ、近い将来にお 
 
 
出典：朱姝（2009）「中国郷村旅遊発展研究」を参考に筆者作成 
図1－3 農村観光と農業観光、生態観光、農（漁）家楽及び民族観光の関係図 
 
                                                   
25 山村高淑・小林英俊・緒川弘孝・石森秀三著 （2010）『コミュニティ・ベースド・ツーリズム事例研
究～観光とコミュニティの幸せな関係性の構築に向けて～』CATS 叢書 Vol.3, p.5. 
26 展鳳彬（2009）『中国の新型観光農家楽－四川省・成都市を事例に』同志社大学大学院政策科学研究
科p.241～246. 
27 朱姝（2009）『中国郷村旅遊発展研究』中国経済出版社 p.37． 
28 http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/example/pdf/h21_bunseki_2.pdfp.3．2013 年 7 月
2 日にアクセス。 
農村観光
農業
観光
民族
観光
生態
観光
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いても定住人口の維持が可能である市町村を『活性化している』と捉える。逆に、過疎化
の進行により人口が減少し続けると同時に、高齢者比率のみが高まっている市町村を『活
性化していない』と捉える。 
本研究の地域活性化の定義（狭義概念）とは、農村地域の観光資源を活用した観光振興
を通じて、都市と農村住民の交流改善、観光客の増加による地域活性化と捉える。 
 
1.5 本論文の構成 
 
 図 1－4 に示すように、本研究は 8 章から構成されており、各章の内容は次のとおりで
ある。 
第 1 章は、本研究の背景、目的、及び先行研究をレビューし、現在に至る様々な農村観
光と類似語の定義、本研究の位置づけと本論文の構成について説明している。 
 第 2 章は、1990 年代以降、中国の農村観光に注目が集まり、21 世紀に入り、農村観光
は急速な発展段階に入り、観光商品の増加、規模の拡大、分布範囲の広さ等の新しい観光
ブームが起こったことを注目する。中国の農村観光は、「中央一号文件」という農村観光政
策が発展の基礎となっている。中国の国内観光の現状と地域の農村観光の発展状況を紹介
する。人々の農村地域の観光資源に対する認識の多様であり、農村観光は観光業の発展に
も影響を与えている。さらに、地域住民の生活水準の向上、就職機会の増加等に伴う環境
破壊、交通の渋滞、ごみ問題等の影響についても分析する。 
 第 3 章は、中国の東北地区の南部に位置する遼寧省をとり上げる。遼寧省は、面積は約
14.8 万 km2 である。遼寧省における観光業発展十一五計画は十二五時の発展目標を定めて
おり、特に、遼寧省の中部、遼東半島と遼寧省の西部等の三つの観光景区を重点的に発展
させる目標としている。また、農村観光に関連した商品の開発と市場の開拓、観光業発展
のための体制づくり、政策の設定と実施等に関して農村地域だけではなく、都市近郊や国
内観光開発においても重要であることを指摘している。 
 第 4 章は、中国の市場経済の発展に伴い都市住民が豊かになり、また休暇制度の導入、
人々の余暇時間の増加により観光への需要が増加したことを論じ、観光客の属性や観光満
足度の評価を実施する。 
 第 5 章は、南大山地域を事例地区として農村住民における観光資源の保全状況に対する
意識調査とこの地域に訪れる観光客の農村観光の動機に分けて、現地調査の分析と結果を
行う。まず集落における農村観光資源の保全行動に関して、農民の考え方は異なるが住民
の行動意識は積極的であることが判明した。また、農村地域に訪れる観光客の属性と観光
動機の相関性について究明する。 
 第 6 章は、遼寧省大連市及び建昌県を事例としてアンケート調査を実施したことを論述
した。主な目的としては、将来の農村地域の開発と都市住民の農村資源に対する価値の評
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価を展望し、農村に潜在するさまざまな自然や人的資源を利用し、観光資源として開発す
る可能性について分析する。 
第 7 章は、大連市の都市住民を中心に中国の農村地域の豊かな観光資源をいかに観光開
発として利・活用し、農村地域の観光資源を都会の人々に対し農村地域の持続可能な観光
開発という切り口から論じる。農村地域の自然景観や伝統文化などに対する関心の実態を
把握し、都市住民が農村地域の将来の持続可能な観光開発を実現するための期待と可能性
を明らかにする。 
第 8 章では、各章で述べた研究成果を取りまとめ、本論文の結果と今後の課題について
述べる。 
 
 
図 1－4 本論文のフローチャート 
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第 2 章 中国の農村観光の発展 
 
 
 
 1990 年代以降、中国のアグリツーリズムは急速に発展してきた。21 世紀に入ってから、
農村観光は全面的な発展段階に進み、観光商品の増加、規模の拡大、分布範囲の広さ等の
新しい観光ブームが訪れた。近年、農村観光は中国において急速に発展しており、2005
年と 2006 年の 2 連休や GW では、都市住民が観光の 70％を占めている。全国の農村観光
景区における受け入れ人数は毎年 3 億人を超えて、観光収入は 400 億元を超えている29。 
 
2.1 「中央一号文件」からみる農村政策の変遷 
  
「中央一号文件」とは、中国中央政府が国家の最重要課題と位置づけている「農業・農
村・農民」問題に対して、党中央・国務院が農業、農村問題の解決なくして中国の真の発
展はありえないとの認識をもとに、本格的な解決支援に着手していることである。党中央
と国務院は2003 年から2008 年にかけて「中央農村工作会議」を6 回開催し、「三農」問
題の解決支援に関する重要文書「中央一号文件」を公布し、「三農」支援の各種プロジェ
クト推進とそのための財政支出を大幅に増やしている。 
 
2.1.1 2004～2012 年にかけて農村と関係のある「中央一号文件」一覧 
表 2－1 は、2004～2012 年に農村に関連した「中央一号文件」の主要な政策の一覧であ
る。中国中央政府は、2004～2012 年間に主要な政策を提案している。2004 年に「農民収
入の増加」という意見を受けて農業構造の調整、農民就職の拡大、科学技術の促進と農村
改革などの政策を打ち出しており、2006 年に「社会主義新農村建設への資金投入」という
政策目標から都市と農村の経済社会の発展促進と社会主義新農村建設の推進政策を打ち出
した。そして、2009 年に「農業の安定的発展の促進と農民の増収持続に関する若干の意見」
が出され、農業発展と農民増収に対する 28 条の措置と促進政策が制定された。2012 年に
「推進農業科技創新持続増強農産品供給保障能力」の意見から、農業・農村の仕事を強化
し、農業科学技術の刷新を促進する政策が制定された。 
以上の政策からみると、2004 年から中共中央・国務院は農村・農業に対する政策として、
新農村建設政策を打ち出した。これらの政策は農村地域の住民に対して非常に重要な政策
であると考えられる。 
                                                   
29 肖佑興、明慶忠、李松志（2001）「論郷村旅遊的概念和類型」『旅遊科学』2001 年 3 期,p.8～10． 
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表 2－1 2004～2012 年までの農村に関連する「中央一号文件」の一覧 
年度 文件の名前 主要な政策 
2004 年 
中共中央・国務院関与促進農民増加
収入若干政策的意見 
農業構造の調整、農民就職の拡大、科
学技術の促進、農村改革を深める。 
2005 年 
中共中央・国務院関与進一歩加強農
村工作提高農業総合生産能力若干政
策的意見 
“多予少取放活”の方針を堅持し、各項目
の農村政策の安定、健全和強化を支え
ていく。 
2006 年 
中共中央・国務院関与推進社会主義
新農村建設的若干意見 
都市と農村の経済社会の発展を促進
し、社会主義新農村建設の推進 
2007 年 
中共中央・国務院関与積極発展現代
農業扎実推進社会主義新農村建設的
若干意見 
農業への投入を拡大し、食糧の安定発
展を促進し、農民の持続な増収、更に
農村の友好 
2008 年 
中共中央・国務院関与切実加強農業
基礎建設進一歩促進農業発展農民増
収的若干意見 
迅速的に農業基礎の機制を強化し、農
業の基礎施設の建設を把握する。 
2009 年 
中共中央・国務院関与 2009 年促進農
業安定発展農民持続増収的若干意見 
農業発展と農民増収に対する28条の措
置の促進 
2010 年 
中共中央・国務院関与加大統筹城郷
発展力度進一歩夯実農業農村発展基
礎的若干意見 
食粮供給の確保、農民の便益の增收等
の基本思路と方針の提案 
2011 年 
中共中央・国務院関与加快水利改革
発展的决定 
5～10 年の努力で、根本的に水利建設
を停滞の局面から転換させる。 
2012 年 
関与加快推進農業科技創新持続増強
農産品供給保障能力的若干意見 
切実に農業・農村の仕事を強化し、農
業科学技術の創新を促進する。 
出典：中共中央・国務院（2012）「関与加快推進農業科技創新持続増強農産品供給保障能力的
若干意見」をもとに筆者作成 
 
 表 2－2 は中央 2006 年、2009 年、2012 年の「中央一号文件」にみる農村・農業政策の
変遷が具体的に比較を示している。いずれの農村・農業に対する政策でみると、中央政府
は農村地域における重要さをますます強く指摘しており、農村住民の増収と雇用機会を図
っている一方で、三農問題の解決策も緩和していることがわかる。これは今後、農村・農
業の発展にとても重要であると考えられる。 
 
19 
 
表 2－2 2006・2009・2012 年「中央一号文件」にみる農村・農業政策の変遷比較 
項目 2006 年 2009 年 2012 年 
都市と農
村発展の
統一的推
進 
歴史的任務として社会主
義新農村の建設を実施（農
村への支持強化、近代農業
の推進、食料の安定生産、
農業構造の調整、インフラ
整備・民主政治・文明建
設・農家増収の促進） 
農村社会事業の発展、イン
フラ整備の促進、雇用拡
大、農村総合改革の推進、
県域発展活力の増強、農村
市場の積極的開拓、国家の
貧困対策と政策体系の成
熟 
食料の安定生産、“菜
蘭子”産品の供給、農
業の投入と補償の拡
大、農村の金融サービ
ス水準の向上、農村土
地政策の安定と健全 
近代農業
の建設、
イ ン フ
ラ・サー
ビス体系
の強化 
農業科学技術の向上、流通
システムの強化、循環型農
業発展の加速、農業生産の
安定的発展、農業構造調整
の推進、農業産業化経営の
発展、生態建設の強化、イ
ンフラ整備の促進 
農業科学技術革新の加速、
生態プロジェクトの促進、
農産物市場システムの強
化、質の高い耕地建設の加
速、水利基礎施設建設の強
化、機械化の促進、末端農
業サービス機関建設の推
進 
農業科学創新の方向
の明確、農業科技創新
の重点の突出、農業科
技創新の機制の健全、
農業科技創新の条件
の改善、種業科技創新
の強化 
農村住民
の増収、
農業生産
の発展 
農村住民の増収手段の開
拓、工業部門に従事する住
民の合法権益保障の強化、
農業や住民の直接保障や
貧困・開発政策の強化 
食料生産支持の強化、商品
作物生産の推進、牧畜水産
の大規模化、農産物の安全
体制や農産物輸出入の管
理・規制の強化 
基礎農技のサービス
の強化、科研教育機構
の積極の農技サービ
スの開拓、新型農業社
会サービス組織の育
成 
農村の体
制的保障 
農村の税制改革・農村金融
改革の推進、その他の多様
な農村改革を総合的に推
進 
農業や農村への投入増加、
農村金融制度の強化、農業
補償の増大、農産物の合理
価格の維持 
農業教育の発展の振
興、農業科技人材の育
成、農村の実用人材の
育成 
農村の管
理構造 
農村末端党組織の総合力
強化、農村住民の民主権利
の保護、農村新型社会サー
ビス組織の育成（農家・農
産物加工・輸出企業経営の
強化、情報サービスの改
善、農村住民の生産経営と
合法権益の保護） 
土地請負関係の安定、土地
請負経営権の健全な取引
の構築、土地の合理的利用
と耕地保護制度の実施、山
林の土地所有制度改革の
推進、専業合作社と新興企
業の発展（農業産業化、農
産物加工の奨励、加工の収
益は農家が享受する） 
農田の水利建設の強
化、高い標準の農田建
設の推進、農業機械化
の発展、生態建設の向
上 
農村の社
会事業 
義務教育・医療制度・文化
事業の発展、住民の労働訓
練の実施、社会保障制度の
建設 
 
農産品の流通施設建
設の強化、農産品流通
の方式の創新、農産品
の市場コントロール
の健全化 
党の指導 
社会主義新農村に関する
指導の強化 
農業発展と農民増収 三農問題の解決 
出典：中共中央・国務院（2006）「社会主義新農村建設的若干意見」、中共中央・国務院（2009）
「促農業安定発展農民持続増収若干意見」、中共中央・国務院（2012）「関与加快推進農業科技
創新持続増強農産品供給保障能力的若干意見」をもとに筆者作成 
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表 2－3 1998～2007 年に農村観光政策の略年表 
国家観光局によ
る政策 
1998 年 その年の観光テーマ“中国農村への旅”を設定 
2002 年 
「全国農業観光モデル地区検査基準」、「全国農業観光モデル
地区選定規範」を発表 
2004 年 
報告されたリストに基づき「全国農業観光モデル地区」を選
定 
2006 年 
その年の観光テーマを“華夏都市農村観光”と設定し、「農村
観光発展の促進に関する指導意見」を発表 
国家観光局と農
業部の合同通知 
2007 年 
「全国における農村観光の発展を強力に推進することに関
する通知」を発表 
資料：中華人民共和国国家旅遊局 HP（http://www.cnta.com/）をもとに筆者作成 2012 年 10
月 20 日にアクセス 
 
表 2－3 は 1998～2007 年に実施された農村観光政策の略年表を示している。国家観光
局による政策をみると、1998 年に観光テーマ“中国郷村への旅”を設定した。2002 年には、
「全国農業観光モデル地区検査基準」、「全国農業観光モデル地区選定規範」を発表し、2004
年に報告されたリストに基づき「全国農業観光モデル地区」を選定した。そして、2006
年にその年の観光テーマを“華夏都市農村観光”と設定し、「農村観光発展の促進に関する指
導意見」を発表した。 
以上のように、国家観光局から農村観光に対する様々な政策が発表された。国家観光局と
農業部の合同通知をみると、2007 年に「全国における農村観光の発展を強力に推進するこ
とに関する通知」を発表した。さらに、全国で農村観光の発展を一層に推進した。 
 
2.2 中国の農村観光の概要 
 
 表 2－4 は、中国の国内観光市場における潜在観光項目のニーズ評価を示している。現
存、潜在観光項目は観光、探検観光、レジャー観光、特色観光、その他の 5 項目に分類さ
れている。国内市場での評価として五つ星は非常に良い項目、四つ星はやや良い項目、三
つ星は良い項目、二つ星は一般の項目、一つ星はあまり人気がない項目となっている。 
まず、観光では農村の自然景観が 4 つ星でやや良い項目と評価された。文化・歴史は 2
つ星で一般と評価されている。そして、農村地域での探検観光は探検考察が 4 つ星で国内
市場にやや人気があると評価された。ハイキング、漂流と登山は 3 つ星でよい項目と評価
を受けた。また、農村地域のレジャー観光の特色は、一般と評価された。農村地域の特色
観光について、生態観光、動物研究、飲食、観光農業と工芸美術等の項目は五つ星で非常
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に良い項目と評価された。ショッピングは三つ星でよい項目に評価されたが、宗教研究と
祭り等は二つ星の一般であった。最後に、その他の項目では農村地域での展覧会とビジネ
ス活動等が三つ星で評価され、会議と親睦を深める項目は二つ星の一般と評価された。 
中国の国内観光市場の評価から、農村観光の開発には農村地域の特色ある開発が良いと
考えられる。特に、農村資源を活用した観光開発の方が農村観光の持続可能な発展が可能
であると考えられる。ここで農村観光開発の方法を模索するためには、農村地域住民 
 
表 2－4 国内観光市場における潜在観光項目のニーズ評価 
現存/潜在観光項目 国内市場 
観光 
自然 ＊＊＊＊ 
文化・歴史 ＊＊ 
精神の欲求 ＊ 
一般 ＊＊ 
探検観光 
ハイキング ＊＊＊ 
漂流 ＊＊＊ 
登山 ＊＊＊ 
探検考察 ＊＊＊＊ 
レジャー観光 
一般 ＊ 
特色 ＊＊ 
特色観光 
生態観光 ＊＊＊＊＊ 
動物研究 ＊＊＊＊＊ 
宗教研究 ＊＊ 
飲食 ＊＊＊＊＊ 
観光農業 ＊＊＊＊＊ 
工芸美術 ＊＊＊＊＊ 
祭り ＊＊ 
ショッピング ＊＊＊ 
その他 
会議 ＊＊ 
展覧会 ＊＊＊ 
ビジネス活動 ＊＊＊ 
親睦を深めること ＊＊ 
注：五つ星は非常に良い項目、四つ星はやや良い項目、三つ星は良い項目、二つ星は一般の項目、一つ星
はあまり人気がない項目。 
出典：世界観光組織（1999）を基に筆者作成。 
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が持っており、観光価値のあるものは何かを調べ出すことである。自分の知らない、ある
いは自然景観、伝統・文化、食物、生物多様性などを見聞し体験することである。換言す
れば、観光地の立場から、見るもの、体験するもの、食べるもの、売るもの（お土産品）
として何があるのかである。それらを先ずリストアップし、他の観光地と比較検討し、そ
の価値を評価する必要がある。そして、他地域の観光開発と異なる農村観光を見出せば、
持続可能な発展ができるものと思われる。 
当然、観光事業の専門家、観光業者の多くは観光客の意見を聞き、アドバイスを受ける
必要がある。良き指導者を得て自ら模索し、その上で地方政府や国家政府に働きかける方
策を取るべきである。そのためには、細々とした営農と出稼ぎにとっぷり浸かった意識の
改革が求められる。 
 
表 2－5 は、2000～2011 年における中国国内の観光者数と観光収入の推移を示めしてい
る。中国国内の観光市場における 2011年の観光者数は延べ 26.4億人で、観光収入は 19,305
億元に達している。この間の観光者数と観光収入の伸び率はそれぞれ 3.6 倍、6.1 倍とな
っている。中国の国内観光市場は年々増加しており、その規模は非常に大きいことが理解
できる。 
 
表 2－5 2000～2011 年に国内観光者数と国内観光収入の推移 
年度 国内観光者数(億人) 国内観光収入(億元) 
2000 7.40 3,176 
2001 7.80 3,522 
2002 8.78 3,878 
2003 8.70 3,442 
2004 11.02 4,711 
2005 12.12 5,286 
2006 13.94 6,230 
2007 16.10 7,771 
2008 17.00 8,749 
2009 19.02 10,200 
2010 21.03 12,580 
2011(年) 26.40 19,305 
23 
 
3176 3522 3878 3442
4711 5286
6230
7771
8749
10200
12580
19305
7.40 7.80 
8.78 8.70 
11.02 
12.12 
13.94 
16.10 
17.00 
19.02 
21.03 
26.40 
0.00 
5.00 
10.00 
15.00 
20.00 
25.00 
30.00 
0
5000
10000
15000
20000
25000
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011(年)
単位：億元
国内観光収入(億元) 国内観光者数(億人)
単位:億人
 
出典：中華人民共和国国家旅遊局（2012）を基に筆者作成 
図 2－1 2000～2011 年に国内観光者数と国内観光収入の推移 
 
2.3 中国各地の農村観光の発展状況 
  
2.3.1 北京地域の発展状況 
 北京市農村工作委員会、北京レジャー観光農業協会、北京市旅遊局の調査によると、2006
年末から全市一定の規模を持っている観光農園は 1,100 ヶ所、土地の使用は 45 万畆を占
めている。全北京市は 12 の区、県の 321 村に展開し、農村観光の観光客を受け入れてい
る。市レベルの民族観光村は 110 で、現有民俗村の 34％を占めており、民族旅行戸は 1.7
万戸に達し、その市レベルの観光客の受け入れ戸数は 8,726 戸で、現有民俗観光受け入れ
戸の 41％を占めている。経営状況は、2006 年末に総収入 22 億元を達した。発展状況は、
農村観光の観光者数は延べ 1,500 万人となっている。 
2.3.2 湖南地域の発展状況 
 現在、全省の年間売上額が 50 万元以上のレジャー農業企業は 4,000 社以上に達してい
る。投資規模が 1,000 万元以上の企業は 67 社、全省星レベルレジャー農業企業 95 社で、
その中で五つ星レベルは37社である。長沙近郊だけで、関連のレジャー農業産業群は1,100
社以上のレジャー農山荘を集めている。経営状況は、年間の営業収入だけで 30 億元を超
えている。発展状況は、年間観光者が 3,000 万人以上も訪れ、長沙近郊だけで 2006 年の
観光客は 650 万人であった。 
2.3.3 四川地域の発展状況 
 四川省は、中国農家楽観光の発祥地である。2006 年末までに全省の農家楽が経営してい
る受け入れ戸は合計 19,966 家に達しており、農家楽で観光者の受入数は 10,905.4 万人に
達している。その中で成都以外の各都市、州の農家楽の経営受け入れ戸数は合計 11,441
家で観光者数は 5,706 万人に達している。経営状況は 2006 年の観光総収入は 379,328.6
万元で、2005 年末の納税額は 9,049 万元である。成都以外の農家楽の総収入は 173,928
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万元で、税額 5,706 万元である。発展状況は、農家楽観光が 149,656 人に達し、就職問題
を解決した。成都以外の就職者は 74,028 人に達している。 
2.3.4 江蘇地域の発展状況 
 2006 年、江蘇省は主に一圏、二区、三帯の観光農業を建設し、政策の誘引、財政の支持、
営業の推進を通じて、「三資」開発を誘引し、レジャー観光の農業ブランドを作り出した。
同年末、全省レジャー観光農業景区は 510 地域、そのうち、国家レベルの農業観光モデル
地域は 70 地域に達している。経営状況は、2006 年に全省の観光者数が 2,000 万人以上を
受け入れている。発展状況は、2006 年の総収入が 40 億元以上である。 
2.3.5 福建地域の発展状況 
 福建省の省委・省政府は、農民の就職と収入の増加を図り、全力的に農村観光を推進し
ている。現在、全省で 16 の全国的な農業旅遊モデル地域を有し、3 つの省レベルの旅遊モ
デル地域がある。経営状況は、2006 年、全省の毎年の農業旅遊モデル地域の直接観光収入
が 3 億元以上に達し、農産品の販売収入が 10 億元以上であった。発展状況は、農業旅遊
モデル地域の直接的な労働就職人数が 1,000 人以上で、間接的に 10,000 人ぐらいの就職
問題を解決した。 
2.3.6 江西地域の発展状況 
 江西省は農村観光の発展を通じ、多くの農村労働力の就職を実現し、他の産業の発展を
促し、都市と農村の交流と生態観光の保護を促進した。経営状況は、2006 年江西省の農村
観光の観光客が 2,016 万人に達している。発展状況は同年、全省の農村観光の収入は 130
億元である。 
2.3.7 遼寧省の発展状況 
 遼寧省は農村観光の発展が最も遅れているが、その発展速度は迅速的であり、2006 年の
データによると、これから建設予定の農村観光景区は 181 ヵ所あり、総計画建設面積は
245.21 万畆で、現在、建設面積が 130.26 万畆で全体面積の 53.12％を占めている。計画
建設の総投資額は 225.39 億元で、投資金額は 81.78 億元であり、総投資額の 36.28％を占
めている。経営状況は 2006 年の実現した総額が 60.69 億元である。発展状況は同年の労
働力の就職人数が 17.92 万人である。 
 
2.4 農村地域に潜在している観光資源の分類 
 
2.4.1 中国と日本観光資源の分類 
（1）中国観光資源の分類 
中国科学院地理研究所は 1990 年「中国観光資源調査分類表」を制定し、中国の観光資
源を①地表類、②水体類、③生物類、④気候と気象類、⑤歴史類、⑥近現代類、⑦文化、 
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表 2－6 中国観光資源の分類 
 
資料：中国科学院地理研究所（1996）「中国自然資源丛书・旅遊券」中国環境科学出版社 p.179．
丁季華（1999）「旅遊資源学」上海三聯書店 p.30. 
 
101典型地質構造 301樹林
102標準地層 302古樹名木
103生物化石点 303奇花異草
104自然災害遺跡 304草原
105名山 305野生動物栖息地
106火山熔岩景観 306その他の生物景観
107海蝕溝槽景観 401人類文化遺址
108奇特と象形山石 402社会経済文化遺址
109沙（礫石）地風景 403軍事遺址
110沙（礫石）滩 404古城と古城遺址
111小型島嶼 405長城
112洞穴 406宮廷建築群
113その他の地質景観 407宗教建築と礼制建築群
201風景河段 408殿（庁）堂
202漂流河段 409楼閣
203湖泊 410塔
204滝 411牌坊
205泉 412碑蝎
206現代氷川 501科学教育文化施設
207その他の水域風景 502休療養と社会福利施設
413建築小品 503動物園
414園林 504植物園
415景観建築 505公園
416橋 506体育中心
417彫刻 507運動場館
418陵寝陵園 508遊楽場館
419墓 509節日慶典活動
420石窟 510文芸団体
421摩崖字画 511その他の娯楽活動
422水工建築 601市場と購買センター
423鉱山 602庙会
424農林漁牧場 603有名な店舗
425特色城鎮と村落 604地元の特産品
426港 605その他の物産品
427広場
428郷土建築
429民俗街区
430記念地区
431景観地区
432その他の建築と古跡
基本分類 基本分類
地
理
景
観
類
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物
景
観
類
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と
建
築
類
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域
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光
類
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類
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娯楽、スポーツ類、⑧風俗類の 8 類に分けている30。1992 年に旅遊資源普査分類体系から
大まかに 6 大類 74 小類に分け、観光資源の開発・利用のニーズを考慮し、様々で複雑な
各類資源を、観光資源体系化を作成することで、今後の観光発展の基盤を提供するこがで
きる。 
表 2－6 は、中国観光資源の分類を示しており、地理景観類、水域風光類、生物景観類、
古跡と建築類、レジャー、娯楽類、ショッピング類の 6 類に分けている。詳しい分類は下
表のとおりである。 
 
（2）日本観光資源の体系 
 須田（2003）31によると、「観光者の観光意思をもった観光対象への働きかけで、観光対
象（目的物）は「観光資源」となる。観光資源の分類には有形観光資源と無形観光資源、
それらを合わせた総合観光資源に大別することとした。表 2－7 のとおりである。 
歴史文化（伝統）観光資源と自然観光資源の比較（表 2－8 を参照）でみると、有形の
歴史文化（伝統）観光資源では、人の手によって造られたものであること、歴史的文化的
価値の高いものであること及び公的機関、宗教関係等の所有によるものと個人資産が混在
していることであり、有形の自然観光資源では、自然に存在するもの（自然の所産）、生態
系を構成し、風向形勢に関わっているもの及び公的所有に関わるものが多いことである。
一方、無形の歴史文化（伝統）観光資源では、動作・表現（制作）に関わる無形の技が中 
 
表 2－7 観光資源の体系 
 有形観光資源 無形観光資源 総合観光資源 
自然観
光資源 
・温泉 
・海（岸）、河川（湖沼）
山岳（高原） 
・動植物（植物、動（生）
物） 
・天体（星） 
・自然現象 
（不知火、しんきろ
う、オーロラ） 
・気象（雪、雨、四季） 
・音 
・自然公園 
（国立公園、国定公
園、府県立自然公園） 
・動物園、植物園、水
族館 
・風光 
歴史文
化観光
資源 
・建造物 
・史跡（遺跡、城郭（古墳）） 
・美術工芸（陶磁器、絵画、
彫刻（仏像）古文書等） 
・有形民俗文化財 
・無形文化財（音楽、
技術、民話、能楽、演
劇） 
・無形民俗文化財 
・神社寺院（庭園） 
・美術館、博物館（記
念館） 
・テーマパーク 
複合観
光資源 
  
・都市、農村（景観） 
・リゾート 
注：1.総合観光資源とは複数種の観光資源がまとまりひとつの観光資源となったものをいう 
  2.複合観光資源とは自然観光資源・歴史文化観光資源の両資源にわたる総合観光資源を言う 
出典：須田寛（2003）『実務からみた新・観光資源論』交通新聞社 p.49 による筆者作成 
 
                                                   
30 丁季華(1999)『旅遊資源学』上海三聯書店 p.30． 
31 須田寛（2003）『実務からみた新・観光資源論』交通新聞社 p.48～49. 
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表 2－8 歴史文化（伝統）観光資源と自然観光資源との比較 
 歴史文化（伝統）観光資源 自然観光資源 
有
形
観
光
資
源 
・人の手によって造られたものであること 
・歴史的文化的価値の高いものであること 
・公的機関、宗教関係等の所有によるもの
と個人資産が混在していること 
・自然に存在するもの（自然の所産） 
・生態系を構成し、風向形勢に関わっ
ているもの 
・公的所有に関わるものが多いこと 
無
形
観
光
資
源 
・動作・表現（制作）に関わる無形の技が
中心をなすこと 
・歴史的文化的価値の高いこと 
・人に化体されて支えられているものが多
いこと 
・一過性の自然現象等、偶発性の高い
ものが多いこと 
・釀し出される雰囲気（ムード）が資
源を構成すること 
・背景と一体となって認知されるもの
が多いこと 
注：1.観光資源は公開（誰でも見られる）が原則である 
  2.両資源が複合資源として認知される場合もある 
出典：須田寛（2003）『実務からみた新・観光資源論』交通新聞社 p.105 による筆者作成 
 
心をなすこと、歴史的文化的価値の高いこと及び人に化体されて支えられているものが多
いことであり、無形の自然観光資源では、一過性の自然現象等、偶発性の高いものが多い
こと、釀し出される雰囲気（ムード）が資源を構成すること及び背景と一体となって認知
されるものが多いことである。 
 
2.4.2 農村観光の類型 
 中国は約 13 億人を有する大国であり、面積が 960 万平方キロメートルの大地の上で 56
の民族から成り立っている。自然条件に恵まれているため、さまざまな農村観光が開発で
きる。 
（1）観光目的の分類 
観光、レジャー観光、ビジネス観光、探検観光等に分けている。例えば、農業観光、都
市近郊の農村レジャー観光、農村考察観光、少数民族村落観光等。 
（2）農村資源の分類 
自然資源型、人文資源型、社会資源型及び多種資源型の交差形成に分けている。例えば、
現在の国内の江西婺源農村観光は、自然資源型と人文資源型が組み合わさった観光形態で
ある。河南南街村は社会資源型の農村観光等に属している。 
（3）区域条件による景区周辺型と都市周辺型 
都市周辺型は、大都市の住民を主な目標市場とし交通便利等の特色がある。景区周辺型
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は国レベル、世界遺産、省レベルの名勝、生態系観光等がある。 
（4）観光商品の類型 
中国の農村観光発展の基本的な類型はさまざまな農村資源の総合的な利用に基づき、以
下の五つの基本形態がある。 
① 農家楽 
農家楽は最も広範囲な模式である。農家で食事をする、農家に泊まる、農家の人々と
農作業をすることが農家楽のイメージである。最も有名なのは、2006 年 4 月に成都市
で初めて中国農村観光節が開幕された。その開幕式の中で、国家旅遊局は“中国農家楽旅
遊発源地”という名称を成都市に授与した。 
② 高技術農業観光園 
 高技術＋農業＋観光の形態である。農産物の新鮮度が持続可能な発展を継続させてい
く。 
③ 農業新村 
これは経済が発展している地域であり、農村を都市化する。 
④ 古村落、村落の開発 
文化価値の突出、特色化の鮮明、特に希少な非物質文化遺産である。例えば、北京門
頭爨底下村は独特の文化風光地域である。 
⑤ 農業の絶景と勝景 
人類が自然を改善した成果である。例えば、桂林の龍勝棚田等があげられる。 
 
2.4.3 国家旅遊局の観光資源 
中国国家旅遊局によると、観光資源の特徴を評価する基準は次の 4 つからなる32。 
①稀有である観光資源 
②悠久である観光資源 
③観光資源の歴史的地位 
④観光者の生活し、育った文化環境と観光目的地文化環境との間の相違。 
以下は遼寧省の観光資源の特徴について整理しておこう。 
文化遺産観光 
海賓レジャー観光 
生態系観光 
民族民俗文化観光 
工農業観光 
紅色観光及び玉文化観光、仏教文化観光等遼寧省の特色観光商品がある。 
                                                   
32 殷少明・安果・劉志林（2004）『新疆旅遊業発展研究』新疆人民出版社 p.204. 
29 
 
2.5 農村地域における観光業発展の時代背景と発展状況 
 
2.5.1 農村観光発展の影響 
 
観光の発展は、観光地に対する積極的と消極的な影響を及ぼす。表 2－9 に示している
ように、経済の影響、社会文化の影響、環境の三つの影響に分類される。 
積極的な影響について、経済の影響は住民の収入増加、生活水準の向上、農村観光開発に
よる当地の経済促進と経済機構の改善、就職機会の増加とショッピング販路の拡大である。
社会文化の影響では、農民の生活様式の改善、地域が異なる人々の交流、地域間と文化間
の相互推進等の影響がある。環境の影響では、自然景観の保全、生態系のバランスの維持
等の影響がある。一方、農村地域の観光開発の消極的な影響について、経済面では物価、
地価、生活費用の高騰である。社会文化の影響では、地域住民の生活の繁忙、偽民俗の出
現と文化の商品化等の影響である。観光の影響では、交通の渋滞、人口の密集、生活環境
の破壊等の影響が挙げられる。 
 
表 2－9 観光発展が観光地に及ぼす積極と消極的な影響 
 経済の影響 社会文化の影響 環境の影響 
積
極
的
な
影
響 
・住民収入の増加、
生活水準の向上 
・当地の経済発展の
促進、経済機構の改
善 
・就職機会の増加 
・開発と投資の増強 
・税収の増加 
・基本施設の改善 
・ショッピング販路
の拡大 
・生活様式の改善 
・娯楽場所と機会の増加 
・消防、治安等の防護能力の増
強 
・地域間と文化間の相互推進 
・地域が異なる人々の交流 
・目的地の文化特色の保持 
・当地の歴史と文化の機会展示
の増加、文化交流の促進 
・自然資源の保護（動植物、
原生林等） 
・生態系の平衡の維持 
・古い建築と文物史跡の保護 
・地方イメージの向上 
消
極
的
な
影
響 
・物価の高騰 
・物資とサービスの
欠如 
・住宅と地価の高騰 
・生活費用の高騰 
・住民と観光客との関係の誘導 
・地域生活の繁忙 
・偽民俗の出現、文化の商品化 
・カジノ、密入等の現象の増加 
・価値観と論理の転換 
・交通の渋滞 
・人口の密集 
・汚染増加（騒音、大気、水、
ゴミ問題等） 
・野生動物の生存環境の破壊 
出典：尹徳涛（2006）『観光社会学研究』南開大学出版社 p.209． 
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表 2－10 1985～2006 年における観光業総収入と国内総生産の比較（単位：億元） 
年度 観光業の総
収入額① 
国内の総生
産② 
②との比率
（%） 
第三次産業の
総収入額③ 
①と③の比
較 
1985 117 9016 1.30 2585 4.53 
1990 276 18667.8 1.48 5888.4 4.69 
1995 2098 60793.7 3.45 19978.5 10.50 
2000 4519 99214.6 4.55 38714.0 11.67 
2001 4995 109655.2 4.55 44361.6 11.26 
2002 5566 120332.7 4.63 49898.9 11.15 
2003 4882 135822.8 3.59 56004.7 8.71 
2004 6840 159878.3 4.28 64561.3 10.59 
2005 7686 183867.9 4.18 73432.9 10.46 
2006 8935 209406.8 4.27 82702.8 10.80 
出典：中国統計年鑑（2007）、中国統計出版社。参考：観光経済学 p.214． 
 
2.5.2 中国国内観光の現状 
 
表 2－10 は、1985～2006 年における観光業の総収入と国内総生産の比較を表わしたも
のである。観光業の総収入からみると、1985 年から年々増加しているが、2003 年はウイ
ルスである SARS の影響で減少した。観光業の総収入と第三次産業の総生産をみると、
2003 年を除き増加傾向にあり、2006 年まで年々増加していたことがわかる。 
この結果、中国の観光業は 20 年以上の歴史の発展を経て、現在、産業体系と産業規模
の経済発展に貢献していると指摘される。中国の観光業総収入が国内総生産値の中で、5％
を超えたら国民経済の太陽産業になると考えられる。 
 
表 2－11 は、1994～2007 年の都市・農村住民の国内観光の基本データを示している。
都市住民は観光者の総人数が1994年の2.05億人から2007年の6.12億人に増加している。
出遊率は 2003 年の SARS の影響で減少していたが、それ以降増加し続けている。農村住
民の観光者数は都市住民より上回っていたが、出遊率は都市より下回っている。総消費と
一人当たりの平均金額も都市住民より下回っている。これは中国の社会問題である都市と
農村の格差といえよう。 
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表 2－11 1994～2007 年の都市住民と農村住民の国内観光の基本データ 
年 
度 
都市住民 農村住民 
総人数
（億人） 
出遊率
（％） 
総消費
（億元） 
一人当た
り消費
（元） 
総人数
（億人） 
出遊率
（％） 
総消費
（億元） 
一人当
たり消
費（元） 
1994 2.05 75.8 848.21 414.7 3.19 34.3 175.30 54.9 
1995 2.46 91.0 1140.1 464.0 3.83 41.2 235.60 61.5 
1996 2.56 91.5 1368.36 534.1 3.83 41.2 270.02 70.5 
1997 2.59 92.4 1551.83 599.8 3.85 40.0 560.87 145.7 
1998 2.50 89.2 1515.13 607.0 4.44 47.0 876.05 197.1 
1999 2.84 94.8 1748.23 614.8 4.35 47.0 1083.69 249.5 
2000 3.29 104.4 2235.26 678.6 4.15 44.0 940.28 226.6 
2001 3.74 110.2 2651.68 708.3 4.09 44.2 870.69 212.7 
2002 3.85 115.3 2848.09 739.7 4.93 52.8 1030.27 209.1 
2003 3.51 100.5 2404.08 684.9 5.19 55.7 1038.19 200.0 
2004 4.59 126.6 3359.04 731.8 6.43 68.7 1351.67 210.2 
2005 4.96 135.1 3656.13 737.1 7.16 75.8 1629.73 227.6 
2006 5.76 156.7 4414.74 766.4 8.18 86.4 1815.00 221.9 
2007 6.12 166.3 5550.39 906.9 9.98 105.4 2220.23 222.5 
出典：国家旅遊局各年統計資料：中国農村観光発展研究 p.71. 
 
中国の観光市場の発展は崔（2009）33によると、以下の大きな出来事がある。表 2－12
は 1982～2008 年に中国の観光市場の出来事を示している。1982 年に中国旅行社遊覧事業
管理総局を、国家旅遊局へと刷新した。1985 年、観光産業第一部行政法規「旅行社管理暫
行条例」を頒布した。1990 年、中国公民はシンガポール、マレーシア、タイ三国への自費
観光が開放された。1995 年には週休二日制度の実施。1996 年、国務院は「旅行社管理条
例」を頒布し、旅行社を三種類から国際旅行社、国内旅行社の二種類に分けて、これは現
在までも適用である。2001 年に観光業を WTO への加入を頒布し、外国人への旅行社の投
資水準を低下させた。2004 年にヨーロッパの 29 ヵ国が正式に中国人観光者に対して門戸
を開放し、欧州への団体観光を始まった。2007 年に中国観光旅行の総収入は 10,957 億元
を突破し、重要な一年であった。2008 年に国務院は《関与修改「全国年節及び記念日休暇
方法」の改修》と「職人有給年休暇条例」を実施し、アメリカ団体観光も始まった。同年
7 月に中国大陸の住民は、台湾への観光を正式に始まった。 
                                                   
33 崔晓文・侯雪艳・李秀霞（2009）『旅游经济学』清华大学出版社 p.115. 
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表 2－12 1982～2008 年に中国の観光市場の大きな出来事 
年度 記事 
1982 年 2 月 中国旅行社遊覧事業管理総局を国家旅遊局へ刷新した。 
1985 年 観光産業第一部行政法規「旅行社管理暫行条例」を頒布した。 
1990 年 10 月 
中国公民はシンガポール、マレーシア、タイ三国への自費観光が開放され
た。 
1995 年 週休二日制度の実施。 
1996 年 
国務院は「旅行社管理条例」を頒布し、旅行社を三種類から国際旅行社、
国内旅行社の二種類に分けて、これは現在までも適用である。 
2001 年 
観光業を WTO への加入を頒布し、外国人への旅行社の投資水準を低下さ
せた。 
2004 年 9 月 
ヨーロッパの 29 ヵ国が正式に中国人観光者に対して門戸を開放し、欧州
への団体観光が始まった。 
2007 年 中国観光旅行の総収入は 10,957 億元を突破し、重要な一年であった。 
2008 年 
国務院は《関与修改「全国年節及び記念日休暇方法」の改修》と「職人有
給年休暇条例」を実施し、アメリカ団体観光も始まった。 
同年 7 月に中国大陸の住民は台湾への観光を正式に始まった。 
出典：崔晓文・侯雪艳・李秀霞（2009）『旅游经济学』の資料による筆者作成。 
 
2.6 本章のまとめ 
 
 本章では、2004 年から中共中央・国務院の「中央一号文件」の発表に伴い、中国の農村・
農業の政策の変遷過程を総括している。さらに、農村観光の各地の発展状況と農村地域に
潜在している資源の分類から、中国の農村観光の発展について論じてきた。また、農村観
光に対する都市と農村の観光者数や観光収入などについて詳細に言及し、農村観光開発の
視点で農村地域の観光開発の積極的・消極的な影響について説明した。 
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第 3 章 遼寧省における農村観光開発の発展 
 
 
 
3.1 遼寧省の概要 
 
遼寧省は、中国の東北地区の南部（図3－1参照）に位置し、北緯38°43′～43°26′、東経
118°50′～125°46′であり、面積は約14.8万km2である。2011年度の統計によると、常住人
口は4,383万人、戸籍人口（2010年）は4,251.7万人で、世帯数が約1,499万世帯である。
民族の84％は漢族で、その他が満州族、モンゴル族、回族、朝鮮族、シボ族など43の少数
民族が居住しており、管轄地区としては 14省轄市、17県級市、56市管轄区、19県、8自治
県がある。 
 
 
 出典：http://www.arachina.com/map/liaoning/index.html（2013 年 2 月 10 日にアクセス） 
図3－1 遼寧省の位置図 
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表3－1は2006～2010年における遼寧省の戸籍人口の推移を示している。2010年の非農
業人口は1,655.8万人で前年に比べると57.4％減少していることが分かった。一方、農業人
口は2010年2,718.8万人で前年に比べて58.8％増加している。2012年遼寧省統計公報、遼
寧省統計年鑑の財政収入のデータによれば、年公共財政予算収入は3103.7億元で2011年よ
り17.4％増加している。年公共財政予算支出は4,550.2億元で前年に比べて16.5％増加して
いる。 
表3－1 遼寧省の戸籍人口の推移 （単位：万人） 
年次 総人口 男性 女性 農業人口 非農業人口 
2006年 4,210.4 2,132.5 2,077.9 2,153.6 2,056.8 
2007年 4,231.7 2,141.5 2,090.2 2,155.8 2,075.9 
2008年 4,246.1 2,146.9 2,099.2 2,126.3 2,119.8 
2009年 4,256.0 2,149.9 2,106.1 1,712.5 2,606.5 
2010年 4,251.7 2,144.7 2,107.0 2,718.8 1,655.8 
  出典：遼寧省統計年鑑を基に筆者作成 
 
表3－2 財政収入  （単位:億元） 
年次 収入 支出 
2007年 1,755.0 1,763.0 
2008年 1,356.1 2,151.9 
2009年 1,591.0 2,681.6 
2010年 2,004.8 3,195.8 
2011年 2,640.5 3,902.1 
2012年 3,103.7 4,550.2 
出典：遼寧省統計年鑑、2012年遼寧省統計公報 
 
表3－3 遼寧省のGDPの推移  （単位：億元） 
年次 国内総生産 成長率（％） GDP全国比（％） 
2007年 11,021.7  14.5  4.0  
2008年 13,461.6  13.1  4.0  
2009年 15,212.5  13.0  4.5  
2010年 18,457.3  14.1  4.6  
2011年 22,025.9  12.1  4.7  
2012年 24,801.3 9.5 4.8 
出典：遼寧省統計年鑑、2012年遼寧省統計公報 
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表3－4 2011年に遼寧省の主な経済指標 
マクロ項目 統計項目 単位 2011年 成長率 
GDP 
GDP総額 億元 22,025.9  12.1  
 
うち第一次産業 億元 1,915.6  6.5  
うち第二次産業 億元 12,150.7  14.1  
うち第三次産業 億元 7,959.6  10.5  
一人当りGDP 元 50,299  11.6  
工業 工業生産増加額（付加価値ベース） 億元 －  14.9  
国内投資 全社会固定資産投資総額 億元 17,726.3  30.0  
消費 
社会小売品販売総額 億元 8,003.6  17.5  
市区住民一人当り年間平均可処分所得 元 20,467  9.9  
農民一人当り年間平均収入 元 8,297  13.8  
物価 消費者物価上昇率 ％ － 5.2  
失業 失業率 ％ 3.7  －  
貿易 
貿易総額 億ドル 959.6  19.0  
 
うち輸出総額 億ドル 510.4  18.4  
うち輸入総額 億ドル 449.2  19.6  
対内直接
投資 
投資件数（契約ベース） 件 1,050  ▲29.1  
投資額（契約ベース） 億ドル  196.4  ▲23.4  
投資額（実行ベース） 億ドル  242.7  17.0  
出典：2011 年遼寧省統計公報 
 
3.2 遼寧省における農村観光の発展 
 
3.2.1 遼寧省の発展状況 
表 3－5 は、2010 年に中国東北部の経済概要を示している。遼寧省の面積は 14.8 万 km2
であり、人口は 4,375 万人。実質経済成長率は 14.2％で内モンゴル自治区より 0.8％を下
回っていた。都市住民の一人当たりの可処分所得は 17,713 元で東北部のトップである。
農民一人当たりの純所得は 6908 元で東北部の首位であった。都市部の失業率は全国で
4.1％であるが、遼寧省の都市部の失業率は 3.6％で最も少なかった。 
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表 3－5 中国東北部の経済概要（2010 年） 
 
遼寧省 
吉林
省 
黒竜 
江省 
内モング
ル自治区 
全国 
面積（万㎞ 2） 14.8 18.7 45.4 118.3 959.7 
人口（万人） 4375 2747 3833 2472 134091 
GRP・GDP（億ドル、名目） 2702 1269 1518 1709 58733 
経済成長率（％、実質） 14.2 13.8 12.7 15.0 10.3 
一人当たり GRP・GDP（ドル・名目） 6176 4620 3960 6912 4380 
都市住民の一人当たり可処分所得(元) 17713 15411 13857 17698 19109 
農民の一人当たり純所得（元） 6908 6237 6211 5530 5919 
都市部失業率（%） 3.6 3.8 4.3 3.9 4.1 
注 1：GRP・GDP 及び一人当たり GRP・GDP は元／米ドル為替レートにて算出。 
注 2：都市部失業率は、都市部の登録ベースのみであり、都市部で登録していない失業者と農村部の失業
者、固有企業レイオフ者の一部は含まれていない。 
出典：中国国家統計局（2011）「中国統計年鑑」をもとに作成 
 
 表 3－6 は、1975～2006 年に遼寧省の第三次産業の産値率及び就職率の変化比較表を示
している。第三次産業の産値率は 1975～2004 年までに順調で成長してきたが、2005 年に
2.5％を下回り、2006 年はさらに 1.3％下回った。一方、第三次産業の就職率にみると、
1975～2006 年まで第三次産業の就職率が年々増加している。これは遼寧省の観光産業の
発展と繋がっていると考えられる。第二次産業の就職率は増減したが、今後とも第三次産
業の就職率が増加しつつあると予測される。 
 
表 3－7 は、2000～2007 年の遼寧省一人当たり平均 GDP 及び第三次産業の就職率の状
況を示している。2000～2007 年の遼寧省の一人当たりの平均 GDP が年々増加しており、
第一次産業の就職率は増減したが、第二次産業は 2000 年から減り続けている。第三次産
業の就職態勢は上回っている傾向を示している。遼寧省の第三次産業の就職人数は全国で
トップであり、特にサービス業の就職人数が迅速的に発展している。2001～2007 年にか
けて、遼寧省のサービス業の就職人数は、年平均 2.9％増加している。そのうち、宿泊、
飲食業の就職人数は 0.9％増加している。 
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表 3－6 1975～2006 年に遼寧省三次産業の産値率及び就職率の変化比較表 
 
出典：「遼寧統計年鑑」（2007）のデータ整理の計算を基に筆者作成 
 
表 3－8 は、産業別就職者数の変化に示す。2006～2010 年に遼寧省の産業別従業者数は
2006 年の 2,128.1 万人から 2010 年には 2,317.5 万人に増加している。そのうち、第一次
産業の従業者数は増減したが、第二次産業の従業者数は 2006 年から増加しつつある傾向
にある。一方、第三次産業の従業者数も増加しており、今後、遼寧省の観光業の持続可能
な発展と農村観光開発の振興に伴い、第三次産業は引き続き増加すると予測される。 
 
 
年度
第一次産
業産値率
（％）
第二次産
業産値率
（％）
第三次産
業産値率
（％）
第一次産
業就職率
（％）
第二次産
業就職率
（％）
第三次産
業就職率
（％）
1975 18.1 66.9 15 48.2 33 18.8
1978 14.1 71.1 14.8 47.4 34.6 18
1979 16.6 67.9 15.5 44.7 36.8 18.5
1980 16.4 68.4 15.2 41.4 39.2 19.4
1981 17 65 18 40.6 39.4 20
1982 17.4 63.4 19.2 40.7 38.2 21.1
1983 19.9 60.3 19.8 40.9 37.8 21.3
1984 18.3 61.2 20.5 38.4 39.1 22.5
1985 14.4 63.3 22.3 35.9 41 23.1
1986 15.3 59.1 25.6 35.6 40.9 23.5
1987 15.2 58 26.8 34.4 42 23.6
1988 16.1 55.9 28 33.6 42.2 24.2
1989 14.1 54.3 31.6 34 41.5 24.5
1990 15.9 50.9 33.2 34 41 25
1991 15.1 49.2 35.7 34.4 40.7 24.9
1992 13.2 50.4 36.4 33.3 40.7 26
1993 13 51.7 35.3 31.9 41.3 26.8
1994 13 51.1 35.9 31.2 38.5 30.3
1995 14 49.8 36.2 31.2 38.8 30
1996 15 48.7 36.3 31.7 37 31.3
1997 13.2 48.7 38.1 32.5 36.4 31.1
1998 13.7 47.8 38.5 33.6 35 31.4
1999 12.5 48 39.5 32.7 33 34.3
2000 10.8 50.2 39 33.4 31.7 34.9
2001 10.8 48.5 40.7 33.2 30.2 36.6
2002 10.8 47.8 41.4 34.4 28.7 36.9
2003 10.3 48.3 41.4 34.7 28.2 37.1
2004 12 45.9 42.1 34.4 28 37.6
2005 11 39.6 39.6 34.1 28.1 37.8
2006 10.6 38.3 38.3 33.7 27.7 38.6
「遼寧統計年鑑」（2007）のデータ整理の計算を基に筆者作成
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表 3－7 2000～2007 年に遼寧省一人当たり平均 GDP 及び就職率の構成状況 
年度 
一人当たり平
均 
GDP（元） 
就職率（％） 
第一次産業 第二次産業 第三次産業 
2000 11,777 33.4 31.7 34.9 
2001 12,015 33.2 30.2 36.6 
2002 13,000 34.4 28.7 36.9 
2003 14,270 34.7 28.2 37.1 
2004 15,835 34.4 28.0 37.6 
2005 18,983 34.1 28.1 37.8 
2006 21,788 33.7 27.7 38.6 
2007 25,725 32.4 27.6 40.0 
出典：遼寧省統計局「遼寧就職態勢傾向好転 目前五大挑戦の存在」、国家統計局インターネ
ット：http://job.chsi.com.cn/jyzd/jyxx/200806/20080620/7356770.html（2013 年 2 月にアク
セス） 
 
表3－8 産業別従業者数の変化     （単位：万人） 
年次 従業者数 
第一次産
業 
シェア
（%） 
第二次産
業 
シェア
（%） 
第三次産
業 
シェア
（％） 
2006 2,128.1 716.2 33.7 590.2 27.7 821.7 38.6 
2007 2,180.7 705.7 32.4 601.4 27.6 873.6 40.1 
2008 2,198.2 700.7 31.9 605.0 27.5 892.5 40.6 
2009 2,277.1 697.5 30.6 619.2 27.2 960.4 42.2 
2010 2,317.5 703.6 30.3 641.5 27.7 972.4 42.0 
出典：遼寧省統計公報各年 
 
3.2.2 観光発展の総合要素 
図 3－2 は、観光総合性のフロー図である。観光には、観光資源、観光商品、観光サー
ビスがある。観光資源には自然資源と人文資源があり、これら資源は都市建設、環境保護
と園林部門に属している。また、観光商品とは農業部門の原材料があり、工業部門の施設
と設備などがある。最後に、観光サービスとは商業部門の購買サービス、交通部門の交通
サービス、旅館業の宿泊サービス、飲食業の飲食サービスがあり、旅行会社の送迎サービ
ス、通訳・ガイドサービスと荷物の運搬サービスがある。郵送部門の通信サービス、税関
の出入境サービスと公安、銀行、文化、衛生、教育等部門のその他のサービスがある。こ
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のいずれのサービスが農村観光だけではなく、国内観光と海外観光なども通用であると考
えられる。 
 
 
出典：尹徳涛（2006）『旅遊社会学研究』南開大学出版社 p.60. 
図 3－2 観光総合性のフロー図 
 
図 3－3 は、観光旅行者の分類図を示している。観光統計範囲内に関しては観光客が観
光者と短期観光者を分け、観光客の観光動機はレジャー観光、ビジネス観光、会議、教育
などがある。一方、観光統計範囲外は永久移住者である。 
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出典：邓观利（1994）『旅游学』天津人民出版社 p.91． 
図 3－3 観光者の分類図 
 
図 3－4 は、観光産業の構造フローを示している。観光消費者は観光に行く際に、まず
観光交通、旅行会社、宿泊を通じて観光地に行く。観光地では、観光ショッピングセンタ
ー、休憩エリア、観光娯楽場所、観光資源などの開発を行う。 
 
 
出典：崔晓文（2009）『旅遊経済学』青華大学出版社 p.253. 
図 3－4 観光産業の構造フロー 
 
 
観光消費者
観光娯楽
観光交通
休憩エリア
旅行会社
観光ショッピング観光ホテル
観光資源の開発
観光地
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出典：邓观利（1994）『旅游学』天津人民出版社 p.101． 
図 3－5 国家経済実力における個人所得と観光の関係図 
 
図 3－5 は国家経済実力における個人所得と観光の関係図を示している。観光は社会経
済現象の一つであり、経済状況は観光の重要な条件である。邓（1994）34は『旅遊学』の
中で観光条件に対し総合的に論じている。一つ目は経済発展の水準は一国あるいは一地域
の観光業の発展水準を左右している。二つ目は収入水準が観光の支出能力、観光消費水準、
観光形態及び観光時間の長短と目的地距離の遠近を左右している。 
 
図 3－6 を農村観光の観光商品の構成図からみると、現在、中国の農村観光の発展が遅
れているため、観光商品がまだ核心商品のところで停滞している。核心商品とは農村の受
け入れと観光サービス、農村景観、農村文化である。例えば一部の商品は補助商品と拡張
商品のインターネットサービスが未利用できない。農村商品の開発は、核心商品を深く開
発し、その後、多様な補助商品の開発と商品の統一化が必要であると考えられる。このよ
うな方法観光商品を開発することで、サービス区間を拡大することができる。 
 
                                                   
34 邓观利（1994）『旅游学』天津人民出版社 p.101. 
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出典：夏林根（2007）「農村観光概論」p.78 による筆者作成。 
図 3－6 農村観光における観光商品の構成図 
 
3.3 遼寧省における農村観光政策 
 
遼寧省人民政府は、「サービス業の快速発展に関する若干意見」35[2012 年]28 号の資料
によると、全省のサービス業を良好な発展させるために、特に現代のサービス業の発展が
推進させ、遼寧省の産業構造の調整と経済発展の方式の転換を加速している。サービス業
と関連している様々の意見は以下のとおりである。 
①遼寧省内で営業税労務を行っているサービス業企業は国家の政策に応じ営業税の差
額を徴収することである。 
②遼寧省の地税機関と省レベル行業の管理部門を認定し、高度新技術企業に比べ所得税
の 15％の税率を優待する。 
③合併、分立等の方式を通じて、企業全体あるいは一部不動産及び関連の債権債務と労
働力等の資産を組合せる行為が、営業税を徴収することなくサービス業企業と組み合わせ
る。 
④サービス業企業での上場企業の融資は、省政府が企業上場融資の奨励政策を制定させ
た。初上場のサービス業企業の公開発行は、省政府 300 万元の資金を融資し、現在上場企
業になったサービス業企業の再融資の場合、100 万元を補助する。新たなサービス上場企
                                                   
35 中国文化産業インターネット http://www.cnci.gov.cn/content%5C201295/news_75202.shtml.（2013
年 3 月 5 日にアクセス） 
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業を増やすと、省政府は企業の所在地の市政府の経費補助を 50 万元奨励する。 
⑤サービス業企業の用地は、優先納入を計画している。 
⑥サービス業企業の導入に伴い、高レベル人材の育成、海外内の人材の育成等の政策を
執行する。 
遼寧省旅遊業発展「遼寧省観光業発展第 11 次五ヵ年（2005～2010）計画期間（以下十
一五計画）」、「遼寧省観光業発展第 12 次五ヵ年（2010～2015）計画期間（以下十二五計
画）」“十一五”計画によると、“十一五”計画期間では観光業発展の主要な成果が全省観光業
収入は 2,500 億元で、“九五”時期と比べるとその増加率は 178％である。観光外貨収入は
28.2 億元を突破し、“九五”時期と比べると 99％増加しており、国内観光収入は 2,268 億元
に達して、“九五”時期と比べると 190％増加している。観光業は全省経済の新たな増加点
と全省サービス業の中で最も活力を持っており、発展が期待できる重要な産業である。 
また、各政府は観光発展戦略を積極的に推進し、旅行業発展の政策・措置を実行してい
る。「遼寧省観光条例」によると、観光の法制建設は各業界からの関心を集め、全省の観光
業発展に良好な環境を創出した。 
さらに、2005 年末までに全省は各類型の観光施設が 12,000 軒あまりであり、その中で
星レベルの飯店は 499 軒で、観光会社は 1,003 軒であり、さまざまな観光景区が 500 軒あ
まりで、観光に関する学校も 83 ヶ所である。遼寧省で観光就職者は 86 万人である。観光
産業の発展は飲食、商業、交通運輸、文化・娯楽等の発展を牽引しており、観光産業がま
すます拡大していることがわかる。 
そして、“十五”以来、各レベルの政府は観光資源が優勢という立場を利用し、観光商品
の品質を高める。遼寧省中部、遼東半島、遼寧省の西部の三つの観光景区は重点的に発展
している。最後に、観光業の迅速的な発展に伴い、貧困地域の経済発展と貧困を脱出する
ことにも貢献した。 
 
3.4 遼寧省における農村観光開発が直面している問題 
 
中国の農村観光の発展は海外より遅れている。農村観光開発に直面している問題は農村
地域だけではなく、都市近郊や国内観光開発にも潜在している。例えば、観光商品、観光
市場、観光体制、管理、政策及び金融等の問題がある。研究者は、異なる農村観光開発モ
デル地域に対応するため、異なる立場から農村観光開発の問題と対策を講じている。具体
的には以下のとおりである。 
 潘（1999）36は、中国の農村観光は全体的に受け入れ水準が低下しており、観光客に対
する施設の不完全、観光商品の大衆化等の問題があると論じている。李（2003）37は、南
                                                   
36 潘秋铃（1999）「現段階我国乡村旅游产品的供需特征及开发」『地域研究与开发』（6） 
37 李太平（2003）「南京乡村旅游发展的问题与对策研究」『科技与经济』第 03 期 
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京農村観光の発展の問題としては統一の計画の欠如、参与性と趣味性、知識性の欠如、観
光の基礎であるインフラ整備の不完全、受け入れ水準の低下及び地域特色と文化の不適切
等の問題ある。劉（2005）38はが、北京の農村観光開発を事例として、基礎施設と環境建
設の遅れ、農村観光開発の人材不足等の問題があると論じている。その中、遼寧省観光業
の発展十一五「遼寧省観光業発展第 11 次五ヵ年（2006～2010）計画期間」39の資料によ
ると、観光発展の問題点は以下の通りである。 
①観光業の管理体制不足として、観光発展の価値観が停滞しており、観光業の経営体制
が観光産業の発展の要求に適応していない。 
②観光産業の投入不足として、観光の基盤施設建設が不完全であり、観光の宣伝力も不
足である。観光産業の潜在力は未だ十分に掘り出されておらず、観光トップの省のレベル
の建設に対応できない。 
③観光商品の開発と観光サービスの水準は未だ観光旅行者の需求に満足できない状況
である。これは観光商品の文化品位等の不足、特色の不突出である。 
 
表 3－9 十一五計画期間全省観光業の主な経済指標の完成状況 
年度 
観光業総収
入（億元） 
接待入境観光
者（万人次） 
接待国内観光
者（万人次） 
観光外幣収
入（万ドル） 
国内観光収入
（億元） 
2005 年 734.6 130 9860 77377 674.7 
2006 年 970.5 161 13166 93430 896.1 
2007 年 1307.0 200 16504 122786 1214.9 
2008 年 1741.5 242 19836 152618 1635.5 
2009 年 2225.1 293 24195 185621 2098.8 
2010 年 2686.9 362 28278 225933 2533.4 
十一五時
期の累計 
8931.0 1258 101979 780388 8378.7 
十一五時
期に比較
の成長率 
256.0% 160.5% 186.9% 176.9% 272.3% 
十一五時
期の年成
長率 
29.6% 22.7% 23.5% 23.9% 30.0% 
出典：「遼寧省観光業発展第 12 次五ヵ年（201～2015）計画期間（以下十二五計画）」十二五
計画綱要 p.3． 
                                                   
38 劉愛服（2005）「试论京郊乡村旅游发展中的问题与对策[J]」『旅游学刊』（1） 
39 遼寧省旅遊局 http://www.Intour.gov.cn/.2012 年 11 月 1 日にアクセス。 
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表 3－9 は、遼寧省観光業の発展十二五（第 12 次五ヵ年計画期間、2011～2015 年）の
資料によると、十一五全省観光業主な経済指標の完成状況を示している 。“十一五”時期
は、全省の観光業発展が各項目の指標を大幅に増加している。五年間で全省受け入れ国内
外観光者は 10.3 億人次であり、観光業総収入が 8,931 億元を完成しており、直接の就職者
数は 27 万人を受けている。2010 年に全省受け入れ国内外観光者数は 2.86 億人次を突破
し、全国の第 5 位であり、観光総収入 2,686.9 億元で、全国の第 7 位であり、国内観光収
入は 2533.4 億元で全国の第 5 位を占めている。2015 年に全省の観光総収入は 6,100 億元
を達し、年平均成長率は 18％以上であり、国内観光収入は 5,800 億元で、年平均成長率は
18.1％を予測している。観光産業に直接就職者数は 135 万人を達し、間接就職人数は 650
万人を達すと予測される。 
以上のことから、観光業の著しい発展に伴い、観光危機管理の必要性が時代の要請にな
っていると言える。図 3－7 は、観光危機管理のモデル図を示している。観光危機は、観
光業に対する被害が大きく、有効的な危機管理を実施し、観光危機の減少が消極的な影響
を削除するため、観光者が安全な観光が感じることで観光業の持続的な発展を促進する。
観光危機管理とは、観光地が観光開発と経営過程の中で危険要素を発生させる可能及び措
置を削除しており、危機発生後の補助措置の科学管理方法である 。観光危機の発生分類は
潜伏期、爆発期と恢復期を分けている 。 
 
 
出典：尹徳涛（2006）『旅遊社会学研究』南開大学出版社 p.357. 
図 3－7 観光危機管理モデル図 
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3.5 本章のまとめ 
 
中国の農村観光開発の発展が 21 世紀を入ってから開始されたが、本章では、主に遼寧
省の概況から農村観光の定義と類似語について詳しく説明した。また、中国の著しい市場
経済の発展につれ、遼寧省における第三次産業のサービス業の発展状況を分析した。さら
に、農村観光開発の政策と直面の問題などについて論じ、特に、遼寧省観光業“十一五”時
期計画綱要は、遼寧省経済指標の完成状況と遼寧省観光業“十二五”時期計画綱要の経済目
標等に説明した。遼寧省の農村観光開発は他の件に比べ遅れていることは事実であるが、
発展の速度が迅速であり、近い将来農村観光の現状と農村地域の観光開発を把握しており、
新しい観光産業として生まれてくると考えられる。遼寧省の農村観光も、観光市場で新し
い新興産業になると予測される。 
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第 4 章 観光客を対象にした農村観光の評価分析 
 
 
  
4.1 研究背景と目的 
 
 中国の経済発展に伴い、都市住民が豊かになり、特に中国の週休二日制度が導入してか
ら、国民の余暇時間が増えるにつれ国外内の観光チャンスも増えてきた。中国政府の事情
により、海外観光の手続き面倒な為近年、国内観光者数が急増している。 
当初は都市近郊農村観光が流行していたが、近年、大都市を離れて一泊二日程度の農村
観光が一層多様化、観光産業ブームになっている。上記の背景を受けて、観光客の属性や
来訪時の満足・不満足といった評価特性の把握が必要不可欠となる。 
 本章の目的は、中国遼寧省大連市における農村観光地区を対象として、アンケートを実
施し、観光形態を主とした宿泊観光客と日帰り観光客双方の属性、行動の属性の実態を把
握し、評価特性を明らかにすることである。今後、農村観光開発に役立つために、農村観
光の観光地に対する評価データを用いて、観光客による観光資源・サービスの評価を明ら
かにする。 
 
4.2 調査概要 
 
4.2.1 アンケート調査方法と質問項目 
 
（1）調査方法 
アンケート調査期間は 2013 年 3 月 20 日～4 月 8 日にかけ、筆者が事前に準備したアン
ケート調査票を用いて、アンケート調査を行った。調査対象地域は、大連市内から約 20
キロ離れた遼寧省大連市甘井子区紅旗鎮の A 成園温泉山荘、B 山水苑飯荘、C 林泉農家飯
荘、D 南岔溝農家院、E 居楽園農家飯荘に位置している（図 4－1 を参照）。 
この地域は歴史的観光資源と温泉資源を有しており、経済発展している大連周辺の農村
観光施設と観光地である。周辺ではリンゴ狩園、サクランボ狩園、イチゴ狩園などに近く、
温泉、ハイキング、山歩き、郷土料理等さまざまな観光商品が集中している地域である。
5 宿泊施設での宿泊者及び観光地区の観光客を無差別に質問し調査を実施した。有効サン
プル数は、5 施設の合計が 151 となった。 
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出典：https://maps.google.com/maps?hl=ja&q=dalian&ie=UTF-8&hq=&hnear=0x3586a1, 
2013 年 4 月 30 日にアクセス 
図 4－1 調査対象地域の位置図 
 
（2）質問項目 
調査質問項目は表 4－1 に示すように個人属性、観光形態、来訪回数、来訪手段、情報
源、宿泊日数、宿泊先、農村観光に対する関心度、事前期待及び事後評価などの設問項目
を設定した。 
 
表 4－1 アンケート質問項目 
調査質問
項目 
選択肢・設問等 
個人属性 性別、年齢 
観光形態 個人旅行、団体旅行、個人と団体旅行の組み合わせ 
来訪回数 今回が初めて、2 回目、3～5 回目、6 回目以上 
来訪手段 
観光バス、自家用車、タクシー、その他（レンタカー、自転車、バイク、歩
行・ハイキング等） 
情報源 
インターネット、観光案内所、旅行会社、口コミ・友人の紹介、 
旅行ガイドブック、テレビ・新聞・雑誌、その他 
宿泊日数 1 泊、2 泊、3 泊以上、日帰り 
宿泊先 民家、農家楽、ホテル、農村の別荘、キャンプ、その他 
農村観光
に対する
1.農村の自然景観を観賞したい。2.農村観光では、歴史的、文化的な背景に
関する知識を増やしたい。3.農村地域の農業風景を眺めたい。4.農村・農業
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関心度 を体験したい。5.農村の伝統文化を知りたい。6.農村地域の温泉で楽しみた
い。7.農園の果物狩りを楽しみたい。8,農村しか買えないお土産を買いたい。
9.農村の行事や祭りを見に行きたい。10.農村地域でリラックスしたい。11.
農村のインフラ整備を見に行きたい。12.農村の食文化に興味がある。13.農
村住民の生活様式を知りたい。14.農村住民とコミュニケーションしたい。
15.農家楽で体験したい。16.農村観光の宿泊施設を知りたい。17.農村観光サ
ービスを体験したい。18.農村観光開発の経営状況を見に行きたい 18 項目の
観光行動に対する事前評価（5 段階評価） 
事前期待 
1.歴史建造物をみる。2.農村の自然景観を楽しむ。3.文化的な景観をみる。
4.町並みを楽しむ。5.地域住民と交流をする。6.農村の人々の生活に触れる。
7.郷土料理を食べる。8.地域の伝統文化を知る。9.温泉に入る。10.農村地域
の農産物を買う。11.自然と触れ合って、ゆっくり過ごす。12.お祭りや行事
に参加する。13.山歩きをする。14.農村の動植物を観る。15.博物館と芸術館
を訪問する。16.農業の体験をする。17.観光農園で果物狩りをする。18.当地
の宗教について知る。19.口コミで知った有名農家楽で食事をする。20.農村
の農家大院に泊まることの 20 項目の観光行動における観光地に対する事前
期待（3 段階評価） 
事後評価 20 項目（同上）の観光行動に対する事後評価（5 段階評価） 
 
4.2.2 調査内容別の構成比率 
回収されたサンプルの概要は図 4－2 サンプル別構成比率の通りである。    
 性別構成をみると、男性観光客は 29.1％、女性観光客は 70.9％、女性の割合が高い。 
 年齢構成は、18 歳未満が 0.7％、19～29 歳が 39.7％、30～39 歳が 38.4％、40～49
歳が 14.6％、50～59 歳が 4.0％、60～69 歳が 2.6％で 70 歳以上の回答者はいない。 
 観光形態でみると、個人観光が 34.4％、団体観光が 46.4％、個人観光と団体観光の組
合せが 19.2％である。団体観光は全体の約半数弱を占めるが、農村観光では少人数の
団体観光が今後の観光市場の新たなブームになると予測される。 
 来訪回数は、今回初めての観光客が 54.3％、全体の半数以上を占めている。2～5 回
のサンプル数の合計が 36.4％で、6 回以上農村来訪した観光者が 9.3％である。 
 来訪手段をみると、観光バスでの観光者が 47.0％と最も多かった。マイカーの観光客
が 29.1％で、タクシーでの来訪者が 9.9％である。その他の観光客の内訳はレンタカ
ー、自転車、バイク、ハイキング等である。 
 農村観光の情報源でみると、口コミ・友人の紹介が 31.8％、旅行会社が 29.8％、イン
ターネットが 15.9％、観光紹介所が 9.9％、その他が 6.6％、テレビ・新聞・雑誌が
4.6％及び旅行ガイドブックが 1.3％の順となっている。口コミ・友人の紹介と旅行会
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社の合計は約 6 割強を占め、これが中国の国内観光と海外観光の情報源とほぼ一致し
ている。 
 宿泊日数は、日帰り観光客が 29.1％、2 泊が 27.8％、1 泊が 24.5％、3 泊以上が 18.5％
の順となっている。農村観光の宿泊日数は（特に、3 泊以上）の観光客が少ない一方
で、日帰り観光者の割合が高い。これは地域によって、宿泊施設等のインフラ整備が
遅れていることも一つの要因と考えられる。 
 
 
図 4－2 サンプル別構成比率 
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 宿泊先をみると、ホテルの利用率が最も高く 33.3％、民宿が 24.1％、農家楽が 17.6％、
農村の別荘が 13.0％で、キャンプ場の利用率が意外に高く 11.1％である。今後、人々
の野外活動への関心が高まるにつれ、キャンプ場を利用する観光客が増加することが
予想され、そのための施設の整備が求められる。 
 
4.3 観光資源・サービスの評価分析 
 
4.3.1 観光資源・サービスの単純集計による評価 
 観光地の観光資源・サービスの評価に関して、観光行動に対する事前期待については 3
段階評価、是非やりたい（2 点）、できればやってみたい（1 点）、無回答（0 点）とした。
また、事後評価については 5 段階で評価し、大変関心がある（2 点）～全く関心がない（－
2 点）の範囲で観光地の資源・サービスに対する平均値を算出した（図 4－3・図 4－4 参
照）。 
 
 
図 4－3 20 項目別事前期待平均値 
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図 4－4 20 項目別事後評価平均値 
 
図 4－3 における事前期待評価項目でみると、事前期待平均値はほぼ 1.3～1.7 の範囲に
あり、「温泉資源」、「自然資源」、「貴重な生物多様性」、「特産品」、「食文化」における各項
目が 1.7 および 1.6 と高い値を示している。逆に、「農家交流・体験」、「伝統文化」の項目
に対する評価は 1.4 および 1.3 と少し低くなっている。これは観光客が自ら学び体験する
分野に関して未だに関心が高まっていない状況を示している。 
一方、図 4－4 に示す事後評価の結果をみると、事後評価の平均値は－0.2～0.8 の間で
あり、事後評価は事前評価に比して全体的に低い結果とった。しかし、事後評価において
も「温泉資源」、「自然資源」、「貴重な生物多様性」、「特産品」、「食文化」における各項目
において、バラツキはあるもののおおよそ 0.5~0.8 の範囲で相対的に高い評価を示してい
る。この点では相関的な関係が見られる。また、同様に「農家交流・体験」、「伝統文化」
の各項目に関しては低い評価となった。これも事前評価の結果と相関的である。しかし、
「農村の景観」の各項目については事前評価に対して比較的低い評価となっている。「農村
の景観」については期待と実際の相違であり、当該地域の資源の相対的な評価に大きく左
右されることがあると考えられる。 
 
4.3.2 項目別観光資源・サービスの事後満足度と項目評価 
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 農村観光後に、どの程度満足しているかという設問に対するクロス集計結果を図 4－5
に示す。不満から満足まで 5 段階で評価している。調査地域における農村観光に関する各
項目に関して「満足」及び「やや満足」が 5 割以上を超えている項目について満足度の高
い順位から以下のとおりである。まず、「温泉に入る」が 64.2%、「観光農園で果物狩りを
する」が 61.6%、「自然と触れ合って、ゆっくり過ごす」60.9%、「農村地域の農産物を買
う」60.2%、「農村の自然景観を楽しむ」が 54.3%、「口コミで知った有名な農家楽で食事
をする」及び「郷土料理を食べる」がともに 51.7%となっている。 
一方、「不満」及び「やや不満」に占める項目は満足していない項目「当地の宗教につ
いて知る」34.4％と「お祭りや行事に参加する」34.4％、「農業の体験をする」31.8％、「農
村の農家大院に泊まる」28.4％などが高い比率を占めた。これらの項目は上述の事後評価
において低い評価となった項目とある面で一致している。また、設定項目が「宗教」など
回答者にとって判断しづらいような内容が影響していることも事実である。さらに、今回
の調査を 3 月に行ったため、農作業が開始されておらず、また旧正月の休暇で多くの農家
大院の経営者が帰郷のために営業していなかったことも影響があったと想定される。 
 
 
図 4－5 農村観光後における観光客の満足度 
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（注）事後評価の不満、やや不満、どちらともいえない、やや満足及び満足の 5 段階であるが、この図の
折れ線を分かりやすくするために不満+やや満足＝不満、やや満足+満足＝満足等 2段階に統一している。 
図 4－6 観光客における農村観光地に対する 20 項目の事前・事後評価の比較（単位:人） 
 
図 4－6 は、観光客における農村観光地に対する 20 項目の事前期待及び事後評価の比較
を示している。これは上述した事前期待及び事後評価を具体的に回答者数で評価したもの
で、基本的には同様の結果が示されている。農村地域を訪問する前に地域で是非やってみ
たいこととして、「温泉に入る」ことに関して 114 人が回答、以下同様に「観光農園で果
物狩りをする」が 106 人、「農村の自然景観を楽しむ」が 101 人となっている。 
一方、訪問後の満足度をみると、上記の事前期待の 3 項目については「満足」度におい
て同様な結果を示しているが、事前期待及び事後満足の差が多いのは「山歩きをする」に
ついてそれぞれ 96 人、70 人、「農村の動植物を観る」についてはそれぞれ 96 人、66 人で
約 30 人程度の差異がみられる。さらに、農村観光への訪問者は今回の農村観光に関心を
持っていないことが「お祭りや行事に参加する」、「当地の宗教について知る」、「農業を体
験する」などについては上述の言及内容と同様である。 
図 4－7 は、観光客における農村観光資源・サービスに対する関心度を示している。農
村観光資源・サービスに対して 50％以上の関心を示している項目としては高い順から「農
村地域の温泉で楽しみたい」66.9%、「農村地域でリラックスしたい」64.9%、「農園の果
物狩りを楽しみたい」61.6%、「農村でしか買えないお土産を買いたい」54.3%「農家楽で
体験したい」51.0%という順になっている。逆に、それほど興味を示していない項目とし
ては、「農村住民の生活様式を知りたい」30.5％、「農村住民とコミュニケーションしたい」 
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図 4－7 観光客における農村観光地の関心度 
 
35.1％、「農村の行事や祭りを見に行きたい」41.8％などがあげられる。ここでの結果も上
記の結果と同様に、温泉や気分をリラックスすること、自然に親しむこと、などに高い関
心が示された。また、農村住民との交流や農村生活に関して学ぶなどの項目には関心が低
い結果となった。今後、農村観光を進めるには地域住民との交流や地域の伝統・慣習など
についての「学び」の要素を高めていく必要がある。 
図 4－8 は、性別による観光客の農村観光への宿泊先を示す度数である。前述の調査結
果でみると、日帰り観光客の数が全体の 29.1%を占めており、残り約 70％の観光客の宿泊
先は男女ともホテルの宿泊者が多く、その次は民家への宿泊者である。農家楽及び農村の
別荘に宿泊している観光客は、男性より女性のほうが高いが、キャンプ場での利用は男女
でほぼ一致している。 
一方、図 4－9 は年齢別による宿泊先の度数をみると、18 歳未満と高齢者による宿泊施
設の利用が少ないことがわかる。宿泊施設の利用が最も多いのは 19～39 歳の観光客に集
中している。19～29 歳の観光客は、宿泊先への利用が高い順位からホテル、民宿、農家楽、
キャンプ場及び別荘という順である。さらに、30～39 歳の観光客は、ホテル、民宿、農家 
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図 4－8 性別による宿泊先への度数     図 4－9 年齢による宿泊先への度数 
 
楽、別荘及びキャンプ場の順である。この結果からみて、20 代の観光客は 30 代の観光客
によりキャンプ場への利用者が高く、若者が野外への生活を体験したい意欲が強いことが
わかる。逆に、30 代以上の観光客の別荘の利用率が高い理由として、中年以上で生活に余
裕のある人々観光を享受したい意欲が強いと考えられる。宿泊施設は農村観光における基
本的なインフラであり、地域の特徴、観光客の需要を十分に理解してその整備を促進して
いくことが必要であり、これには地域住民を含めた官民の協力が不可欠である。 
 
4.4 本章のまとめ 
 
 本章では、大連近郊地域を対象として実施したアンケート調査の結果をもとに、農村観
光客の基本属性とともに農村観光資源・サービスの評価分析を行ない、以下 3 点を明らか
にした。 
 まず、対象とした観光客の性別は女性が男性より高く、年齢層は 20～39 歳に集中して
おり、多くは家庭の主婦である。都市住民は経済発展に伴い、可処分所得と余暇時間の増
加により、特に女性にとっては短距離観光として都市近郊農村への日帰り農村観光が進展
している。一方、若年層と高齢層の観光客は農村観光にあまり興味を示していないことが
指摘できる。 
 次に、中国では、農村観光としては“農家楽”観光というイメージが強いが、本調査の
対象地域である大連では観光客の宿泊先はホテル、民宿に次いでの“農家楽”で、キャン
プ場の利用者も増加している。この結果から、観光資源・サービスの多様化とともに観光
客の農村観光へのニーズの多様化しつつある。今後の農村観光開発は、これらの諸点を考
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慮した観光戦略の立案が求められる。 
 3 番目に、観光客における農村観光資源・サービスに対する事前期待と事後評価に関す
る分析結果でみると、事前期待と事後評価の項目ごとの満足度にはあまり大きな差はない。
しかし、事前期待と事後評価の不満に関しては、いくつかの項目、例えば「お祭りや行事
に参加する」、「当地の宗教について知る」、「農業を体験する」などに不満を感じる観光客
が多いことがわかる。そして、観光資源・サービスに対して、対象地域を訪問した観光客
の多くは「農村住民とコミュニケーションしたい」、「農村住民の生活様式を知りたい」、「農
村の行事や祭りを見に行きたい」などの項目に余り関心を示していない。 
 以上のように、今回のアンケート調査は遼寧省大連近郊地域を中心として実施した結果
であり、当然、本調査には不十分のところがある。特に、調査対象地域が遼寧省だけなの
で、中国全体の傾向として簡易に判断できる結果ではないが、多くの共通点は存在すると
考え今後の課題として、調査対象地域を戦略的に設定して農村観光地に対する評価や特性
等について分析し、検討していくことが、今後の農村観光開発を促進するため重要である。 
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第 5 章 農村地域の観光資源の保全状況及び観光客における農村観光の動機に
関する考察 
―遼寧省の南大山地域を事例として― 
 
 
 
本章では、農村住民における観光資源の保全状況に対する意識調査と、この地域に訪れ
る観光客が農村を観光する動機と二つに分けて、現地調査を分析し、考察を行う。 
 
5.1 農村住民に対するアンケート調査の分析と結果 
 
農村の観光資源は観光を提供するだけではなく、農村地域の生態系の保全にも重要な役
割を果たしている。地域住民による定期的な管理が行われてきた観光資源は、二次的な自
然環境を維持し、研究者及び学生らに貴重な研究、教育の場所を提供することで、地域の
生物多様性の保持に貢献している。農村に潜在している資源は現世代の人々の財産であり、
次世代の財産でもある。中国の農村では昔からの伝統文化、豊かな自然景観などに恵まれ
ており、これらの資源を持続可能かつ自然・観光資源として生かす政策を適用することは、
中国内陸部の経済の活性化に資し、地域住民に大きな便益を生み出す可能性が高い。 
こうした観光資源を持続可能な方法で保全、開発し、効率的に利用することは地域の活
性化にとって有効である。観光資源の中には、従来の観光資源の利用の視点からではなく、
生態系の保全という視点から管理を試行するケースが存在する。このような動きは、環境
問題に対する注意を喚起するという作用を含むものであり、従来の地域利用に由来する価
値観に代わって、新しい価値観のもとに農村の観光資源を見直す動きになりうるものと考
えられる。本研究では、観光資源の価値を農村に由来する価値と資源保全に由来する新し
い価値に分ける。前者は直接的利用価値に相当し、言い換えれば、現在の経済が発展しな
くても、将来の持続可能な経済発展と関連して想起される。後者は前者の間接的利用価
値・将来的価値・存在価値に相当し、今後、人々は生物多様性を保持する場として観光資
源を保全・管理していくことに関心が高いと考えられる。 
本研究では、農村における伝統的な資源やサービスに注目し、その地域活性化のための
利・活用を図るための評価や方策、特に観光開発の可能性について把握するために、地域
住民を対象にアンケート調査を実施し統計的分析を行う。 
 
5.1.1 調査対象地域の概要と調査方法 
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（1）調査対象地域の概要 
 現地調査の対象地域は、遼寧省の郷村である南劉杖子集落南大山（図 5－1 参照）であ
る。人口は約 660 人で約 160 戸、空き家が７戸ある。面積は 175.4 平方キロ、4 つの村委
会がある。南劉杖子集落は外景が非常に整潔で、村民のコミュニケーションも良く、最優
秀の集落と称されている。この地域は遼寧省の西部・西南部にあり、大河北原生林と言わ
れる。この森林は原始植物の景観を中心として、丘陵景観の自然生態風景区の南大山を称
している。南大山の原生林面積は 1200 畆、各種の樹木は 500 余りであり、中国の希有の
鳥類もここに生息している。 
また、南大山は科学家らが観察する地域であり、教育実習、民俗文化、休暇などの多機
能の景区である。この地域は伝統的な農村社会であり、住宅、屋敷、農地、山林、墓など
の物的な家産の継承と地域での人間関係や役割の継承が数世代の居住継続によってなされ
てきた点が大きな特徴である。これらの点から、南劉杖子集落の住民は、観光資源の保全
行動を観察することができる対象地として選定した。 
 
 
出典：当地の資料をもとに筆者作成 
図 5－1 調査対象地域の南大山 
 
        
写真 1 農村地域の朝市の様子     写真 2 農村住民の自家産の果物 
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写真 3 農業耕作・耕地の道具      写真 4 農村地域の自然景観の棚田景観 
       
写真 5 石臼          写真 6 豆腐を磨くもの 
      
写真 7 山の幸の一種類キノコ        写真 8 伝統文化・娯楽の様子 
出典：現地調査による筆者撮影 
 
（2）調査方法 
2010 年 8 月 19 日から同年 9 月 7 日まで、集落全体に対し、質問紙を用いたアンケー
ト調査を実施した。質問票は 3 名の村長と筆者と約 2 週間で一戸一戸を訪問した。質問
票には表 5－1 のように各質問項目と属性に関する質問項目（性別・年齢・家族構成・労
働力人口数）を設定した。また、本地域で観光資源の保全活動を行っている組織の認知の
有無についても設問した。アンケート用紙には、世帯の 20 歳以上の成年 1 名が回答する
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よう記した。調査項目は以下に示すように複数の質問項目を作成した。すべての項目は、
「全くそう思わない（1 点）」～「非常にそう思う（5 点）」の 5 段階で測定した。 
 
表 5－1 農村住民に対する観光資源に対する意識調査 
農村住民における観光資源に対する関心 
全
く
そ
う
思
わ
な
い 
そ
う
思
わ
な
い 
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 
そ
う
思
う 
非
常
に
そ
う
思
う 
1 できるだけ、資源を残すようにするべきだ １ 2 3 4 5 
2 資源は、今のまま保全・管理方法すべきだ １ 2 3 4 5 
3 資源を守ることは、地域の住民の責務だ １ 2 3 4 5 
4 
資源の保全・管理など自分ひとりでもできることがあればやって
いきたい 
１ 2 3 4 5 
5 資源を保全・管理するため、自分だけでも日頃から行動したい １ 2 3 4 5 
6 もし資源の保全に関わる「資源を守る会」があったら加入したい １ 2 3 4 5 
7 資源を保全・管理するため、行政への協力を働きかけたい １ 2 3 4 5 
8 地域住民と協力して資源を次世代に残すため、保全の必要がある １ 2 3 4 5 
9 資源は、昔に比べて減少している １ 2 3 4 5 
10 この地域では、昔に比べて自然景観や伝統文化が減った １ 2 3 4 5 
11 私たちが保全活動に参加することは、資源の保全に役に立つ １ 2 3 4 5 
12 友達が資源の保全活動に参加していたら、自分もやるべきだ １ 2 3 4 5 
13 
もし「資源を守る会」や「地域営農協議会」等の組織があったら 
参加する 
１ 2 3 4 5 
14 
資源を保全するために、地域の人々が行動したら自分も何かしよ
うと思う 
１ 2 3 4 5 
15 資源の保全活動などは、時間や手間がかかって大変だと思う １ 2 3 4 5 
16 これから先も資源は、保全・管理する大切なことできる １ 2 3 4 5 
17 
資源は将来、幼稚園や小学校などの児童に自然を体験させる場所 
として、貴重な場所になる 
１ 2 3 4 5 
18 
この先も資源は自然景観や伝統文化を保護することが大事なこと
だと思う 
１ 2 3 4 5 
19 農村資源には、将来、価値が出てくる １ 2 3 4 5 
20 資源は子供の環境教育に使うことが可能だ １ 2 3 4 5 
21 資源を現在も今後も次の世代に残すために、保全する必要がある １ 2 3 4 5 
22 
源は、現在もこの先も農業農村の価値が出てくるだろうから、大
切にすべきだ 
１ 2 3 4 5 
23 経済開発が行われると農業が衰退し、資源が失われる １ 2 3 4 5 
 
全くそう思
わない（1） 
そう思わな
い（2） 
ど ち ら と も
いえない（3） 
そ う 思 う
（4） 
非常にそう
思う（5） 
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5.1.2 アンケート調査の分析と結果 
 
（1）回答者の基本属性 
 回収された 130 名のうち、回答内容から無効となる票を除き、有効回答数は 129 名（回
収率 84.3%）となった。回答者の内訳は、男性 106 名（平均年齢 50 歳）・女性 23 名（平
均年齢 45 歳）である。 
この地域では、最も多いのは 41～60 歳の間で男性が 51.9％、女性が 8.5％であり、61
～80 歳までの回答者は男女の合計で全体の 19.4%を占め、回答者の年齢分布は 20 歳代と
30 歳代がやや足りなかったが、その他の年代は各年齢層から回収された。81 歳以上の高
齢層の回答はなかった。 
図 5－3 のように、農村地域の観光資源の種類に関する質問項目で、伝統文化、自然景
観と特産品の回答率はそれぞれ 34.4％、33.1％、32.5％である。この地域では多彩な観光 
 
 
図 5－2 回答者の属性 
 
 
図 5－3 農村地域の資源分類 
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資源が潜在していることがわかる。南大山地域では豊かな自然景観と伝統・文化と地域の
特産品もあり、こうした資源を利用し観光開発したら農村地域の雇用創出と農民の収入増
加を図ることが可能であると考えられる。 
 農村資源・サービスの多くは地域固有のものが多くそれらを商品化することで、差別化
を図り、市場において細分化を図ることで、規模は小さいが強固な市場シエアーの確保、
すなわちニッチ市場を形成することが可能である。表 5－2 は、ニッチ商品とサービスを
示している。商品の自然資源は付加価値および加工農産物、海、河川、森などの農村資源
によって生産される商品があり、高品質の果物や野菜、伝統的技術によるチーズやワイン、 
 
表 5－2 ニッチ商品とサービス 
 自然資源 伝統・文化 環境・アニメティ 
商品 
付加価値および加工農産
物、海、河川、森などの農
村資源によって生産される
商品 
歴史的な文化、技術、
祭あるいは伝統的に
よって生産される商
品 
質の高い自然環境を有する
農村地域がもたらす商品 
･高品質の果物や野菜 
･伝統的技術によるチーズ
やワイン 
･有機農産物 
･希少な植物による薬 
･山クルミなど 
･陶器などのクラフト 
･手作り刺繍 
･伝統的な玩具や食器 
･伝統的な絨毯 
･紙花など 
･穏やかな気候、きれいな空
気など研究センターやハイ
テク企業を惹きつける環境 
･ローカルエネルギーやミネ
ラルウオーターなどのソー
スとなる希少な資源による
商品 
サー
ビス 
ツーリズムやレクリエーシ
ョンを含む農村自然資源を
必要とするサービス 
農村の遺産や伝統を
利用したサービス 
農村の環境やアメニティを
市場化したサービス 
･伝統的な民宿 
･ハイキング、スキー、魚釣
り、カヌーなどのガイド 
･地方色豊かな料理を提供
するレストラン 
･ホリデー・ファーム 
･エコ・ミュージアムなど 
･歴史的な記念碑 
･伝統的な建築物 
･地方のミュージアム 
･地方の祭りなど 
･ホリデー・ビレッジやレス
トハウス 
･ヘルス・ファットネスセン
ター 
･宿泊施設を備えた会議・研
修センターなど 
出典：吉永健治(2000)「広域連携における政策的インプリケーション」『農村地域圏整備手法確
立調査報告書』農村開発委員会平成 11，12 年度、p.27． 
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有機農産物、希少な植物による薬、山クルミなどである。ツーリズムやレクリエーション
を含む、農村自然資源を必要とするサービスを提供することができる。伝統・文化は歴史
的な文化、技術、祭であり、手作り刺繍、伝統的な玩具や食器、伝統的な絨毯、紙花など
の商品である。伝統的な建築物、地方のミュージアムや地方の祭りなどの農村の遺産や伝
統を利用したサービスを提供することが可能である。 
また、家族構成からみると、回答者の 129 世帯の中で 4 人家族が 37％と最も多く、3 人
家族が 36％であった。5 人家族が 12％であり、6 人家族と 2 人家族が同じでそれぞれ 5％
である。1 人家族の回答者はいなかった。そして、129 世帯の総回答者数は 509 人であり、
その内 270 人は労働者であった。農村住民の中で回答者の半数以上は労働者である。 
 
（2）観光資源に対する意識 
 各質問項目の結果を要因別にみると、平均値の高かった項目は以下の通りであった。「で
きるだけ、観光資源を残すようにすべきだ（平均値 4.96）」、「地域住民と協力して、観光
資源を次の世代に残すため、保全の必要があると思う（平均値 4.95）」、「私たちが保全活
動を参加することは、資源の保全に役に立つと思う（平均値 4.96)」、「もし「観光資源を
守る会」や「地域営農協議会」の行事等があったら、参加する（平均値 4.96）」、「観光資
源は現在もこの先も農業・農村の価値が出てくるだろうから大切にすべきだ（平均値
4.97）」、「貴重な自然の生育地として、将来の資源には価値が出てくるだろう（平均値
4.92）」。 
 
 
図 5－4 回答者の家族構成 
 
8人家族
1% 7人家族
4% 6人家族
5%
5人家族
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（3） 観光資源に関するアンケートデータ分析 
  
 
図 5－5 観光資源に対する関心度 
 
本調査では、農村地域の観光資源は農村住民の固有な財産であり、こうした資源を農村
住民がどのように評価するかについてアンケート調査を行った。結果は図 5－5 に示すと
おりである。調査において、質問の項目ごとに、5 段階（非常にそう思う（5）、そう思う
（4）、どちらともいえない（3）、そう思わない（2）、全くそう思わない（1））に対する回
答数と割合（％）を算出した。 
本調査では、単一集落における農村地域の観光資源の保全行動に対して、農民の考え方
は異なっているが、住民の行動意識は積極的である（91％）ことがわかる。農村の現状に
ついては意見が分かれており、60％以上の住民が農村の観光資源の保全を求めている状況
が把握できる。また、保全方法と観光評価に対する関心が高い。一方で、地域活性化に対
して 80％近くの住民が関心を示しており、観光に対する意識が高いとともに注目すべき結
果となった。こうした関心を実現するためには観光資源が農村地域住民に対しどのような
役割を果たしているのか、当地住民の意識、特に起業家精神の醸成などが不可欠である。
今後、農村地域の観光資源を持続可能な利・活用するために、短・中期及び長期的な視点
に立って農村資源の活用や地域環境保全について戦略的に検討していくことが求められる。 
 
5.2 観光客に対する農村観光の動機 
 
近年、中国の市場経済が進展するにつれて人々が豊かになり、今後都市住民を中心に農
村地域の景観や伝統・文化などに対する関心が高まることが予想される。特に、中国の中
山間地域の農村では、未開発の豊かな観光資源が未だ現存しており、これらの観光資源を
いかに観光開発として利用し、地域の活性化に結び付けていくかは農村が健全な姿で存続
するための課題である。中山間地域の農村住民が古い地域固有の考え方に捉われつづけて、
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政府による政策待ちの状態では、ますます農村は過疎化と荒廃が進む可能性が高い。また、
都市化が進む一方で、多くの若者たちは農村の生活や伝統・文化について知る動機や機会
に恵まれないことも事実である。観光資源を都会の人々を対象に、観光という視点から評
価し、農村住民が観光資源に対する価値観の変化を促すことが大切である。 
中国において農村観光は 1980 年代から開発が始まり、欧米諸国などの先進国と比較し
てその歴史は浅い。これまで中国人にとって国内観光は、地方に住む人々が万里の長城な
どの有名観光地を訪問することに限られていたが、2000 年代に入って都市部の人々の間で
も少しずつ農村観光に対する関心が芽生えてきている。 
 図5－6は2000～2011年における中国国内の観光者数と観光収入の推移を示めしている。
中国国内の観光市場は 2011 年の観光者数は延べ 26.40 億人で、観光収入は 19,305 億元に
達している。この間の観光者数と観光収入の伸び率はそれぞれ 3.6 倍、6.1 倍となってい
る。中国の国内観光市場は年々増加しており、その規模は非常に大きいことが理解できる。 
こうした中、有名観光地や海外旅行とともに、今後観光産業を索引すると期待されてい
るのが農村観光である。例えば、「農家大院」と呼ばれる農家風のホテルに宿泊し、農村の
暮らしや景観を実体験し、農村の伝統・文化を認識してもらう観光は人気が高い。 
しかし、これまで中山間地域の農村における農村観光の開発の可能性については十分な
検証が行われておらず、開発は進んでいない。この背景には、中国国民の農村観光に対す
る認識が未だ醸成されていないことや、観光関係者の経験が浅いことに原因にある。した
がって、これらの地域における観光資源の有効活用は進んでいない。また、都市と農村の
格差の拡大により、農村部の社会・経済部門の開発が進んでいないことも拍車をかけてい
る。 
 
 
出典：中華人民共和国国家旅遊局（2012）を基に筆者作成 
図 5－6 中国国内の観光者数と観光収入 
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出典：邓观利（1994）『旅游学』天津人民出版社 p.114. 
 図 5－7 観光行動要素とフロー 
 
こうした背景を受けて、本研究においては農村観光の現状と観光客の農村観光に対する
動機を把握するために、当地を訪問する観光客を対象に観光動機に関するアンケート調査
を実施し、調査対象者の属性と調査質問項目に関してクロス集計分析を行った。調査対象
地区として、中山間地域の農村に属する南大山を事例地区として設定した。その理由とし
て、南大山は遼寧省凌源市に位置し、大連市からの観光客も多く農村観光が定着しつつあ
り、観光客に対する必要な聞き取り調査が可能な地域と判断したことにある。 
図 5－7 は、観光客の観光行動要素とフローを示している。観光動機要素には観光欲求が
あり、観光情報、観光地のイメージ（観光資源）、情報の探索と選択、観光決策、観光計画
さらに、観光行動、最後に観光の経験と評価を行うというフローになる。 
 
5.2.1 調査対象地域の概要と調査方法 
 
（1）調査対象地域の概要と位置図 
調査対象地域の南大山は遼寧省の西南部に位置し（図 5－1 に参照）、原生林と丘陵景観
に恵まれた自然生態景観地域に指定されている。南大山における原生林面積は 1200 畆、
各種の樹木は約 500 種、さらに希少な鳥類の存在も確認されている。 
こうした南大山の固有な特性について、多くの分野の研究者が研究を進めており、教育
実習、民俗、文化、伝統的な技術など多面的な役割を担う地域として認められている。こ
の地域は伝統的な農村社会であり、古い屋敷、農地、山林などの物的な資産の継承と地域
における人間関係や役割分担が数世代にわたって継続されてきている。 
観光動機観光欲求
目的地資源と特徴観光の情報源
目的地のイメージ
情報の探索
多種選択の評価
観光決策
観光計画
観光行動
観光経験と評価
観光特色
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表 5－3 アンケート調査項目 
分類（回答方式）        調査項目 
属
性
（
択
一
式
） 
性別 ①男性、②女性 
年齢 ①18 歳未満、②19～30 歳、③31～50 歳、④51 歳以上 
職業 
①公務員、②企業管理者、③会社員、④専門技術者、⑤スタ
ッフ、⑥職人、⑦農民、⑧軍人、⑨教師、⑩退職者、⑪学生、
⑫その他 
教育レベル 
①大学本科及び大学本科以上、②大学専科、③専門及び高校、
④中学及び中学以下 
家族構成 
①2 人家族、②3 人家族、③2 世帯同居、④3 世帯同居、⑤独
身 
家族の年収 
①3 万元以上、②1 万元以上～3 万元未満、③5 千元以上～1
万元未満、5 千元以下 
調
査
項
目
（
多
項
目
回
答
） 
観光回数 ①初めて、②2 回以上 
情報源 ①マスコミ、②友人の紹介、③インターネット、④その他 
訪問の理由 
①農村地域の自然と触れあうこと、②農村の伝統文化を楽し
むこと、③地域の生活に好奇を感じること、④お土産品を購
入すること、⑤親友を推薦されたため、⑥その他 
旅行形態 
①家族、②親戚、③友人、④クラスメート、⑤会社、⑥、会
社主催、⑦一人、⑧その他 
消費行動 
①交通、②宿泊、③飲食費、④参観遊覧、⑤買い物、⑥その
他 
旅行先の認知度 
①農村の気候、②農村の景観、③農村の動植物、④名勝古跡、
⑤農村の伝統文化、⑥食文化、⑦その他 
農村観光の行動 
①観光客の探求心、②地域住民の生活に触れること、③その
他 
出典：アンケート調査による筆者作成 
 
（2）調査項目の設定 
南大山を訪れる観光客を対象として、観光動機を把握するために属性と調査質問項目を設
定した。表 5－3 に属性と調査質問項目を示す。観光動機に関して、属性として「性別」、
「年齢」、「教育レベル」、「職業」、「家族構成」「家族の年収」の 6 項目を設定し、調査質
問項目として「観光回数」、「情報源」、「訪問の理由」、「観光形態」、「消費行動」、「旅行先
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の認知度」、「農村観光の行動」の 7 項目を設定した。 
 
（3）調査方法 
調査は、2011 年 4 月 27 日から 5 月 27 日にかけて、大河北郷政府の協力を得て、南大
山を訪れた観光客 349 名に対してアンケート調査票を無差別に配布し、回収する方法で実
施した。その結果、回収率は 72％（251 名）であった。このうち、回答内容から見て無効
なものを除外し、有効回答率は 70％（246 名）であった。回答者の内訳は、男性が 150
名、女性が 96 名であった。また、回答者の年齢は 18～50 歳の範囲に広く分布した。 
 
（4）旅行者数の推移と項目評価 
図 5－8 は南大山を訪れる観光者数の推移を示している。南大山森林保護会の登録によ
ると、10 月（国慶節の 4 日間）の観光者数は 2008 年の 270 人から 2011 年には 1,258 人
に増加している。一方、5 月（連休日の 5 日間）の観光者数は 2009 年には 551 人、2012
年は 1,720 人となっている。この期間における観光客の伸び率はそれぞれ 4.7 倍、3.1 倍
になる。特に、2012 年の観光者数の急増の理由としては、南大山地域のインフラ整備が進
み、地域が省レベルの自然保護区として認証されたことに関連していると考えられる。 
 
 
注：2008 年～2012 年に南大山森林保護会を立ち上げている。図は年 2 回（5 月の 5 日間と 10
月の 4 日間）南大山に訪れた観光者数の推移である。2012 年 10 月の観光者数については現時
点でデータを利用できない。 
出典：南大山森林保護会（2012）を基に筆者作成 
図 5－8 南大山の観光者数の推移 
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5.2.2  調査対象者の属性と調査質問項目 
 
（1）アンケート調査項目 
表 5－4 に、上述したアンケート調査質問項目の観光属性に関連する 6 つの属性と 7 つ
の質問項目を示す。また、属性に関する統計量を表 5－5 に示す。まず、これをもとに調
査対象者の属性に関して簡潔に言及する。 
①性別：調査対象者を性別でみると、男性は 61.0％、女性 39.0％で、男性による回答者
が多い。 
②年齢：調査対象者の年齢分布をみると、19～30 歳は 33.7％で、31～50 歳は 51.2％で
ある。30 歳以上の回答者が過半数を占めた。 
③教育レベル：調査対象者の教育レベルをみると、大学本科及び大学本科以上 30.1％、
大学専科 38.6％、専門及び高校 24.0％で合計 92.7％であり、全体の 9 割以上が高い教育
を受けている。 
④職業：調査対象者の職業のうち、最も多いのは公務員 36.2％、続いて専門技術者 12.6％、
企業管理者 12.2％、会社員 11.0％、学生 9.8％、教師 8.6％、スタッフ 2.4％、職人 2.4％、
農民 1.6％、その他 1.6％、退職者 1.2％、軍人 0.8％の順になっている。多様な職種に属
する人々から回答を得た。 
 
表 5－4 アンケート調査の個人属性の統計量 
分類 調査項目 
性別 男性（61.0％）、女性（39.0％） 
年齢 
18 歳未満（7.3％）、19～30 歳（33.7％）、31～50 歳（51.2％）、51 歳以上
（7.7％） 
教育レベ
ル 
大学本科及び大学本科以上（30.1％）、大学専科（38.6％）、専門及び高校
（24.0％）、中学及び中学以下（7.3％） 
職業 
公務員（36.2％）、企業管理者（12.2％）、会社員（11.0％）、専門技術者
（12.6％）、スタッフ（2.4％）、職人（2.4％）、農民（1.6％）、軍人（0.8％）、
教師（8.1％）、退職者（1.2％）、学生（9.8％）、その他（1.6％） 
家族構
成 
2 人家族（7.7％）、3 人家族（46.7％）、2 世帯同居（20.3％）、3 世帯同居
（20.7％）、独身（4.5％） 
家族の
年収 
3 万元以上（50.0％）、1 万元以上～3 万元未満（39.0％）、5 千元以上～1 万
元未満（1.2％）、5 千元以下（9.8％） 
出典：アンケート調査による筆者作成 
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⑤家族構成：調査対象者の家族構成をみると、最も多いのは 3 人家族 46.7％、2 世帯同
居と 3 世帯同居はほぼ同じでそれぞれ 20.3％、20.7％であり、2 人家族 7.7％、独身 4.5％
が最も少なかった。 
⑥家族の年収：調査対象者の収入について、3 万元以上が 50.0％、1 万元以上～3 万元
未満が 39.0％、1 万元未満 1.2％、その他 9.8％となっており、回答者の多くが高額所得者
である。これは観光動機から見ても当然のことと思われる。 
 
（2）調査対象者の属性による観光動機 
アンケート調査では、調査質問項目に対して複数の項目の選択を許容して実施した（以
下、「多種動機」という）。以下において、表 5－5 に示す属性によるクロス集計分析をも
とに観光動機について考察する。 
①性別からみると、男性は「リフレッシュ」が 17.3％、「自然景観を観賞すること」が
37.3％と「多種動機」36.0％で、女性は「自然景観を観賞すること」が 38.5％と「多種動
機」が 32.3％で、いずれも男性の方が高い割合を占めた。 
②年齢でみると、18～30 歳未満と 30～50 歳未満の観光動機は「自然景観を観賞するこ
と」がそれぞれ 33.7％と 42.9％で、「多種動機」がそれぞれ 43.4％と 30.2％で、30～50
歳未満の「リフレッシュ」動機が 19.8％を占めた。いずれの年齢層も、農村地域が提供す
る「自然景観の観賞」と「リフレッシュ」といったサービスに関心を示している。 
③職業からみると、公務員の観光動機は「リフレッシュ」が 22.5％、「自然景観を観賞
すること」と「多種動機」がそれぞれ 39.3％と 32.6％であり、会社員と学生は「好奇心」
の観光動機が高くなっている。 
④教育レベルからみると、大学本科及びそれ以上と中学及び中学以下のレベルは「親睦
を深めること」に全く関心を示さなかった。一方、大学専科レベルは「自然景観を観賞す
る動機」が 49.5％で最も関心が高い。 
⑤家族構成でみると、独身の観光客は「ショッピング」と「親睦を深めること」という
動機について全く関心がない。3 人家族と 3 世帯同居の観光客の観光動機は、「自然景観を
観賞すること」がそれぞれ 33.0％と 60.8％であり、「多種動機」がそれぞれ 40.9％と 19.6％
となっている。 
⑥家族の年収からみると、3 万元以上の観光客は農村地域の「自然景観を観賞すること」
が 44.7％、「多種動機」が 27.6％、「リフレッシュ」が 21.1％である。5 千元～1 万元未満
の観光客は、調査質問項目における観光動機に大きな差は見られない。 
以上のことから、農村地域を訪れる観光客の属性による観光動機に大きな差はなく、全
体的にみて、「リフレッシュ」、「自然景観を観賞すること」と「多種動機」（「リフレッシュ」、
「自然景観を観賞すること」及び「好奇心」の組合せが最も多く、「リフレッシュ」、「自然
景観を観賞すること」の組合せ、「リフレッシュ」、「好奇心」の組合せの順）に集中してい
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る。これらは、いずれも中山間地域の農村が都会の人々に供給できる精神的な安らぎの場
であり自然景観に関する項目であることが理解できる。これらの項目は農村観光開発の要
素として重要である一方で、その差別化や市場開発のためには、どのような手法が適用可
能かについては、地域ごとの社会、経済、環境の特性を十分に把握しデータに基づいた開
発戦略が求められる。 
 
表 5－5 属性による観光動機 
 
出典：アンケート調査のデータをもとに筆者作成 
 
合計
男性 26 17.3% 56 37.3% 7 4.7% 5 3.3% 2 1.3% 54 36.0% 150
女性 19 19.8% 37 38.5% 5 5.2% 4 4.2% 0 0.0% 31 32.3% 96
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
18歳未満 5 27.8% 5 27.8% 3 16.7% 1 5.6% 0 0.0% 4 22.2% 18
18～30歳未満 12 14.5% 28 33.7% 4 4.8% 3 3.6% 0 0.0% 36 43.4% 83
30～50歳未満 25 19.8% 54 42.9% 5 4.0% 2 1.6% 2 1.6% 38 30.2% 126
50歳以上 3 15.8% 6 31.6% 0 0.0% 3 15.8% 0 0.0% 7 36.8% 19
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
公務員 20 22.5% 35 39.3% 1 1.1% 2 2.2% 2 2.2% 29 32.6% 89
企業管理者 9 30.0% 9 30.0% 0 0.0% 1 3.3% 0 0.0% 11 36.7% 30
会社員 5 18.5% 10 37.0% 2 7.4% 0 0.0% 0 0.0% 10 37.0% 27
専門技術者 3 9.7% 9 29.0% 3 9.7% 1 3.2% 0 0.0% 15 48.4% 31
スタッフ 1 16.7% 2 33.3% 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0% 2 33.3% 6
職人 0 0.0% 2 33.3% 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0% 3 50.0% 6
農民 0 0.0% 2 50.0% 2 50.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 4
軍人 0 0.0% 2 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2
教師 1 5.0% 11 55.0% 0 0.0% 1 5.0% 0 0.0% 7 35.0% 20
退職者 0 0.0% 2 66.7% 0 0.0% 1 33.3% 0 0.0% 0 0.0% 3
学生 6 25.0% 7 29.2% 4 16.7% 1 4.2% 0 0.0% 6 25.0% 24
その他 0 0.0% 2 50.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 50.0% 4
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
大学本科及び
それ以上
19 25.7% 21 28.4% 1 1.4% 2 2.7% 0 0.0% 31 41.9% 74
大学専科 12 12.6% 47 49.5% 3 3.2% 2 2.1% 1 1.1% 30 31.6% 95
専門及び高校 9 15.3% 21 35.6% 6 10.2% 4 6.8% 1 1.7% 18 30.5% 59
中学及び中学
以下
5 27.8% 4 22.2% 2 11.1% 1 5.6% 0 0.0% 6 33.3% 18
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
2人家族 2 10.5% 6 31.6% 0 0.0% 1 5.3% 0 0.0% 10 52.6% 19
3人家族 22 19.1% 38 33.0% 3 2.6% 4 3.5% 1 0.9% 47 40.9% 115
2世帯同居 13 26.0% 15 30.0% 6 12.0% 2 4.0% 0 0.0% 14 28.0% 50
3世帯同居 6 11.8% 31 60.8% 1 2.0% 2 3.9% 1 2.0% 10 19.6% 51
独身 2 18.2% 3 27.3% 2 18.2% 0 0.0% 0 0.0% 4 36.4% 11
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
3万元以上 26 21.1% 55 44.7% 1 0.8% 5 4.1% 2 1.6% 34 27.6% 123
1万元～3万元
未満
13 13.5% 31 32.3% 6 6.3% 3 3.1% 0 0.0% 43 44.8% 96
5千元～1万元
未満
6 22.2% 7 25.9% 5 18.5% 1 3.7% 0 0.0% 8 29.6% 27
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
家
族
年
収
性別
年齢
職業
教
育
レ
ベ
ル
家
族
構
成
観光動機
自然景観を観
賞すること
リフレッシュ 好奇心 ショッピング
親睦を深め
ること
多種動機
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表 5－6 属性による Cramer の独立係数一覧 
 
 
また、表 5－6 に示すように Cramer の独立係数は「性別」、「年齢」、「教育レベル」、「家
族構成」の 4 項目は独立係数とも関連が低く、観光動機に関連がない。一方、「職業」及
び「家族の年収」の 2 項目の独立係数は 0.25 以下で、観光動機と非常に弱い関連性が存
在する。結果として、設定した属性は必ずしも観光動機に関連があるとは言えない。しか
し、今後農村観光の開発が進むにつれて、都市住民が観光資源に関心を抱くようになれば、
「教育レベル」、「職業」、「家族の年収」などの属性については相関が高まる可能性がある。 
 
5.2.3 調査質問項目のクロス集計分析の結果 
 
表 5－3 に示した 7 つの調査質問項目に関する観光動機とその相関を明らかにするため
に、同様のクロス集計分析を行った。その結果を表 5－7 に示す。また、表 5－8 に Cramer
の独立係数を示す。その主な内容は、以下のとおりである。 
（1）表 5－7－1 より、「観光回数」に関して、初めて来訪した観光客は南大山地域の「自
然景観を観賞すること」（32.5％）、「多種動機」（26.4％）、「リフレッシュ」（12.2％）の順
で観光動機が強く、2 回以上の訪問より高い率になっている。これは観光地としてリピー
ターを増やすための方法の開発や努力が欠如していることを示唆している。 
（2）表 5－7－2 より、「情報源」と観光動機との関係をみると、「マスコミ」から情報を
得た観光客は「自然景観を観賞すること」（17.5％）に高い関心を示しており、「友人の紹
介」は「多種動機」（20.3％）、「自然景観を観賞すること」（14.2％）、「リフレッシュ」（11.0％）
に対する動機が高く、「好奇心」（2.4％）及び「ショッピング」（1.6％）についても他の情
報源より上回っている。これは中国社会の一つの特徴として「口コミ」という習慣がまだ
根強く残っており、これが影響していると思われる。 
（3）表 5－7－3 より、観光動機として「農村地域を訪れる理由」については、「自然景観
を観賞すること」（22.8％）、「リフレッシュ」（10.2％）、「多種動機」(6.1％)の順になって
いる。一方、「親睦を深めること」は動機として最も低く、多くの都市住民にとって農村の
景観を楽しみ、気分転換を目的として訪問する傾向が強いことがわかる。 
 
項目名 Cramer独立係数 Spearman相関係数
性別 0.155 -0.026
年齢 0.196 -0.065
職業 0.231 0.076
教育レベル 0.185 -0.002
家族構成 0.188 -0.131
家族の年収 0.226 0.124
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表 5－7 クロス集計分析の結果 
表 5－7－1 観光動機と観光回数のクロス表（単位：％）  独立係数 0.275 
 
 
表 5－7－2 観光動機と情報源のクロス表（単位：％）  独立係数 0.330 
 
 
表 5－7－3 観光動機と訪問の理由のクロス表（単位：％） 独立係数 0.337 
 
 
表 5－7－4 観光動機と観光形態のクロス表（単位：％）  独立係数 0.238 
 
リフレッ
シュ
自然景観を観
賞すること
好奇
心
ショッ
ピング
親睦を深
めること
多種動機 合計
１回 12.2 32.5 3.3 2.0 0.0 26.4 76.4
2回以上 4.9 5.3 1.6 1.6 0.8 9.4 23.6
合計 17.1 37.8 4.9 3.6 0.8 35.8 100.0
観光動機
観光回数
リフレッ
シュ
自然景観を観
賞すること
好奇
心
ショッ
ピング
親睦を深
めること 多種動機 合計
マスコミ 2.4 17.5 0.4 0.8 0.4 4.5 26.0
友人の紹介 11.0 14.2 2.4 1.6 0.4 20.3 49.9
インタネット 1.6 3.3 0.4 0.8 0.0 3.0 9.1
その他 3.3 2.8 1.6 0.4 0.0 6.9 15.0
合計 18.3 37.8 4.8 3.6 0.8 34.7 100.0
観光動機
情報源
リフレッ
シュ
自然景観を観
賞すること
好奇
心
ショッ
ピング
親睦を深
めること 多種動機 合計
農村地域の自然
と触れ合うため 10.2 22.8 1.2 0.8 0.0 6.1 41.1
農村の伝統文化
を楽しむため 2.8 3.3 0.4 0.0 0.8 4.0 11.3
地域の生活に好
奇を感じるため 2.0 6.1 1.2 0.0 0.0 4.5 13.8
お土産品を購入
するため 0.4 1.6 0.4 2.0 0.0 1.6 6.1
親友を推薦され
たため 2.0 2.0 0.4 0.0 0.0 5.3 9.8
その他 0.8 2.0 1.2 0.8 0.0 13.1 18.0
合計 18.3 37.8 4.9 3.7 0.8 34.6 100.0
訪問の理
由
観光動機
リフレッ
シュ
自然景観を観
賞すること
好奇
心
ショッ
ピング
親睦を深
めること 多種動機 合計
家族 2.4 4.9 0.0 0.4 0.0 2.4 10.1
親戚 1.2 1.6 0.8 0.0 0.0 0.8 4.4
友人 5.3 5.7 0.8 0.0 0.8 3.7 16.3
クラスメート 2.0 4.5 0.4 0.4 0.0 2.4 9.7
会社の同僚 4.9 15.9 2.0 1.6 0.0 12.2 36.6
会社主催 2.0 4.1 0.8 0.4 0.0 9.7 17.0
個人 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 1.2 2.0
その他 0.4 1.2 0.0 0.0 0.0 2.3 3.9
合計 18.2 37.9 4.8 3.6 0.8 34.7 100.0
観光動機
観光形態
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（4）表 5－7－4 より、「観光形態」については、会社の同僚と訪問するケースが多く、主
な動機は「自然景観を観賞すること」（15.9％）、「多種動機」（12.2％）、「リフレッシュ」
（4.9％）の順になっている。一方、個人による観光は最も少ない。このことから仲間同士、
友人同士などの団体で訪問する動機が強いと言える。しかし、人々の農村観光に関する関
心はそれぞれ異なることから、近い将来個人による観光が増加することも、日本などの先
進国の事例からも、想定される。 
（5）表 5－7－5 より、「農村観光の消費行動」からみる観光動機として、「宿泊」するケ
ースは少ない。一方、「飲食」と「自然景観を観賞すること」（20.7％）については関連性
が高い。一般的に、飲食については中山間地域の農村特産物や郷土料理などに対する関心
が高いと言える。 
（6）表 5－7－6 より、観光動機と「旅行先に対する認知度」については、「その他」が全
体の半分以上を占めた。これは意外な結果だが、農村地域の気候、景観や動植物に対する
関心が高く、食文化や名勝古跡に対する認知度が少ない。その理由として中山間地域の農
村はインフラ整備が遅れており、観光開発地としては初期の段階にあり、地域固有な伝統・
文化や食文化など都市住民に知られていないことが背景にあると思われる。 
 
表 5－7－5 観光動機と消費行動のクロス表（単位：％）  独立係数 0.297 
 
 
表 5－7－6 観光動機と旅行先の認知度のクロス表（単位：％） 独立係数 0.258 
 
 
リフレッ
シュ
自然景観を観
賞すること
好奇
心
ショッ
ピング
親睦を深
めること 多種動機 合計
交通 7.7 7.3 1.2 0.4 0.0 8.5 25.1
宿泊 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.8
飲食 4.9 20.7 1.6 1.2 0.4 9.3 38.1
参観遊覧 1.6 2.8 1.6 0.0 0.0 3.3 9.3
買い物 0.4 2.8 0.0 1.6 0.0 2.8 7.6
その他 3.7 4.1 0.4 0.4 0.4 10.1 19.1
合計 18.3 37.7 4.8 3.6 0.8 34.8 100.0
観光動機
消費行動
リフレッ
シュ
自然景観を観
賞すること
好奇
心
ショッ
ピング
親睦を深
めること 多種動機 合計
農村の気候 3.7 2.4 0.0 0.0 0.0 4.5 10.6
農村の景観 3.7 9.4 1.6 0.4 0.0 2.0 17.1
農村の動植物 2.4 1.6 0.4 0.4 0.0 7.3 12.1
名勝古跡 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.4
農村の伝統文化 0.8 0.0 0.4 0.4 0.0 0.4 2.0
食文化 0.8 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1.8
その他 6.9 23.2 2.4 2.4 0.8 20.3 56.0
合計 18.3 36.6 4.8 4.6 0.8 34.9 100.0
観光動機
旅行先の
認知度
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5－7－7 観光動機と農村観光のクロス表（単位：％）  独立係数 0.185 
 
 
表 5－8 Cramer の独立係数一覧 
 
 
（7）最後に、表 5－7－7 より、「農村観光の行動」についてみると、「観光客の探求心」
は「自然景観を観賞すること」（15.4％）、「多種動機」（11.0％）、「リフレッシュ」（8.5％）、
「好奇心」（2.4％）の順になっている。ここでも「その他」に占める比率が高いが、これ
は農村地域における興味や関心が都市住民にとって低いことに起因していると思われる。 
表 5－8 に示す各項目の独立係数は「農村観光の行動」以外の 6 項目に関して弱い関連
性が認められる。その中で、関連がもっとも高い「訪問の理由」と「情報源」の独立係数
はそれぞれ 0.337、0.330 であった。この結果から、訪問の理由として、自然とのふれあ
い、伝統・文化、農村生活に対する関心などの要素が観光動機の理由となっている。また、
農村観光に関するマスコミによる情報や、いわゆる「口コミ」による情報伝達が農村観光
を動機づける要素となっている。 
 
5.3 本章のまとめ 
 
 本章の調査では、まず、単一集落における農村地域の観光資源の保全行動に対して、農
民の考え方は異なっているが、住民の行動意識は積極的である（91％）ことがわかる。農
村の現状については意見が分かれており、60％以上の住民が農村の観光資源の保全を求め
ている状況が把握できる。また、保全方法と観光評価に対する関心が高い。一方で、地域
活性化に対して 80％近くの住民が関心を示しており、観光に対する意識が高いとともに注
目すべき結果となった。こうした関心を実現するためには観光資源が農村地域住民に対し
どのような役割を果たしているのか、当地住民の意識、特に起業家精神の醸成などが不可
リフレッ
シュ
自然景観を観
賞すること
好奇
心
ショッ
ピング
親睦を深
めること 多種動機 合計
観光客の探求心 8.5 15.4 2.4 0.8 0.0 11.0 38.1
地域住民の生活
に触れること
2.0 8.5 0.0 0.8 0.4 7.6 19.3
その他 7.7 13.8 2.4 2.0 0.4 16.3 42.6
合計 18.2 37.7 4.8 3.6 0.8 34.9 100.0
観光動機
農村観光
の行動
項目名 Cramer独立係数
観光回数 0.275
情報源 0.330
訪問の理由 0.337
観光形態 0.238
消費行動 0.297
旅行先の認知度 0.258
農村観光の行動 0.185
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欠である。今後、農村地域の観光資源を持続可能な利・活用するために、短・中期及び長
期的な視点に立って農村資源の活用や地域環境保全について戦略的に検討していくことが
求められる。 
また、中山間地域の農村である南大山を訪れた観光客を対象に、農村観光動機に関して
実施したアンケート調査をもとにクロス集計分析を行った。その結果から、個人属性の 6
項目のうち、「職業」と「家族の年収」は観光動機に弱い関連性はあるものの、「性別」、「年
齢」、「教育レベル」、「家族構成」の各項目については、観光動機に関連がないことが明ら
かになった。 
次に、調査質問項目の 7 項目のクロス集計分析の結果については、「農村観光の行動」
以外の 6 項目は一定の動機的な関連性が認められた。観光客にとって、農村地域を訪問す
る主な観光動機は、「自然景観を観賞すること」と「リフレッシュ」の二つの動機に集約で
きる。これは今後、農村観光を促進するにあたって考慮すべき要素であるとともに、関連
性が低い項目について、その動機付けが低い原因や改善策について分析し議論を深めるこ
とが肝要である。そのためには、それぞれの農村地域に存在する固有の観光資源を発堀し
て評価を行い、観光客のニーズに適合する開発戦略が求められる。 
今回調査の対象とした南大山については、こうした基本的な観光開発のための分析やそ
れに基づく観光戦略の策定や必要なインフラ整備が不十分な状況にあると言える。特に、
地域住民が地域固有の自然、伝統文化、人々の生活、生物多様性の豊かさ、食の安全など
観光価値に対する認識を高める必要がある。このためには地域のリーダーの育成や地域住
民の観光開発に対する意識改革とともに新たな商品やサービスの開発に対して新積極的な
参加が必要である。また、都市住民の農村に対するニーズを的確に把握し観光開発戦略に
反映することも重要である。このためには地域住民、特に若者を中心に起業家精神の育成
が不可欠である。また、地域固有の観光資源を広くに意識してもらうための商品開発、サ
ービスの提供などに対する努力が不可欠である。こうした観光戦略を具体化するためには
官民による技術的な協力や資金調達の提供（特に、事業のスタート・アップ時における）
に関する連携を促進するための制度整備が求められる。 
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第 6 章 中国における都市近郊及び中山間地域住民の農村観光振興に対する意
識の比較分析 
―遼寧省大連市及び建昌県を事例として― 
 
 
 
本章では、調査対象地域の都市近郊と中山間地域住民に対する農村観光振興に対する意
識の比較分析について、アンケート調査から得られたデータの分析と考察である。 
 
6.1 アンケート調査対象地域の概要 
 
6.1.1 研究背景と研究目的 
近年、中国は目覚ましい経済成長を遂げる一方で、農村部の社会・経済の衰退による格
差拡大や環境破壊の進行などの問題が顕在化している。しかし、中国の農村は豊かな自然、
伝統文化、技術、景観などの資源に恵まれている。これらの多くは長い歴史を経て、住民
の日常生活や経済活動によって構築されてきたものであり、中国固有の資源として高い経
済的価値を有している。先進諸国ではこうした農村資源を、観光開発などの地域活性化に
活用する政策が実施されている。一方、中国では農村地域の潜在資源を地域の活性化のた
めに開発し、有効利用する方策は未成熟の状況にある。こうしたなか、近い将来、中国に
おいても都市住民が豊かになるにつれ、農村の自然、伝統文化、伝統的な食文化などに注
目が集まるようになると想定される。本研究は、将来の農村地域開発と都市住民の農村資
源に対する価値の評価を展望し、農村に潜在するさまざまな自然や人的資源を利用し、観
光資源として開発する可能性について分析することを目的とする。また、本研究では、特
に、都市近郊農村地域（以下、都市近郊）と中山間農村地域（以下、中山間地域）に潜在
する農村資源を対象にして考察する。 
 
6.1.2 アンケート調査の概要 
 
本研究における現地調査の対象地域は東北部に位置する遼寧省都市近郊と中山間地域
とし、農村の観光資源が潜在している地域を設定した。アンケート調査の対象戸数（回収
率）は都市近郊で 97 戸（32％）、中山間地域で 140 戸（47％）、合計 237 戸（79％）であ
った。 
 
6.1.3 中山間地域と都市近郊の基本状況 
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（1）中山間地域の基本状況 
中山間地域の対象地域である建昌県湯土溝村の 8 地区の人口は、約 3,000 人で戸数は約
800 戸、面積は約 93km2 である。現地調査は、2011 年 8 月 10 日から 9 月 20 日の約 40
日間にかけて、事前に準備した調査票をもとに対面法により実施した。建昌県は貧困県で
あり、東経 119°13´から 120°18´、北緯 40°24´から 41°06´に位置している。総土地面積は
3,227km2、耕地面積は 89 万畆である。湯土溝村の白狼山は、大黒山という。建昌県の東
にあり、県城から 12km の距離で、燕山山系、松岭山脈、南北方向で円形が近く、南北
の長さは 14km で東西の長さは 12km、総面積は 93km2 である。すべての山脈は 10
座余りの山峰を組み合わせ、平均海抜 700m で、主峰大猴山の高さは 1140.2m であ
り、建昌県の第二高峰（第一高峰の大青山）を称している。大黒山は、森林資源と生態風
景を中心として、沢山の観光客が訪れ、自然森林資源保護区である。 
また、建昌県は果物の県と称しており、全県が様々な果樹 2,650 種余りで年産量 24 万
トンである。全県は梨の専業村 2 村、果物専業郷は 1、果物専業村は 35 を有している。果
物種類は 20 種余りである。黒山科レットナツメ（大枣）は歴史上で有名な名産物であり、
さまざまな農村物がある。 
 
  
写真 1 レットナツメ        写真 2 クルミ 
   
写真 3 白狼堆       写真 4 慈聖寺の周辺 
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写真 5 国防工業遺址 
 
2008 年の統計局のデータによると、建昌県の国民総生産（GDP）は 46.1 億元で、年間
成長率は 21.6％である。第一次、第二次、第三次産業それぞれ 11.2 億元、11.7 億元、23.2
億元に達しており、対前年比の成長率はそれぞれ 13.1％、14.5％、29.5％である。 
 1970 年に廃止された“三線建設”という建凌華機械工場と凌河化工場の二つの軍工企業
の跡地が白狼山の湯土溝村に存在する。これらの遺址を利用して将来、公園、観光客のシ
ョッピングセンター、休憩場、展覧センター、博物館等の建設企画も想定される。また、
慈聖寺の白鹿山祠が漢代の建築を始め、2003 年を修改築し、土地の使用面積は 40 千 m2
に及ぶ。寺院の宝殿の建築面積は 500m2、高さが 7m の巨大な露天観音玉仏像が安置され
ており、7.5m の釈迦摩尼仏像のほか、地蔵王菩薩、伽藍菩薩、西方三聖等が展示されて
いる。 
 
 
写真 6 慈聖寺 
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出典：建昌県旅遊局の資料 p.83. 
図 6－1 建昌県の資源の種類 
 
 東漢建安 12 年（公元 207 年）、遼寧省西部の少数民族は、中原戦乱により漢民族の 10
万戸余りを攄奪するとともに袁紹と結束し周辺境を侵略した。図 6－1 は、曹操が北征乌
桓と北方の統一等の図を示している。以上のように、建昌県は歴史的にも重要な地域であ
り、文化的な資源も潜在している。 
 
（2）都市近郊の状況 
都市近郊の対象地域である甘井子区は岔鞍村・棠梨村・柳樹村・劉家村の四つの地域か
らなる。具体的には表 6－1 のとおりである。各地域の概要は以下のとおりである。 
①岔鞍村は大連市の西部近郊にあり、旅順中路で全村が繋がり、総面積 28km2 である。
森林面積は 22 km2、果樹面積 1.4 km2、森林占有率 90％以上である。2006 年の村レベル
可処分所得は 1,000 万元で、一人当たりの収入は 6,000 元である。主に農業、工業、農業
観光を主流として、全村は 100 種余りの果物を生産し、“北方果物の郷”と称している。果
物狩りなどの観光活動は大連市の観光業にとって一つのブランドであり、2007 年前半にお
ける岔鞍村の観光客は 15 万人であり、観光収入は約 500 万元に達している。同時に、農
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民の収入増加、農業の発展、農産物の付加価値の拡大などにより経済的な効果も挙がって
いる。 
②棠梨村は大連市の西部旅順中路にあり、紅旗街道の五つの自然行政村の一つである。
面積は 9.6 km2 で、様々な中小企業が存在している。2001 年から棠梨村は、都市化への改
革を実施し始め、基礎的インフラ整備が実施されてきた。しかし、改革以来の経済開発に
より、かつての地域固有の特徴は消え、高層ビルと別荘が建築されている。 
③柳樹村は紅旗街道の西南にあり、総面積は 18 km2 である。改革開放以来、柳樹村は村
党委員会の指導のもとに、経済、環境、治安、文化等を変貌し、農民の生活も向上し、近
代化が進んでいる。 
④劉家村は 2008 年 9 月に正式に紅旗街道へ編入され、総面積は 8.19 km2である。2000
年以降、甘井子区による様々な栄誉称号を受賞し、大連市からも賞も授与されている。特
に、王林リンゴとサクランボ狩り園が有名である。また、甘井子区から農業現代化建設の
先進村と評価されている。第一次産業を中心に、第二次、第三次産業を補助産業として、
果物園総面積 1,800 畆であり、一人当たりの収入は 2007 年の時点で 4,000 元である。 
これらの地域の都市近郊は近代化し、地域空間の変貌は著しい。“山を破壊し、ビルを建
築”することがいたるところで行われている。このような都市近郊の観光開発の進行ととも
に農村の原風景は喪失しつつある（写真 7 を参照）。 
 
表 6－1 調査対象地域の都市近郊の基本データ 
項目 
調査対象地域の都市近郊の基本データ 
岔鞍村 棠梨村 柳樹村 劉家村 
区域総面積（km2） 28.0 9.6 18.0 8.19 
常住人口（人） 4,000 2,034 2,560 967 
戸数（戸） 1,000 721 1,000 273 
出典：大連市の観光局の統計データによる筆者作成 
 
   
写真 7 成園温泉山荘の工事現場 
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6.1.4 都市近郊地域と中山間地域の特徴と位置 
 
（1）両地域の特徴 
両地域の一般的な特徴としては、都市近郊では都市化が進み、農家数や耕地面積が減少
し、農業外所得で生活をしている農家が増加している。一方、中山間地域の住民における
平均年収は 2,032 元であり、農業外収入の平均は年収 5,837 元である。耕地面積の平均値
は 2.4 畆（16 アール）である。当然のことながら、耕地面積が多ければ多いほど農業収入
は多い。しかし、中山間地域は出稼ぎ人口が多いため、農業所得より農業外所得で生計を
立てている農家が多い。 
（2）調査対象地域の位置図 
 図 6－2 は調査対象地域の都市近郊と中山間地域の位置を示している。調査対象地域の
都市近郊とは、大連市内から柳樹村へ約 20 km 離れた地域である。近郊農村では市場経済
の発展につれ、近代化が進み、開発によって農村資源が減少しつつある。 
一方、調査対象地域の中山間地域とした建昌県は、遼寧葫芦島市の西北部にある。東側
は連山区興城市に臨接し、南側は綏中県、西北は凌源市、西南は河北省の清龍県に接して
いる。北側は喀左、朝陽両県に隣接している。この地域は経済発展が未だに遅れており、
農業が主要な産業のため豊かな農村資源や固有の伝統文化が現存している。 
 
 
出所：現地における案内図を基に筆者作成 
図 6－2 調査対象地域の位置図 
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（3）調査内容 
調査内容は、農村資源および観光開発を含む質問事項として、①農村資源の種類、②農
村地域の変貌とその背景と理由、③農村地域に関する理解と地域活性化のための政策、④
観光資源に対する関心・魅力の把握、⑤農村資源を活用した観光開発と農村経済への影響、
⑥中山間地域における観光開発の可能性、の 6 項目を設定した。表 6－2 に調査対象地域
の基本データを示してある。 
 
（4）調査対象地域の基本データ 
都市近郊と中山間地域の調査対象地域の基本データは、以下のとおりである。 
1）性別の調査結果でみると、都市近郊の回答者の割合は男性 64％、女性 36％であり、
中山間地域の回答者の割合は男性 88％、女性 12％であった。両地域とも男性の割合が、
女性より高い。 
2）年齢別の調査結果からみると、都市近郊の割合で最も多いのが 19～29 歳の回答者
40％であり、その次は 30～49 歳 35％に集中している。一方、中山間地域の割合は 30～
69 歳 82％に集中しており、19～29 歳の回答者は 6％しか占めなかった。 
3）家族構成からみると、都市近郊は 3 人家族が 40％で、独身が 28％、2 世帯同居 14％、
3 世帯同居 10％の順となっている。一方、中山間地域は都市近郊と違い、2 人家族 26％、
3 世帯同居 24％、2 世帯同居 21％、3 人家族 19％の順である。 
4）職業からみると、都市近郊では退職者 21％、会社員 19％、学生 19％、職人 13％、
企業管理者 12％の順である。中山間地域の回答者の中で最も多いのが農業 74％である。
これは都市近郊の職業が、多様だからである。 
5）教育レベルからみると、都市近郊は大学及び大学以上が 49％、大学専門が 31％、中
等高校及び高校が 19％を占めていた。中山間地域の回答者は教育レベルが低く、中等高校
及び高校が 25％、中学及び以下が 26％を占めている。 
表 6－3 は 1985～2005 年における中国農村住民の家庭労働力の教育レベルの比較を示
す。教育レベルの大学及び大学以上の農村住民の家族労働力が年々増加している傾向にあ
り、農村住民の大学専門、高校、中学校の家族労働力の教育レベルも年々増加している。
一方、小学校のみの卒業及び字が読めない農村住民の家族労働力は減少している。これは
調査対象地域の中山間地域の農村住民の教育レベルと一致している。中山間地域のアンケ
ート調査の回答者のなかで無回答者の 47.9％は、字が読めない小学生レベルの住民が多い
ものと思われる。中国の農村では地域によって、このような問題が少なくない。 
6）家族の年収からみると、中山間地域では 5 千元未満 19％、5 千～1 万元未満 51％、
1 万元～2 万元未満 14％、2 万元～3 万元未満 9％、3 万元以上 3％を占めていた。都市近
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郊では 5 千～1 万元未満 9％、1 万元～2 万元未満 22％、2 万元～3 万元未満 20％、3 万元
以上 25％を占めている。 
 
表 6－2 調査対象地域の基本データ 
基本データ 都市近郊 中山間地域 
対象地区と
回答者戸数 
甘井子区の柳樹村・劉家村・岔鞍村・
棠梨村の 4 地区 97 戸 
湯土溝村の 8 地区の 140 戸 
調査対象地域の基本データ   
性別 男性 64％、女性 36％ 男性 88％、女性 12％ 
年齢 
18 歳未満 0％、19～29 歳 40％、30～
39 歳 18％、40～49 歳 17％、50～59
歳 8％、60～69 歳 11％、70 歳以上 6％ 
18 歳未満 1％、19～29 歳 6％、30～
39 歳 13％、40～49 歳 23％、50～59
歳 34％、60～69 歳 12％、70 歳以上
8％ 
家族構成 
3 人家族 40％、独身 28％、2 世帯同居
14％、3 世帯同居 10％ 
2 人家族 26％、3 世帯同居 24％、2
世帯同居 21％、3 人家族 19％ 
職業 退職者 21％、会社員 19％、職人 13％ 農業 74％ 
教育レベル 
大学及び大学以上 49％、大学専門
31％、中等高校及び高校 19％ 
中等高校及び高校 25％、中学及び以
下 26％ 
家族の年収 
5 千～1 万元未満 9％、1 万元～2 万元
未満 22％、2 万元～3 万元未満 20％、
3 万元以上 25％ 
5 千元未満 19％、5 千～1 万元未満
51％、1 万元～2 万元未満 14％、2
万元～3万元未満 9％、3万元以上 3％ 
出所：筆者のアンケート調査による作成 
 
表 6－3 1985～2005 年に中国農村住民家庭労働力の教育レベルの比較（％） 
年度 大学及び大学以上 大学専門 高校 中学 小学 字が読めない 
1985 0.1 0.3 7.0 27.7 37.1 27.9 
1990 0.1 0.5 7.0 32.8 38.9 20.7 
1995 0.2 1.0 8.6 40.1 36.6 13.5 
2000 0.5 1.8 9.3 48.1 32.2 8.1 
2002 0.6 2.1 9.8 49.3 30.6 7.6 
2003 0.6 2.1 9.7 50.2 29.9 7.4 
2004 0.8 2.1 10.1 50.4 29.2 7.5 
2005 1.1 2.4 10.3 52.2 27.2 6.9 
出典：農村社会経済調査統計局（2006）「2006 中国農村住民調査年鑑」中国統計出版社 p.15. 
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出典：1978～2005 年「中国統計年鑑 2007 年」（中国統計出版社 2007 年版、p.345）、2007 年
のデータは「中華人民共和国 2007 年国民経済と社会発展統計広報」による筆者作成。 
図 6－3 1978～2007 年に農民一人当たりの収入の推移 
 
図 6－3 のように 1978～2007 年における農村住民の一人当たりの収入は 1978 年が 134
元であったが、2007 年には 4,140 元に増加しており、この 30 年間で増加率は約 30 倍に
なっている40。農民の収入増加に伴い、農村住民の可処分所得も増加している。農村住民
の一人当たりの宅地面積も増えており、1985 年の 14.7m2 から 2006 年には 30.7 m2へと
増加している。 
 
6.2 アンケート調査分析の結果と考察 
 
上述したアンケート調査の 6 項目に関する調査結果をもとに分析と考察を行った。以下、
その主な内容について言及する。なお、各項目における質問は複数回答で実施した。 
 
6.2.1 農村資源の種類 
図 6－4 は農村資源の種類を示している。中山間地域の農村資源として、「自然景観」と
答えた住民は 97％、「重要な生物多様性」が 3％を占めた。一方、都市近郊では「自然景
観」、「温泉資源」、「農村の景観」、「特産品」など多様な資源に関心が分散している。この
背景には中山間地域の住民が農村資源を「日常的に存在しているもの」として認識してい
ないことが指摘できる。言い換えれば、中山間地域ではこうした資源が日常の生活や営農 
                                                   
40 データ出典：1978～2005 年「中国統計年鑑 2007 年」（中国統計出版社 2007 年版、p.345）、2007
年のデータ出典は「中華人民共和国 2007 年国民経済と社会発展統計広報」を参考。 
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図 6－4 中山間地域・都市近郊の農村資源の種類 
 
活動に内部化されているといえる。また、都市近郊では農村資源に対して多様な価値を見
出していることがわかる。 
 
6.2.2 農村地域の変貌の理由と都市との格差 
 
（1）農村地域の変貌の背景と理由 
中国の農村地域は昔に比べて農村・農業を取り巻く状況は大きく変貌した。今後の経済
発展に伴い、さらに農村地域の変化は加速していくと考えられる。 
図 6－5 に農村地域が変貌した理由を示す。その理由として、「高齢化・農業の縮小」、「生
態系やエコシステムの破壊」、「農村景観の悪化」、「若者の流出」が、それぞれ 32％、30％、
21％、11％を占めている。一方、中山間地域では「若者の流出」が 33％、「都市との格差」
が 31％、「高齢化・農業の縮小」が 26％、「農村地域の重要性に対する認知の低下」が 8％
となっている。この結果をみると、両地域とも農村人口の高齢化とそれに伴う農業の衰退
や若者の都市への流出が高い関心事項となっている。これは中国を問わず多くの先進諸国
でも同様な問題として指摘できる。中山間地域では格差の拡大、都市近郊では生態系やエ
コシステムの喪失が指摘されている点でも、日本を含む多くの先進国と共通している。 
（2）都市と農村の格差の理由 
都市と農村の格差（図 6－6 参照）の理由として、都市近郊と中山間地域における「農
業の低収入」がそれぞれ 15％、26％、さらに「若者の農業離れ」については両地域がそれ
ぞれ 33％、23％、一方、「都市（市街地）の優先開発」はそれぞれ 3％、25％で両地域の
住民の開発優先に対する認識の違いが明確になっている。また、中山間地域では「農外収
入で生活する以外ない」が 19％を占め、中山間地域における農業の停滞と地域における少
ない雇用機会による若者の都市への流出が農業離れの一つの要因となっている。 
 
97 
31 
0 
25 21 
0 
22 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中山間地域
都市近郊
1.自然景観 2.温泉資源
3.特産品(農産品など) 4.伝統文化
5.食文化 6.重要な生物多様性
7.農村の景観 8.伝統的な技術(織物・クラフトなど)
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図 6－5 農村地域の変貌した理由 
 
 
図 6－6 都市との格差の理由 
 
6.2.3 農村地域に関する理解と地域活性化のための政策 
 
（1）農村・農業の現状 
農村の現状について、都市近郊と中山間地域は「農村と都市のバランスある開発が必要
である」との回答がそれぞれ 25％と 29％を占めた。両地域の住民は経済が著しく発展す
る一方で、農村と都市のバランスある開発を求めていることがわかる。 
（2）農村と都市のバランスある観光開発に必要な政策 
農村と都市のバランスのとれた開発手段の一つとして、観光開発（図 6－7 参照）に関
する質問に対して、「農村活性化のための政策の適用」が都市近郊と中山間地域でそれぞれ
25％、29％を占めた。しかし、「農村資源の有効活用」に対する回答は、都市近郊が 29％
であるのに対して、中山間地域 13％にとどまり、未だ中山間地域の住民は自分たちの地域
の農村資源の有効活用について認識が低いことがわかる。さらに、都市近郊は「若い人材
に対する起業家精神の育成」が 16％を占め、中山間地域がわずか 2％に過ぎない。これは
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中山間地域の住民に、農業の活性化や観光開発など他の経済活動に移行する意思が芽生え
ていない状況を示している。 
一方で、「農村の生活環境の改善、農業の後継者育成」についてはそれぞれ 7％、24％、
「都市住民と農村住民の交流」に対する回答はそれぞれ 11％、15％で、いずれも中山間地
域の方が都市近郊より高い。中山間地域が、農業の存続に対する危機感やその打開策を求
めていることの一つの現れでもある。 
（3）地域活性化の政策手段の提案 
農村地域活性化の政策手段の提案（図 6－8 参照）に関する質問に対して、都市近郊で
は「農村資源の有効利用の提案」42％、「農村資源を利用した観光開発」38％、「都市住民
に対する農村の重要性に対する認識の改革」15％となっている。中山間地域では「農村資
源の有効利用の提案」55％、「都市と農村の交流促進」28％、「都市住民に対する農村の重
要性に対する認識の改革」11％の順である。 
 
 
図 6－7 農村と都市のバランスある観光開発に必要な政策 
 
 
図 6－8 地域活性化の政策手段の提案 
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図 6－9 観光資源に対する関心・魅力の把握 
 
具体的な活性化のための政策手段に関して、中山間地域も地域資源の有効活 用のため
の政策手段の関心が高いことがわかる。これは都市近郊の住民にとっても同様な結果が得
られた。また、中山間地域の住民と都市近郊の住民に、農業に対する認識を深めてもらい
たい意思を示しており、中山間地域の活性化と併せて検討すべき課題といえよう。 
 
6.2.4 観光資源に対する関心・魅力の把握 
 
農村の観光的な魅力（図 6－9 参照）に関して、「自然と触れ合って、ゆっくり過ごすこ
と」と答えた住民は都市近郊で 22％、中山間地域で 9％であり、都市近郊の住民の回答率
が 2 倍以上となっている。「温泉等でリラックスすること」に対する回答も、都市近郊 18％
が中山間地域の 1％より 18 倍以上になっている。一方、中山間地域は、「農民・農村の伝
統文化を知っていること」が 8％と「お祭りや行事に参加すること」が 23％を示したのに
対し、都市近郊の住民は関心を示さなかった。また、「山歩きをすること」は両地域それぞ
れ 15％、14％とほぼ同じで、「自然を散策すること」はそれぞれ 37％、34％で、両地域と
も自然に親しむことでは大きな違いが見られなかった。 
 
6.2.5 農村資源を活用した観光開発と農村経済への影響 
 
（1）農村資源を活用した観光開発 
図 6－10 は、農村資源を活用した観光開発についての関心を示している。「農村の伝統・
文化」については都市近郊がわずか 2％であるのに対して、中山間地域は 30％を占めてい
る。また、「農村の自然景観」と答えたのは、都市近郊と中山間地域がそれぞれ 46％、37％
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であった。さらに、「子供の教育の場として有効」にという回答はそれぞれ 17％、14％、
「農村の食文化」について中山間地域が都市近郊より高い関心を示している。 
この結果から、中山間地域は地域資源が観光開発に有効であると認識しているのに対し
て、都市近郊の住民は観光資源としては自然環境を高く評価している。その一方で、中山
間地域の農村の伝統・文化や食文化についての認識が低いことがわかる。 
（2）農村資源を活用した観光開発の必要な手段 
農村資源を活用した観光開発を進めるために必要な手段について見る（図 6－11 参照）。
まず、「都市住民を含む住民参加による農村資源の評価」に関して、都市近郊と中山間地域
においてそれぞれ 1％、5％と両地域とも関心が低い。しかし、「政府と住民の開発に向け
た対話」の必要性についてはそれぞれ 1％、27％で、中山間地域の住民は観光開発に関す
る住民の理解を得るために対話の必要性を重視していることが伺える。 
 
 
図 6－10 農村資源を活用した観光開発 
 
 
図 6－11 農村資源を活用した観光開発の必要な手段 
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また、「都市住民の農村・農業に対する認識向上」についても中山間地域が 12％を占め
ているが、都市近郊の住民の関心は低い。この背景には、中山間地域では未だに政府に依
存する傾向が強く、都市近郊の住民は観光開発に関して、農村の自然資源に高い関心を示
していても農村・農業に対する認識の向上には結びついていないことが指摘された。 
一方、「農村のインフラ整備（道路、衛生など）」の必要性については、それぞれ 36％、
20％で関心が高く、特に、中山間地域では「宿泊施設の整備」の必要性を強く感じている。
これは都市近郊と中山間地域におけるインフラ整備の格差を考慮すれば当然と言えよう。
さらに、都市近郊の住民は「関係者の観光サービスに関する訓練と教育」について 31％、
「農村住民に対する起業家精神に関する教育」に関しても 17％がその必要性を感じている
が、逆に中山間地域では関心が低い。中山間地域の住民は農業のみに従事しているため、
地域資源をどのように活用すれば観光資源として使えるのかについて知識が不足している。
これに対し、都市近郊は雇用機会やビジネスチャンスが身近に存在していることから、起
業家精神や観光サービスに関する教育の必要性を身近に感じていると言ってよい。 
 
 
図 6－12 農村地域が有する資源を活用した観光開発の方法 
 
 
図 6－13  観光による農村経済への影響 
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（3）農村地域が有する資源を活用した観光開発の方法 
農村地域が有する資源を活用した観光開発の方法（図 6－12 参照）については、中山間
地域では「政府主導型開発」が 99％を占め、都市近郊は「都市と農村住民参加型開発」が
96％を占めている。この結果は上述したように、中山間地域では政府への依存度が強いか
らである。 
（4）農村観光による農村経済への影響 
農村観光による農村経済への影響（図 6－13 参照）については、「雇用の創出」が都市
近郊で 9％、中山間地域で 13％とほぼ一致しており、「自然景観と伝統文化の保全」に関
してはそれぞれ 31％、1％である。都市近郊は、農村地域の観光開発のためには自然景観
と伝統文化の保全が必要であると考えていることが窺える。「周辺の観光客の増加」は都市
近郊と中山間地域でそれぞれ 1％、24％で、この結果からみると、観光開発が進んでいる
都市近郊は観光客の増加について期待感が薄いことがわかる。さらに、「収入の増加」につ
いては都市近郊と中山間地域でそれぞれ 19％、46％を占め、中山間地域の住民が観光開発
により収入の増加を期待していることを示している。 
 
6.3 中山間地域における観光開発のあり方 
 
図 6－14 は、上記の調査結果を踏まえて、ここでは中山間地域の観光開発のあり方につ
いて言及する。中山間地域は自然景観、伝統・文化、生物多様性などに恵まれている。こ
うした中山間地域の資源を利・活用して雇用と所得の確保を図り、都市住民が週末や休暇
を農村で過ごし、また、農村集落に定住する社会を構築することを目指す必要がある。そ
のための開発の手段として農村の地域資源を活用した観光開発を進め、都市と農村の交流
を促進し、農村資源に新たな価値を創出することが必要である。 
まず、農村の現状をみると、高齢化、若者の流出や出稼ぎ、農地の荒廃、低い雇用機会、
農業の低収入、農業、農村資源（例えば、自然景観、伝統・文化特産物など）に対する認
識の低下などの問題が存在する。特に、こうした問題は中山間地域で顕著である。 
一方、中山間地域には上述した貴重な農村資源が存在し、それらを利・活用し、地域を
活性化するために新たな事業（食品事業、観光開発などの事業等）に挑戦することが求め
られる。 
また、農村資源の有効な活用は雇用機会の創出、所得の向上に貢献し、農村の地域住民
の連携強化にも貢献する。農村観光開発は、地域資源を有効に活用できる新たなビジネス
として期待できる。すなわち、地域固有の資源をいかにして新たな市場開発に結び付ける
ことができるかにかかっている。そのためには、市場における差別化と棲み分け（例えば、
ニッチ市場の形成）を促進することが重要である。具体的には、自然資源、景観、伝統文
化、地域特産物、伝統的な技術などの資源をうまく組み合わせて付加価値の向上を図るこ 
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中山間地域の持続可能な観光開発のあり方
農村の自然景観、伝統・文化、特産物などの農村資源を活用した観光開発を中心として
都市と農村の交流を促進し、中山間地域に雇用と所得を確保し、都市住民に対して自然
環境など新たな価値を提供する。
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図 6－14 中山間地域の持続可能な観光開発のあり方 
 
とである。また、需要側の都市住民の関心や嗜好に応じて、観光に“体験”や“学び”などの
学習の要素を取組んでいくことも必要となる。 
 
6.4 農村の観光開発の促進と課題 
 
上述のアンケート調査の分析結果をもとに、農村資源を活用した観光開発による地域活
性化を促進する主な課題として、以下の 3 点を指摘したい。 
（1）農村地域間の観光開発の格差 
都市近郊では都市部の経済発展に伴い、調査対象地域にみるように観光開発が積極的に
進められており、都市住民の観光開発に対する意識も高い。 
一方、中山間地域では豊かな農村資源に恵まれているものの、観光開発に対する認識が
低く消極的である。地域住民と行政が一体となって、観光開発が地域の雇用創出や所得増
加につながる可能性について議論と分析が必要である。 
（2）農村地域の観光開発に対する地域活性化の政策 
都市近郊と中山間地域のバランスのとれた発展が求められる。特に、中山間地域は近代
化から取り残され、農業で生計を立てている人口が多い。まず農業分野の近代化、生産物
に対する付加価値の付与、特産物の加工や販路の拡充などを通じて、地域の活性化を図る
ことが観光開発促進の基盤となる。農村地域において観光開発を促進するためには、地域
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の農業をはじめとする伝統的な産業の活性化や新たなビジネスモデル確立のための政策
が並行的に進めなければならない。 
（3）都市住民に対する農村資源の価値と持続可能な開発の必要性に関する認識の向上 
中国の農村は世界に誇れる資源が多い。例えば、長い時間をかけて築かれた棚田の景観、
水利用の技術、生物多様性と人間の健康に関する伝統的知識など貴重な資源や知識が存在
している。 
こうした農村資源は、近い将来中国国民にとって貴重な観光資源になることが期待され
る。そのため、人々の農村資源に対する認識の向上と政府による持続可能な開発と保全政
策が求められる。 
 
6.5 本章のまとめ 
 
本章では、農村資源の持続可能な観光開発の可能性について、都市近郊と中山間地域に
おけるアンケート調査を実施して入手したデータ分析を行った。以下に各項目の分析結果
を基に、都市近郊と中山間地域の比較について総括する。 
（1）中国の農村地域は豊かな地域資源に恵まれているが、中山間地域の住民はそうした
資源に対する認識が低い状況にある。中山間地域の住民にとって自然資源、景観、伝統・
文化などは日常の生活や活動の中に組み入れられており、その希少性や価値を認識するに
至っていない。 
（2）経済発展に伴い、都市近郊と中山間地域の経済的な格差が拡大しつつある。特に、
中山間地域では、若者の都市への流出、少ない雇用機会、農業の衰退などが進行しつつあ
り、両地域のバランスある開発が必要である。そのためには、いかに地域資源を活性化の
ために有効に利・活用できるのか、にかかっていると言っても過言ではない。 
（3）農村の活性化政策に関しては、両地域とも政策の必要性について認識しているもの
の、中山間地域では農村資源の有効な活用やそのための起業家精神の育成に関して関心が
低い。中山間地域における農村資源を活用した市場開発が進んでいないことが、その背景
にある。一方で、農村地域の生活環境の改善や農業後継者の育成に関心が高いのは当然と
いえる。 
（4）農村資源に関する関心や魅力については、「自然に触れ合うこと」、「リラックスでき
ること」など両地域で共通の関心事項も観察されるが、都市近郊では農村の伝統・文化に
興味を示していない。その背景には、住民が経済発展の進む中で、新たな社会的及び経済
的な価値を見出していることも一因であると考えられる。 
（5）農村資源を活用した観光開発の可能性については、中山間地域においては、景観な
どの自然資源、農村の伝統・文化、食文化などを観光に活用したい意向が強く、これに対
して都市近郊では自然資源を観光開発に結び付ける考えが強い。これは、上記（4）で論
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じたように、都市住民が伝統・文化に興味を示していない点と一致している。 
一方、中山間地域は、自らの農村資源を観光開発に結び付けるためには政府の支援を必
要としており、いまだに伝統的な政府依存型の傾向が残っていると言える。これには起業
家精神の欠如などが背景にある。一方、都市近郊は民間主導による観光開発を選好してお
り、市場志向型と言える。 
さらに、観光開発の経済面における影響に関しては、当然のことながら雇用の促進や収
入の増加については両地域とも関心が高い。特に、中山間地域では観光開発による観光客
増加に期待する意見が強い。 
（6）最後に、中山間地域における観光開発の可能性について、まず農村資源の価値を認
識し、それをいかに観光開発に結び付けるかについて分析することが必要である。特に、
需要する都市住民が農村資源にどのような関心を持っているのか、について把握する必要
があり、その結果により地域の特色を生かし差別化された市場開発に挑戦すべきである。 
以上のことから、農村資源を活用した観光開発は、特に中山間地域にとって新たな雇用
の創出や所得の向上などの手段として有効であると言える。その実現に向けて、地域住民
の指導性の発揮と適切な政府の関与、例えば、観光開発のスタートアップ時における資金
貸与などの支援が求められる。農村の観光開発は両地域にとって収入の増加、雇用の創出、
地域の活性化に貢献すると考えられる。 
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第 7 章 都市住民における農村観光開発の意識調査の分析と結果 
―大連市を中心に― 
 
 
 
7.1 調査の背景と目的 
 
近年、中国の目覚ましい経済発展に伴い、都市住民が豊かになり生活スタイルが変わり
つつある。農村観光は豊かになった人々を対象としたサービスであり、農村及び都市地域
の経済発展と人々の生活消費レベルとの間に密接な関係がある。従って、経済発展の水準
と人々の可処分所得状況の違いにより、地域における農村観光に対する認識も異なる。前
田（1996）41によれば、「その道を往来した人々は今日言うところの観光客ではなかったが、
往来した人々がもたらした社会文化的な効果からみた場合、まさに国際交流の原形である
とともに、国際観光の原点であったといっても過言ではない。21 世紀に入って後、農村観
光が地域社会と地域住民の生活に定着し、経済的要因や人の移動によって、急激な変化を
地域社会にもたらしている」と指摘している。 
本調査は、中国の農村地域の豊かな観光資源をいかに観光開発として利・活用し、農村
地域の観光資源を都会の人々を対象に、観光という視点から評価することを目的としてい
る。農村地域の持続可能な観光開発という切り口から、都市住民が抱く農村地域の自然景
観や伝統文化などに対する関心の実態を把握し、農村地域の将来の持続可能な観光開発を
実現するための期待と可能性を探ることにある。 
このような背景から、大連の都市住民を中心として、アンケート調査を実施し、調査対
象者の属性と調査質問項目に関してクロス集計分析を行った。 
 
図 7－1 は、1994～2011 年における都市住民の国内観光の現状を示している。1994 年
の都市住民の観光者数は 2.1 億人であり、2011 年には 16.9 億人に達し、その伸び率は 8.0
倍である。消費額は 1994 年に 848.2 億元であり、2011 年に 14,808.6 億元を突破し、そ
の伸び率は 17.5 倍に達する。都市住民の国内観光市場は年々増加し、一人当たりの消費額
も増加傾向にある。特に、2005 年以降の増加が顕著である。この背景には、中国の経済発
展につれて、都市住民が豊かになり人々の生活スタイルが変わってきたからである。 
 
                                                   
41 前田 勇編（1996）『現代観光学の展開』学文社 p.152. 
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出典：国家旅遊局各年統計年鑑をもとに筆者作成 
図 7－1 1994～2011 年における都市住民の国内観光の現状 
 
 
出所：大連市投資案内資料による筆者作成 
図 7－2 大連市の位置図 
 
表 7－1 2006～2010 年の戸籍人口の推移  （単位:万人） 
年次 総人口 農業人口 非農業人口 
2006 572.1 243.2 328.9 
2007 578.2 241.4 336.8 
2008 583.4 235.5 347.8 
2009 584.8 227.0 357.8 
2010 586.4 222.9 363.6 
出典：大連統計年鑑、大連市統計公報各年の資料による筆者作成 
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7.2 アンケート調査の概況 
 
7.2.1 大連市の概要と農村の観光資源の分類 
 
（1）大連市の概要 
遼寧省大連市は遼東半島の最南端に位置し、三方を海に囲まれている中国北地方最大の
港湾都市である。大連市（図 7－2 を参照）は中山区、西崗区、沙河口区、甘井子区、旅
順区、金州区の 6 つに分かれており、普蘭店市、瓦房店市、庄河市の 3 県レベル市と 1 つ
の長海県からなっている。総面積は 12,574km2 で、市内の面積は 2,414.96km2である。総
人口は約 580 万人、市内人口は約 260 万人である。緯度は日本の仙台とほぼ同じで、東経
120°58´ないし 121°31´、北緯 38°43´ないし 40°10´である。 
表 6－1 は 2006～2010 年の戸籍人口の推移を示している。総人口でみると 2006 年にお
いて 572 万人であり、2010 年には 586 万人となり、その増加率は 1.02 倍である。そのう
ち、非農業人口はそれぞれ 329 万人と 364 万人で、その増加率は 1.11 倍である。一方、
農業人口はそれぞれ 243 万人と 223 万人で、0.92 倍の減少をしている。 
 
（2）農村の観光資源の分類 
農村の観光資源に関してさまざまな分類方法が存在するが、中国国家旅遊局によると、
観光資源の特徴による評価の基準を次の 4 分類にまとめている42。 
①稀有である観光資源 
②悠久である観光資源 
③歴史的な観光資源 
④異なる生活・文化環境を有する観光資源 
また、中国科学院地理研究所（1990）43は「中国観光資源調査分類表」を作成し、中国
の観光資源を①地系類、②水系類、③生物類、④気候・気象類、⑤歴史類、⑥近現代類、
⑦文化、娯楽、スポーツ類、⑧風俗類に、と 8 つに分類している。さらに、1992 年には
観光資源の開発と利用のニーズを考慮し、これらを①地理的景観類、②水系的景観類、③
生態系的景観類、④古跡と建築類、⑤レジャー、娯楽類、⑥ショッピング類、の 6 分類に
分けている。 
以上の分類を参考にして、本調査では、農村観光の発展及び地域の特質を加味して、農
村資源を①自然景観、②温泉資源、③特産品（農産物など）、④伝統・文化、⑤食文化、⑥
貴重な生物多様化、⑦農村の景観、⑧伝統的な技術（織物、クラフト等）の 8 項目に分類
した。 
                                                   
42 殷少明・安果・劉志林（2004）『新疆旅遊業発展研究』新疆人民出版社 p.204. 
43 丁季華（1999）『旅遊資源学』上海三聯書店 p.30. 
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 7.2.2 アンケート調査の内容と方法 
 
現地調査は、2011 年 9 月に事前に準備した調査票をもとに遼寧省大連市の都市住民を対
象に、対面法によりアンケート調査を実施した。回収した調査票の総数は、217 名であっ
た。 
 
（1）調査対象者の個人属性 
調査内容として、まず基本質問項目として、以下に示す性別、年齢、職業、家族構成、
教育レベル等を設定した。これらの属性に関する統計量を表 7－2 に示す。 
1）性別：男性 49.3％、女性 43.3％で、男性による回答者が多い。 
2）年齢：年齢分布は 19～29 歳が 36.4％で、30～39 歳が 30.4％である。19～49 歳の回
答者が 66.8％を占めた。 
3）職業：会社員が 23.5％と最も多く、その他 13.4％、職人と企業管理者両方とも 12.9％、
専門技術者 8.8％、退職者 7.8％、教師と学生両方とも 5.1％、農業 4.1％の順になった。
多種な職種に属する人々から回答を得た。 
4）家族構成：家族構成は 3人家族が 40.1％と最も多く、2人家族が 20.3％、独身が 12.4％、
2 世帯同居が 12.0％、3 世帯同居が 11.5％、その他が 3.2％の順になっている。 
5）教育レベル：大学専門 35.0％、大学及び大学本科以上 29.5％、中等高校及び高校 23.0％
で合計が 87.5％となり、全体の 9 割弱が高い教育を受けている。 
 
表 7－2 アンケート調査の個人属性の統計量 
分類 調査項目 
性別 男性 49.3％、女性 43.3％、無回答 7.4％ 
年齢 
18 歳未満 5.5％、19～29 歳 36.4％、30～39 歳 30.4％、40～49 歳
14.3％、50～59 歳 6.9％、60～69 歳 3.7％、70 歳以上 2.8％ 
職業 
農業 4.1％、公務員 6.5％、会社員 23.5％、専門技術者 8.8％、職人
12.9％、企業管理者 12.9％、教師 5.1％、退職者 7.8％、学生 5.1％、
その他 13.4％ 
家族構成 
2人家族20.3％、3人家族40.1％、2世帯同居12.0％、3世帯同居11.5％、
独身 12.4％、その他 3.2％ 
教育レベル 
大学及び大学本科以上 29.5％、大学専門 35.0％、中等高校及び高校
23.0％、中学及び以下 8.3％、その他 4.1％ 
出典：筆者のアンケート調査をもとに作成 
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7.3 アンケート調査の分析と結果 
 
都市住民を対象として農村地域の持続可能な観光開発を含む質問事項として、①農村観
光開発の現状理解、②都市と農村のバランスのとれた開発の政策と地域活性化のための政
策提案、③属性による農村地域の観光資源に対する関心・魅力と、農村観光開発による農
村経済への期待、④都市住民による観光資源を活用した観光開発の考え方と、農村観光開
発の方法と手段⑤都市住民の農村観光開発に対する意見、の 5 項目を設定した。なお、各
項目における質問は複数回答で実施した。 
 
7.3.1 農村観光開発の現状理解 
 
 図 7－3 に農村の現状をどう理解するかについて、「農村と都市のバランスある開発が必
要である」と回答した都市住民が 67.3％を占め、「農村は現状のままでよい」と回答した
都市住民が 19.8％であり、「農村の開発は後回しでもよい」と回答した都市住民が 12.9％
である。以上のことから、都市住民は農村と都市のバランスある開発が必要であると認識
しており、農村観光開発もこうしたバランスある開発の必要性が求められる。 
 
農村は現状
のままでよ
い, 19.8% 
農村の開発
は後回しで
もよい,12.9% 
農村と都市
のバランス
ある開発が
必要であ
る, 67.3 %
 
図 7－3 農村地域の現状 
 
7.3.2 都市と農村のバランスある開発政策と地域活性化のための政策提案 
 
都市と農村のバランスある開発の政策としては、「農村地域の観光資源の有効活用」が
14.2％、「農村の生活環境の改善、農業の後継者育成」が 13.5％、「農民をはじめ農村・農
業に対する理解」と「都市住民と農村住民の交流」がそれぞれ 12.2％、12.8％を占めた。
「農村活性化のための政策の適用」、「都市住民の農村・農業に対する理解」、「食料供給地
としての地位の確保」がそれぞれ 10.9％、10.3％、10.7％である。また、「若い人材に対
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する起業家精神の育成」が 7.9％、「政府と住民による活性化に向けた取り組み」が 7.5％
で、今回調査では都市住民が農村地域の活性化政策に対して関心が薄い結果となった。 
さらに、地域活性化のための政策手段に関する提案として、「農村地域の観光資源の有
効利用の提案（例えば、自然・景観、伝統・文化など）」が 26.0％で、「農村地域の観光資
源を利用した観光開発（例えば、自然・景観、伝統・文化など）」が 20.7％、「食料の供給
と質の高い食品の供給地」と「都市住民に対する農村の重要性に対する認識の改革」がそ
れぞれ 18.5％、18.2％であり、「都市と農村の交流」が 16.5％となっている。 
 
7.3.3 属性による農村地域の観光資源に対する関心・魅力と農村観光開発による農村経済
への期待 
 
属性による農村地域の観光資源に対する関心・魅力と、農村観光開発による農村経済へ
の期待に関して、表 7－3 に示す属性によるクロス集計分析を行った。各属性別の特徴は
以下のとおりである。 
（1）性別からみると、男性は「自然景観」と「温泉資源」がそれぞれ 20.2％、21.2％、「特
産品」と「農村の景観」がそれぞれ 16.9％、14.5％、女性は「温泉資源」が 23.2％と「自
然景観」が 20.7％で、いずれも男性と女性の割合は大きな差が見られない。 
（2）年齢でみると、19～29 歳の都市住民の農村地域の観光資源に対する関心は「温泉資
源」が 21.9％、「自然景観」が 20.7％、「特産品」と「農村の景観」がそれぞれ 16.8％、
16.4％となっている。30～39 歳では「温泉資源」が 24.2％、「自然景観」と「特産品」が
それぞれ 18.1％と 17.6％で、40～49 歳の農村地域の観光資源に対する関心は「自然景観」、
「温泉資源」と「特産品」に集中している。いずれの年齢層も農村地域の「自然景観」と
「温泉資源」、「特産品」と「農村の景観」に関心を示している。 
（3）職業からみると、公務員は農村地域の観光資源について「温泉資源」が 33.3%、「自
然景観」が 22.2％、「農村の景観」が 19.4％、「特産品」が 13.9％と関心があり、職人も
公務員と同様な傾向を示しており、企業管理者は「温泉資源」が 25.0％、「特産品」が 22.4％、
「自然景観」が 19.7％を示している。 
（4）家族構成でみると、2 人家族は「温泉資源」と「自然景観」に対してそれぞれ 25.0％、
23.5％で、「特産品」と「農村の景観」に関して両項目とも 16.2％を占めた。一方、3 人家
族は「温泉資源」と「自然景観」がそれぞれ 21.6％、19.8％、「特産品」と「農村の景観」
は 17.7％、13.8％であった。2 人家族と 3 人家族の割合は全体の 59.0％を占めている。 
（5）教育レベルからみると、大学本科及びそれ以上と中等高校及び高校の教育レベルは
「温泉資源」それぞれ 22.1％、17.2％と「自然景観」がそれぞれ 20.3％、21.1％、一方、
大学専科レベルは「温泉資源」25.0％に関心を示した。いずれも「温泉資源」に関心を示
したが、明確な理由が指摘できないのが興味深い。 
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以上のことから、都市住民における属性ごとの農村地域の農村地域の観光資源に対する
関心に大きな差はなく、全体的にみて、農村地域の「自然資源」、「温泉資源」、「特産品」、
「農村の景観」に集中している。一方、「伝統文化」、「食文化」、「貴重な生物多様性」、「伝
統的な技術」という農村地域の観光資源について関心が薄いことがわかる。この背後には、
都市住民が多忙の日々に対するストレス解消の方法として、農村地域に精神的な安らぎの
場を求めていることも一因として考えられる。 
 
表 7－3 属性による農村地域の観光資源の種類と関心度 
 
出典：筆者のアンケート調査をもとに作成 
 
合計
男性 75 20.2% 79 21.2% 63 16.9% 34 9.1% 24 6.5% 23 6.2% 54 14.5% 20 5.4% 372
女性 58 20.7% 65 23.2% 48 17.1% 18 6.4% 17 6.1% 16 5.7% 46 16.4% 12 4.3% 280
無回答 11 15.3% 15 20.8% 16 22.2% 5 6.9% 5 6.9% 5 6.9% 7 9.7% 8 11.1% 72
合計 144 19.9% 159 22.0% 127 17.5% 57 7.9% 46 6.4% 44 6.1% 107 14.8% 40 5.5% 724
18歳未満 8 28.6% 6 21.4% 3 10.7% 1 3.6% 2 7.1% 0 0.0% 7 25.0% 1 3.6% 28
19～29歳 53 20.7% 56 21.9% 43 16.8% 20 7.8% 14 5.5% 12 4.7% 42 16.4% 16 6.3% 256
30～39歳 41 18.1% 55 24.2% 40 17.6% 18 7.9% 15 6.6% 16 7.0% 30 13.2% 12 5.3% 227
40～49歳 24 21.2% 21 18.6% 20 17.7% 11 9.7% 9 8.0% 9 8.0% 13 11.5% 6 5.3% 113
50～59歳 7 17.1% 10 24.4% 7 17.1% 2 4.9% 1 2.4% 5 12.2% 7 17.1% 2 4.9% 41
60～69歳 7 25.9% 5 18.5% 5 18.5% 2 7.4% 2 7.4% 1 3.7% 4 14.8% 1 3.7% 27
70歳以上 4 16.0% 6 24.0% 2 8.0% 3 12.0% 3 12.0% 1 4.0% 4 16.0% 2 8.0% 25
合計 144 20.1% 159 22.2% 120 16.7% 57 7.9% 46 6.4% 44 6.1% 107 14.9% 40 5.6% 717
農業 6 18.8% 6 18.8% 5 15.6% 3 9.4% 1 3.1% 3 9.4% 6 18.8% 2 6.3% 32
公務員 8 22.2% 12 33.3% 5 13.9% 1 2.8% 1 2.8% 1 2.8% 7 19.4% 1 2.8% 36
会社員 36 19.5% 38 20.5% 36 19.5% 14 7.6% 13 7.0% 9 4.9% 27 14.6% 12 6.5% 185
専門技術者 11 18.0% 15 24.6% 9 14.8% 5 8.2% 4 6.6% 6 9.8% 7 11.5% 4 6.6% 61
職人 23 25.6% 19 21.1% 15 16.7% 8 8.9% 6 6.7% 5 5.6% 13 14.4% 1 1.1% 90
企業管理者 15 19.7% 19 25.0% 17 22.4% 4 5.3% 3 3.9% 5 6.6% 12 15.8% 1 1.3% 76
教師 8 14.5% 8 14.5% 9 16.4% 6 10.9% 5 9.1% 6 10.9% 7 12.7% 6 10.9% 55
退職者 8 18.2% 11 25.0% 6 13.6% 5 11.4% 5 11.4% 2 4.5% 6 13.6% 1 2.3% 44
学生 7 28.0% 6 24.0% 3 12.0% 1 4.0% 2 8.0% 0 0.0% 5 20.0% 1 4.0% 25
その他 21 19.1% 25 22.7% 15 13.6% 9 8.2% 6 5.5% 7 6.4% 16 14.5% 11 10.0% 110
合計 137 20.1% 153 22.4% 115 16.9% 53 7.8% 45 6.6% 41 6.0% 100 14.7% 38 5.6% 682
2人家族 32 23.5% 34 25.0% 22 16.2% 8 5.9% 7 5.1% 5 3.7% 22 16.2% 6 4.4% 136
3人家族 56 19.8% 61 21.6% 50 17.7% 26 9.2% 20 7.1% 17 6.0% 39 13.8% 14 4.9% 283
2世帯同居 14 18.4% 19 25.0% 10 13.2% 3 3.9% 4 5.3% 7 9.2% 14 18.4% 5 6.6% 76
3世帯同居 20 24.7% 18 22.2% 14 17.3% 7 8.6% 5 6.2% 5 6.2% 9 11.1% 3 3.7% 81
独身 16 15.1% 22 20.8% 18 17.0% 11 10.4% 8 7.5% 6 5.7% 17 16.0% 8 7.5% 106
その他 6 21.4% 4 14.3% 4 14.3% 2 7.1% 2 7.1% 3 10.7% 4 14.3% 3 10.7% 28
合計 144 20.3% 158 22.3% 118 16.6% 57 8.0% 46 6.5% 43 6.1% 105 14.8% 39 5.5% 710
大学及び
大学本科
以上
47 20.3% 51 22.1% 40 17.3% 18 7.8% 15 6.5% 12 5.2% 36 15.6% 12 5.2% 231
大学専門 46 19.8% 58 25.0% 39 16.8% 18 7.8% 12 5.2% 15 6.5% 31 13.4% 13 5.6% 232
中等高校
及び高校
27 21.1% 22 17.2% 11 8.6% 11 8.6% 4 3.1% 14 10.9% 20 15.6% 19 14.8% 128
中学及び
以下
3 15.8% 4 21.1% 2 10.5% 1 5.3% 3 15.8% 1 5.3% 3 15.8% 2 10.5% 19
合計 106 20.0% 91 17.2% 44 8.3% 52 9.8% 25 4.7% 57 10.8% 67 12.6% 88 16.6% 530
教
育
レ
ベ
ル
農村資源の種類
性別
年齢
職業
家
族
構
成
農村の景観 伝統的な技術
貴重な生物多
様性
食文化自然景観 温泉資源 特産品 伝統文化
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次に、表 7－4 に示す属性によるクロス集計分析をもとに農村地域に対する関心・魅力
について考察する。 
（1）性別からみると、男性は「自然と触れ合って、ゆっくり過ごすこと」、「自然を散策
すること」、「温泉等でリラックスすること」がそれぞれ 21.2％、16.3％、15.5％を占め、
「特産品を購買すること」、「農民・農村の伝統文化を知ること」がそれぞれ 12.1％、11.7％、
「山歩きをすること」、「地域の人々の生活様式に触れること」がそれぞれ 9.5％、9.1％と
いう順になっている。一方、女性の農村地域に関心の高い項目は「自然と触れ合って、ゆ
っくり過ごすこと」、「温泉等でリラックスすること」、「自然を散策すること」がそれぞれ
21.2％、19.4％、17.1％、逆に関心と魅力がない項目としては「地域の人々の生活様式に
触れること」が 6.5％、「お祭りや行事を参加すること」が 4.6％となった。いずれも男性
の方が、高い割合を占めている。これは中国では未だ男性の方が外出や旅行に出かける機
会や意向が強いことが反映されている結果とも取れる。 
（2）年齢でみると、19～29 歳の都市住民にとっての農村地域の魅力は「自然と触れ合っ
て、ゆっくり過ごすこと」が 20.7％、「温泉等でリラックスすること」が 16.4％、「自然を
散策すること」が 16.0％を占めた。30～39 歳では「自然と触れ合って、ゆっくり過ごす
こと」が 19.5％、「温泉等でリラックスすること」が 17.9％、「自然を散策すること」が
16.9％である。この回答における年齢層は 19～39 歳が全体の 73.2％を占め、一方、18 歳
未満と 70 歳以上の割合が少ない。 
（3）職業からみると、会社員の農村地域に対する関心は「温泉等でリラックスすること」
が 19.2%、「自然を散策すること」が 17.8％、「自然と触れ合って、ゆっくり過ごすこと」
が 17.1％、企業管理者にとっては「自然と触れ合って、ゆっくり過ごすこと」が 31.5％で
ある。農業従業者と学生の割合は少ない。 
（4）家族構成でみると、2 人家族の都市住民は「自然と触れ合って、ゆっくり過ごすこと」
が 23.7％、「温泉等でリラックスすること」及び「自然を散策すること」が同じで 16.7％、
3 人家族は「自然と触れ合って、ゆっくり過ごすこと」、「自然を散策すること」がそれぞ
れ 19.7％、18.4％で、「温泉等でリラックスすること」は 16.8％となった。2 人家族と 3
人家族の合計は、全体の 64.6％を占めている。 
（5）教育レベルからみると、大学本科及びそれ以上の教育レベルは「自然と触れ合って、
ゆっくり過ごすこと」が 19.8％、「温泉等でリラックスすること」が 16.2％、「自然を散策
すること」が 15.7％、「農民・農村の伝統文化を知ること」が 12.7％であった。また、大
学専門は「自然と触れ合って、ゆっくり過ごすこと」が 19.9％で、「自然を散策すること」、
「温泉等でリラックスすること」がそれぞれ 19.4％、17.7％である。一方、中学及びそれ
以下の割合が最も少なく全体の 3.6％にとどまった。 
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表 7－4 属性による農村地域に対する関心・魅力 
 
出典：筆者のアンケート調査をもとに作成 
 
最後に、表 7－5 に示す属性によるクロス集計分析をもとに、農村地域に対する観光開
合計
男性 56 21.2% 41 15.5% 24 9.1% 31 11.7% 12 4.5% 25 9.5% 32 12.1% 43 16.3% 264
女性 46 21.2% 42 19.4% 14 6.5% 17 7.8% 10 4.6% 25 11.5% 26 12.0% 37 17.1% 217
合計 102 21.2% 83 17.3% 38 7.9% 48 10.0% 22 4.6% 50 10.4% 58 12.1% 80 16.6% 481
18歳未満 6 37.5% 0 0.0% 1 6.3% 1 6.3% 1 6.3% 1 6.3% 4 25.0% 2 12.5% 16
19～29歳 44 20.7% 35 16.4% 23 10.8% 22 10.3% 8 3.8% 22 10.3% 25 11.7% 34 16.0% 213
30～39歳 38 19.5% 35 17.9% 10 5.1% 23 11.8% 12 6.2% 22 11.3% 22 11.3% 33 16.9% 195
40～49歳 15 19.7% 15 19.7% 6 7.9% 4 5.3% 1 1.3% 8 10.5% 9 11.8% 18 23.7% 76
50～59歳 4 10.8% 5 13.5% 4 10.8% 4 10.8% 4 10.8% 4 10.8% 7 18.9% 5 13.5% 37
60～69歳 4 28.6% 4 28.6% 1 7.1% 0 0.0% 0 0.0% 2 14.3% 2 14.3% 1 7.1% 14
70歳以上 0 0.0% 2 33.3% 0 0.0% 0 0.0% 2 33.3% 2 33.3% 0 0.0% 0 0.0% 6
合計 111 19.9% 96 17.2% 45 8.1% 54 9.7% 28 5.0% 61 11.0% 69 12.4% 93 16.7% 557
農業 4 25.0% 2 12.5% 1 6.3% 1 6.3% 2 12.5% 0 0.0% 3 18.8% 3 18.8% 16
公務員 7 21.2% 5 15.2% 4 12.1% 5 15.2% 1 3.0% 3 9.1% 3 9.1% 5 15.2% 33
会社員 25 17.1% 28 19.2% 12 8.2% 13 8.9% 7 4.8% 18 12.3% 17 11.6% 26 17.8% 146
専門技術者 12 23.5% 10 19.6% 3 5.9% 5 9.8% 3 5.9% 3 5.9% 7 13.7% 8 15.7% 51
職人 15 20.5% 11 15.1% 6 8.2% 8 11.0% 3 4.1% 11 15.1% 8 11.0% 11 15.1% 73
企業管理者 28 31.5% 14 15.7% 5 5.6% 8 9.0% 3 3.4% 8 9.0% 8 9.0% 15 16.9% 89
教師 5 14.7% 6 17.6% 3 8.8% 4 11.8% 3 8.8% 2 5.9% 5 14.7% 6 17.6% 34
退職者 5 21.7% 5 21.7% 2 8.7% 2 8.7% 3 13.0% 4 17.4% 1 4.3% 1 4.3% 23
学生 4 33.3% 0 0.0% 1 8.3% 1 8.3% 0 0.0% 1 8.3% 4 33.3% 1 8.3% 12
その他 15 17.4% 14 16.3% 8 9.3% 7 8.1% 3 3.5% 11 12.8% 12 14.0% 16 18.6% 86
合計 120 21.3% 95 16.9% 45 8.0% 54 9.6% 28 5.0% 61 10.8% 68 12.1% 92 16.3% 563
2人家族 27 23.7% 19 16.7% 11 9.6% 12 10.5% 4 3.5% 9 7.9% 13 11.4% 19 16.7% 114
3人家族 48 19.7% 41 16.8% 18 7.4% 27 11.1% 7 2.9% 33 13.5% 25 10.2% 45 18.4% 244
2世帯同居 12 19.7% 12 19.7% 3 4.9% 5 8.2% 5 8.2% 5 8.2% 10 16.4% 9 14.8% 61
3世帯同居 14 20.9% 14 20.9% 6 9.0% 3 4.5% 5 7.5% 7 10.4% 9 13.4% 9 13.4% 67
独身 9 14.5% 10 16.1% 5 8.1% 6 9.7% 6 9.7% 7 11.3% 9 14.5% 10 16.1% 62
その他 1 16.7% 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0% 2 33.3% 1 16.7% 6
合計 111 20.0% 96 17.3% 44 7.9% 53 9.6% 28 5.1% 61 11.0% 68 12.3% 93 16.8% 554
大学及び
大学本科
以上
39 19.8% 32 16.2% 17 8.6% 25 12.7% 10 5.1% 21 10.7% 22 11.2% 31 15.7% 197
大学専門 37 19.9% 33 17.7% 14 7.5% 15 8.1% 8 4.3% 21 11.3% 22 11.8% 36 19.4% 186
中等高校
及び高校
27 21.1% 22 17.2% 11 8.6% 11 8.6% 4 3.1% 14 10.9% 20 15.6% 19 14.8% 128
中学及び
以下
3 15.8% 4 21.1% 2 10.5% 1 5.3% 3 15.8% 1 5.3% 3 15.8% 2 10.5% 19
合計 106 20.0% 91 17.2% 44 8.3% 52 9.8% 25 4.7% 57 10.8% 67 12.6% 88 16.6% 530
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発がもたらす農村経済への期待について考察する。 
（1）性別からみると、男性は「雇用の創出」が 21.2％、「収入の増加」、「地域の活性化」
がそれぞれ 17.4％、14.8％、「都市と農村の交流」、「特産品の市場拡大」がそれぞれ 13.6％、
12.7％であり、「周辺の観光客の増加」が 11.0％、「自然景観と伝統文化の保全」が 9.3％ 
 
表 7－5 農村観光開発による農村経済への期待 
 
出典：筆者のアンケート調査をもとに作成 
 
合計
男性 50 21.2% 30 12.7% 22 9.3% 26 11.0% 32 13.6% 41 17.4% 35 14.8% 236
女性 29 16.4% 12 6.8% 30 16.9% 27 15.3% 25 14.1% 37 20.9% 17 9.6% 177
合計 79 19.1% 42 10.2% 52 12.6% 53 12.8% 57 13.8% 78 18.9% 52 12.6% 413
18歳未満 5 32.9% 2 13.2% 2 13.2% 1 6.6% 3 19.7% 2 14.5% 0 0.0% 15
19～29歳 29 16.8% 17 9.8% 25 14.5% 26 15.0% 24 13.9% 29 16.8% 23 13.3% 173
30～39歳 31 17.6% 21 11.9% 23 13.1% 17 9.7% 25 14.2% 33 18.8% 26 14.8% 176
40～49歳 16 22.5% 8 11.3% 6 8.5% 12 16.9% 6 8.5% 16 22.5% 7 9.9% 71
50～59歳 6 19.4% 3 9.7% 5 16.1% 4 12.9% 4 12.9% 6 19.4% 3 9.7% 31
60～69歳 3 26.0% 1 7.9% 1 7.9% 1 7.9% 1 7.9% 3 26.8% 2 15.7% 13
70歳以上 0 0.0% 2 25.0% 0 0.0% 2 25.0% 2 25.0% 0 0.0% 2 25.0% 8
合計 90 18.5% 54 11.1% 62 12.7% 63 12.9% 65 13.3% 90 18.4% 63 12.9% 487
農業 5 31.3% 1 6.3% 2 12.5% 1 6.3% 2 12.5% 5 31.3% 0 0.0% 16
公務員 6 20.7% 3 10.3% 1 3.4% 3 10.3% 2 6.9% 7 24.1% 7 24.1% 29
会社員 18 13.4% 20 14.9% 20 14.9% 20 14.9% 18 13.4% 20 14.9% 18 13.4% 134
専門技術者 11 29.7% 3 8.1% 2 5.4% 4 10.8% 3 8.1% 9 24.3% 5 13.5% 37
職人 10 14.3% 7 10.0% 12 17.1% 9 12.9% 14 20.0% 11 15.7% 7 10.0% 70
企業管理者 16 26.2% 4 6.6% 7 11.5% 5 8.2% 7 11.5% 12 19.7% 10 16.4% 61
教師 7 21.2% 4 12.1% 4 12.1% 4 12.1% 4 12.1% 6 18.2% 4 12.1% 33
退職者 2 9.1% 2 9.1% 3 13.6% 7 31.8% 3 13.6% 2 9.1% 3 13.6% 22
学生 3 27.3% 2 18.2% 1 9.1% 1 9.1% 3 27.3% 1 9.1% 0 0.0% 11
その他 11 15.7% 8 11.4% 10 14.3% 9 12.9% 8 11.4% 15 21.4% 9 12.9% 70
合計 89 18.4% 54 11.2% 62 12.8% 63 13.0% 64 13.3% 88 18.2% 63 13.0% 483
2人家族 19 20.2% 9 9.6% 13 13.8% 9 9.6% 11 11.7% 17 18.1% 16 17.0% 94
3人家族 34 16.6% 24 11.7% 30 14.6% 31 15.1% 30 14.6% 36 17.6% 20 9.8% 205
2世帯同居 14 26.4% 4 7.5% 5 9.4% 6 11.3% 4 7.5% 13 24.5% 7 13.2% 53
3世帯同居 13 19.1% 8 11.8% 5 7.4% 8 11.8% 9 13.2% 14 20.6% 11 16.2% 68
独身 8 15.1% 7 13.2% 7 13.2% 7 13.2% 9 17.0% 6 11.3% 9 17.0% 53
その他 1 12.5% 2 25.0% 1 12.5% 1 12.5% 1 12.5% 2 25.0% 0 0.0% 8
合計 89 18.5% 54 11.2% 61 12.7% 62 12.9% 64 13.3% 88 18.3% 63 13.1% 481
大学及び
大学本科
以上
32 18.5% 20 11.6% 24 13.9% 18 10.4% 25 14.5% 29 16.8% 25 14.5% 173
大学専門 27 15.9% 20 11.8% 25 14.7% 24 14.1% 21 12.4% 30 17.6% 23 13.5% 170
中等高校
及び高校
21 20.2% 11 10.6% 11 10.6% 14 13.5% 13 12.5% 22 21.2% 12 11.5% 104
中学及び
以下
6 35.3% 1 5.9% 1 5.9% 2 11.8% 3 17.6% 4 23.5% 0 0.0% 17
合計 86 18.5% 52 11.2% 61 13.1% 58 12.5% 62 13.4% 85 18.3% 60 12.9% 464
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という順になっている。一方、女性は「収入の増加」が 20.9％、「自然景観と伝統文化の保全」、
「雇用の創出」がそれぞれ 16.9％、16.4％、「特産品の市場拡大」が 6.8％となった。これも男
性の方が高い割合を占め、農村家族において収入に直接かかわる男性の方が農村経済の活性化
に関心が高いことが指摘できる。 
（2）年齢でみると、19～29 歳の都市住民に対する農村観光開発の経済への影響は「雇用の創
出」と「収入の増加」が同じで両方とも 16.8％で、「特産品の市場拡大」が 9.8％で農村地域の
経済への影響が最も少ないと考えられている。30～39 歳の都市住民は「収入の増加」が 18.8％、
「雇用の創出」が 17.6％、「周辺の観光客の増加」が 9.7％で影響が低いことがわかる。年齢層
でみると 19～40 歳は全体の 86.7％で最も高い割合である。18 歳未満と 70 歳以上の割合は少
ない。 
（3）職業からみると、会社員は農村観光開発の経済への影響が全体の 27.7％、職人と企業管
理者は全体のそれぞれ 14.5％と 12.6％である。農業と学生の割合が最も少ない。 
（4）家族構成でみると、2 人家族の都市住民は「雇用の創出」が 20.2％、「収入の増加」が 18.1％、
「地域の活性化」が 17.0％、「特産品の市場拡大」と「周辺の観光客の増加」が最も少なく両
方とも 9.6％である。3 人家族は「収入の増加」、「雇用の創出」がそれぞれ 17.6％、16.6％で
最も高く、「地域の活性化」が 9.8％である。これらの関心は、3 人家族の割合の方が少ない。 
（5）教育レベルからみると、大学本科及びそれ以上の教育レベルは「雇用の創出」が 18.5％、
「収入の増加」が 16.8％、「周辺の観光客の増加」が 10.4％を占めた。大学専門レベルの都市
住民は「収入の増加」が 17.6％、「雇用の創出」が 15.9％、「特産品の市場拡大」が 11.8％で
最も少ない。中学及びそれ以下の割合は全体の 3.7％に過ぎない。 
 
7.3.4 都市住民の農村地域の観光資源を活用した観光開発の考え方、農村観光開発の方法と
手段 
 
図 7－4 は、都市住民の農村地域の観光資源を活用した観光開発の考え方に関する質問
に対する回答を示している。都市住民が「農村地域の観光資源は農村観光開発に有効で地
域活性化につながる」と答えた人が 69.6％を占め、「観光資源となるような農村地域の観
光資源がない」と答えた人は 19.4％、「観光開発しても活性化の効果がない」と答えた人
は 11.1％であった。多くの都市住民が農村地域の観光資源を有効に活用した観光開発が、
農村地域の活性化になると考えていることがわかる。 
一方、図 7－5 は農村地域が有する資源をどのような方法で観光開発したらよいかとい
う質問に対して、都市住民は「政府主導型開発」が 52.7％、「都市と農村住民参加型開発」
が 22.7％、「農村地域住民主導型開発」が 20.0％、「民間企業主導型開発」が 4.7％という
順になった。都市住民の多くは農村観光開発の方法として「政府主導型開発」の必要性を
認識しており、依然として政府への依存度が高いことが指摘できる。また、「都市と農村住 
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図 7－4 農村観光開発の考え方 
 
 
図 7－5 観光開発の方法 
 
民参加型開発」と「農村地域住民主導型開発」と両者の合計が全体の 40％以上を占めてい
る点は注目に値する。これは農村地域の観光資源を有効に利・活用するためには、都市住
民と農村住民とのコミュニケーションにより、両者が協調して開発の方法を模索すべきで
あるという基本的な考えを示していると捉えることができる。 
また、図 7－6 に示す農村地域の観光資源を活用した観光開発を進めるための手段に関
する質問に関して、「農業をしっかり守り生活基盤とすること」が 18.7％、「住民参加 （都
市住民を含めた）による農村地域の観光資源の評価」、「農村のインフラ整備（道路、衛生
など）」がそれぞれ 14.1％、14.4％であった。また、「宿泊施設の整備」が 11.2％、「先進
国の事例（例えば、ヨーロッパ諸国）を学ぶべき」が 10.6％、「関係者の観光サービスに
関する訓練、教育」が 9.4％で、「都市住民の農村・農業に対する認識向上」と「政府と住
民の開発に向けた対話」が両者とも 8.6％となった。一方、都市住民の観光開発の手段に
関して「農村住民に対する起業家精神に関する教育」が 4.3％で最も少なかった。これは
観光開発を行う前に、農業活動の健全な維持や農村における必要なインフラ整備を優先す
べきという判断も働いていると想定される。また、起業家精神の育成に対する関心の向上
のためには、地域住民に対する地域活性化方策に関する住民自らの活動に対する発意と工
夫及びその成果などについて、まず理解を深めていくことが求められる。 
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図 7－6 観光資源を活用した観光開発の考え方 
 
 
図 7－7 農村観光開発の方法と手段 
  
さらに、図 7－7 は農村観光開発の方法と手段に関する質問に対する回答を示している。
これによると、「農村地域の観光資源の有効活用」が 14.2％で最も多かった。続いて「農
村の生活環境の改善、農業の後継者育成」が 13.5％、「都市住民と農村住民の交流」と「農
民をはじめ農村・農業に対する理解」がそれぞれ 12.8％と 12.2％であった。また、「農村
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活性化にための政策の適用」、「食料供給地としての確保」、「都市住民の農村・農業に対す
る理解」がそれぞれ 10.9％、10.7％、10.3％である。そして、低い回答は「政府と住民に
よる活性化に向けた取り組み」が 7.5％、「若い人材に対する起業家精神の育成」が 7.9％
である。都市住民は、農村観光開発の方法と手段として、政府による支援や若者の人材育
成にあまり関心を示していない結果となった。 
 
7.3.5  都市住民の農村観光開発に対する意見 
 
都市住民に対する意識調査において、農村地域の観光資源を農村地域の活性化に有効利
用するための意見を聞いた回答は、以下の 6 つの点に集約できる。 
①政府が農村を重視し支援することを期待しており、都市住民は農村観光の開発は政府
主導で行うべきとの考えが強い。 
②農村地域の自然資源を利・活用するとともに農村環境を保護し、都市住民と農村住民
の交流を促進する必要がある。言い換えれば、都市住民は農村地域の観光開発が農村地域
との交流促進の手段として有効であると認識している。 
③政府主導型による農村地域の観光資源を中・長期的な観点から評価し、持続可能な方
法で開発すべきである。 
④政府主導型から地域住民参加型の開発方法へ移行する方策や体制を整備すべきであ
る。そのためには、消費者の需要や市場の情報を確保するための法整備が必須である。 
⑤農村地域の観光開発は、農村の経済発展と連携して実施されるべきである。農村観光
開発は、地域住民にとって経済発展を促進し、収入増加などの経済効果をもたらすことを
認識すべきである。 
⑥自然景観を含む環境保全を促進し、農村の生態系を維持する必要がある。これは農村
観光の持続可能な開発のためには不可欠であり、地域住民の認識向上が求められる。 
 
7.4 地方政府と旅遊局のヒアリング調査 
 
7.4.1 建昌県旅遊局における中山間地域に関するヒアリング 
2012 年 4 月に、中山間地域の農村観光開発の現状とその発展に関する聞き取り調査を
実施した。聞き取り調査には建昌県旅遊局の劉副局長が対応し、主に管轄地域の農村資源
の持続可能な観光開発と地域活性化の在り方を中心に聞き取りを行った。聞き取りの内容
をまとめると以下のとおりである。 
（1）調査対象地域の湯土溝村、白狼山村は、白狼山の自然景観に恵まれており、住民の
多くが住宅を新築し、室内の装飾は豪華で、すべての家庭に預金がある。建昌県旅遊局の
資料によれば、白狼山は国家 AAA 級の生態系地域であり、様々な地域から観光客が訪れ
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てくる。特に、観光客にとって農家の特色ある農産物を賞味することや農作業のイベント
を体験することなどが人気を呼んでいる。 
（2）県政府は中山間地域の活性化政策として、農村の生態系景観を積極的に保全し、農
業生産を促進させている。さらに、地域の居住環境の美化、伝統的な民家の改築と保護に
対する政策を推進している。この政策は保護・改修された住宅を検査し、検査に合格した
場合には一戸当り 5,000 元を奨励金として交付するものである。農村生活体験ツアーの対
象として合格した場合には 1 つ星ランクで 3,000 元、2 つ星ランクは 4,000 元、3 つ星ラ
ンクは 5,000 元を交付する。そして、農村生活体験ツアーのサービスの質を高め、農村生
活体験ツアーによる観光業の健全な発展を促進し、持続的かつ迅速な観光の開発を推進し
ている。 
（3）この政策は遼寧省の旅行条例である「名勝管理条例」及び地方標準（DB21/T1440
－2006）農村生活体験ツアーの等級の評定に基づいている。建昌県では農村生活体験ツア
ーの全体構想の草案、農村生活体験ツアーの等級の区別と評定、農村生活体験ツアーの級
別細則の評価、農村生活体験ツアーの等級方法（暫時施行する）の評定条例を制定し、農
村生活体験ツアーの発展に努めている。 
また、政府は農村資源に対する関心と魅力について県委員会と県政府に対して「観光資
源の保護の方法に関する声明」を公表し、旅遊局、都市建設局、国土資源局、環境保護局、
林業局の協力のもと、各郷・鎮は地域の観光資源の登録を行っている。県委員会と県政府
が巨額の資本を拠出し、専門家に建昌県のすべての観光資源について計画立案を行い、“近
海山城・旅遊大県” の都市整備や“生態系の建昌”ブランドの確立に向けて努力している。 
 この地域では観光客は農家の食事を楽しむことができ、オンドルに居住を体験し、田園
の風情を楽しむこともできる。地域固有の特色を持つ農家ホテル（農家楽）を建設し、接
客サービスの向上を図り、地域のヤンコ踊り、評劇、太鼓による農村芸能を提供する。全
県の農村生活体験ツアー関連会社は 56 社にのぼり、年間収益は 30 数万元に達している。
農村資源の有効利用による観光開発は、観光地周辺における経済的な発展を促し、観光地
への観光客を誘導し、周辺地域を含めた地域開発を目的としている。 
建昌県は、地理的に恵まれており、農村生活体験ツアーが盛んで、計画的に宣伝を行っ
ている。ブランド意識を確立し、農産物の販売を改善することにより農村生活体験ツアー
の質の向上を図り、経済的・社会的効果の発揮が期待されている。 
 農村観光開発の政策と方針は旅行業の発展を加速するため、各郷・鎮人民政府に関する
県の全部門で実施することが求められる。国家国務院による観光業の発展を加速する政策
によると、建昌県の観光開発について以下の意見を提案している。 
1）利害関係者の意見を統一し、旅行業の発展を加速する緊迫感と責任感を強めること。 
①観光業の発展状況を適切に周知させること。 
②建昌県の観光業の発展のチャンスと挑戦可能性の分析。 
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③適正な観光業の発展と育成。 
2）観光開発に関する構想を整理し、観光業の発展目標を明確化すること。 
①全体の構想として、科学的な発展観を徹底し、建昌の生態系の観光資源に依存する山
水を基礎にした文化的なプロジェクトを支援すること。 
②観光業の発展目標に関して、2015 年までに全県の旅行受け入れ人数を延べ 1,000 万人、
旅行の総収入 50 億元の達成を目指す。さらに、2020 年まで、旅行の受け入れ人数を延べ
1,500 万人、旅行の総収入 80 億元以上を目的にし、これは全県の総収入の 15%以上、2025
年には、それぞれ 2,000 万人、200 億元、20%以上を目途とすることで、観光業を建昌県
の重要な基幹産業に成長させること。 
3）農村地域の特色を活かし、農村の観光資源を活用した観光開発を促進すること。 
①現代的で実現可能な観光発展計画の策定。 
②地域の観光可能な都市と町の育成。 
③観光開発の戦略の実施。 
④特色ある観光プランの開発。 
⑤観光産業に関連した文化産業の発展。 
4）観光地区の体制完備、健全な観光産業サービスの体系的な発展を図ること。 
①観光地区の管理体制の改善。 
②旅行サービス体系化と健全化。 
③観光産業に従事する人の職責を明確化し観光産業発展を支援すること。 
④先進的な発展モデルの導入と推進。 
5）革新的な手段による観光市場を開拓すること。 
①エコツアーの促進とブランドの確立。 
②観光市場の開発の構造改革。 
③中央テレビ局、中国旅行新聞社などの主流メディアを利用した宣伝キャンペーンの促
進。 
6）観光産業の改革を進め、観光産業の強化と活発化すること。 
①明確な観光ビジネスの発展。 
②企業の誘致及び資金の導入と外部人材の登用。 
③観光産業の開発とともに基幹企業の育成。 
7）観光産業の発展のための環境整備、特に法整備を進めること。 
①政府による公共サービス機能の強化。 
②観光産業におけるサービスの質の向上と安全性の確保。 
③観光産業に関連する法制度の整備と監視・管理の強化。 
8）観光産業の発展のための政策設定と実施を促進すること。 
①人材育成の強化。 
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②優遇政策の設定。 
③観光地の土地利用に関する支援。 
④政府の観光産業に対する指導力の強化。 
9）政府の指導を強化し、着実に観光産業の発展を図ること。 
①観光産業における指導者の育成。 
②観光産業部門の機能の強化。 
③明確な観光産業の目標の設定と責任ある審査の導入、特に、各郷・鎮政府、旅行協会
理事部門の責任者は観光産業の発展の任務に対する第 1 責任者である自覚を持つこと。 
 
7.4.2 大連市旅遊局における都市近郊農村に関するヒアリング 
 
2012 年 6 月に、大連近郊農村に対して農村観光開発の現状とその発展状況に関する聞
き取り調査を実施した。聞き取り調査には大連旅遊局の王処長が対応し、主に管轄地域の
農村資源の持続可能な観光開発と地域活性化の在り方を中心に聞き取りを行った。聞き取
りの内容をまとめると以下のとおりである。 
大連市旅遊局によると、甘井子区紅旗鎮の柳樹村・劉家村・岔鞍村・棠梨村は大連市の
西部近郊に所在しており、2011 年、大連市政府統一の協力のもとに、大連市のサクランボ
産地である金州新区、旅順口区、甘井子区、普湾新区、保税区等の全市で大連第 4 回国際
サクランボ祭りが開催された。この祭りにより、大連産のサクランボの知名度が高まった。
さらに、大連 国際サクランボ祭りはサクランボ産業の発展を促進するとともに、農村観
光産業の発展を支え、農村経済にも貢献した。大連市旅遊局は都市近郊の農村観光開発に
関して以下のような点を指摘している。 
（1）都市近郊の農村観光産業の拡大を促進すること。 
1）大連市は地域全体で 159 ヶ所のサクランボ狩り農園を設定し、入園料収入だけで
3,000 万元に上り、農民の収入増加に貢献した。 
2）家族、友人等の観光客による農家生活体験ツアー、自然の農村観光の増加に貢献し
た。 
3）農家楽というレストランが人気になった。 
4）農村観光は農村地域の特産品の市場開拓を加速させた。 
5）農村経済及び農村文化の保全・普及により地域の活性化に貢献した。 
（2）農村経済の発展が加速したこと。 
1）伝統的な農業から現代農業へ転換する。 
2）農民“日出而做、日落而息”（日の出時に農業作業を始め、日暮れ時に休憩時間）の生
活様式が変化している。 
3）第一次産業と第三次産業の組み合わせによる地域経済開発が必要である。 
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4）農産物が観光商品としての付加価値を促進させた。 
（3）新農村建設が加速されていること。 
1）近郊農村の生態環境が改善された。 
2）農村のインフラ整備が整備・改善された。 
3）新たな農村の建設を促進する。 
（4）農村観光の進展は、都市近郊農村の新たな生活様式を創出したこと。 
 大連市旅遊局によれば、都市近郊の農村観光開発は観光産業と農業の新たな連携を生み
出した。例えば、国際サクランボ祭りの成功例を契機として、桜花祭り、藍苺祭り、リン
ゴ祭り、釣り祭りなど 16 の祭りやイベントが企画された。 
 
7.5 本章のまとめ 
 
本研究では、都市住民における農村観光開発に対する意識について、大連市内の都市住
民を対象にアンケート調査を実施し、調査 5 項目に関して得られたデータをもとに統計処
理を行った。以下に、各項目において得られた分析結果を基に、都市住民が考える将来の
農村観光をどのように開発したらよいのか、について総括する。 
（1）農村観光に関する理解として、多くの都市住民が農村と都市のバランスある観光開
発が必要であるとしているが、一部の都市住民は農村地域の観光開発に対する関心と認識
が低い。こうした認識の低い住民に対する農村観光の魅力や必要性について、農村地域が
抱える諸問題（例えば、収入格差、農業後継者問題など）とともに、理解を深める方策が
必要である。 
（2）都市住民は、都市と農村のバランスある観光開発の政策として、農村地域の観光資
源の有効利用、農村環境の改善と交流及び農村活性化への適用策が必要であると考えてい
る。これは中国経済の発展につれ人々が豊かになり、農村地域の関心も高まっていること
が、その背景にある。そして、地域活性化のために農村の観光資源を上手く利・活用する
ためには、地域住民による参加型の開発と並行して官民一体となった農村観光開発に対す
る技術面及び資金面における支援が不可欠である。 
（3）属性によるクロス集計分析の結果でみると、都市住民は男性の方が女性より農村の
観光資源に対する関心が高く、年齢層（19～39 歳）も農村地域の自然景観、温泉資源と特
産品、農村の景観に対する関心が高い。一方、都市住民は農村の伝統文化や技術、食文化
には関心が低い。一方で、都市住民は農村地域で自然と触れあって、ゆっくり過ごすこと、
温泉でリラックスすること、自然景観を散策すること、農村地域の特産品を購買すること
及び山歩きをすること、等に魅力を感じている。都市住民が農村地域のお祭りや行事への
参加意識は低い。これは都市住民の農村に対する捉え方が自然資源を中心とする活動やサ
ービスに未だ偏向している傾向を示している。農村固有の伝統・文化、培われた技術・食
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文化の価値について、都市住民の理解を得るための教育制度や農村観光に関連しセミナー
などのイベントを通じて啓蒙していくことも必要である。ただし、都市住民は農村観光を
開発することで、農村住民の雇用創出と地域住民の収入増加による地域活性化や、都市と
の交流による効果を期待していることも事実である。 
（4）都市住民は政府主導型の農村観光開発が必要であるとしており、民間企業型開発に
ついての意識が薄い。一方、農村観光開発は人々の生活基盤として農村地域の農業を守る
ことが優先され、そのために農村のインフラ整備を積極的に促進すべきであるとしている。
また、これに伴い農村住民の起業家精神の育成について関心が薄い結果となった。この結
果については、農村観光の供給者である農村地域住民、需要者である都市住民、指導者で
ある行政、開発者である民間企業がパートナーシップを形成し、観光開発を含む農村資源
の最適な開発に関して議論を深めていける制度作りが求められる。このためには、特に地
方政府による積極的なリーダシップが発揮されることが必要である。 
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第 8 章 結論と今後の課題 
 
 
 
8.1 本研究の結論 
 
結論として、各章で述べた研究成果を取りまとめる。中国では市場経済発展に伴い、海
外観光、国内観光（都市近郊観光を含む）の増加とともに、農村資源を有効に活用した農
村観光が近い将来に新たな観光業として発展する可能性が高いと考えられる。 
このためには、事例研究で取り上げた遼寧省のケースと同様に、中国各地における固有
の自然景観や歴史や伝統・文化などの農村資源を利・活用して農村観光の開発を模索する
ことが求められる。遼寧省の観光開発の現状及び地域住民や観光客に対する調査結果によ
れば、観光客が最も期待しているのは自然、景観、歴史や文化など地域固有の資源である。 
これに対して、政府は農村地域における観光開発に関する技術やインフラ整備のために
資金提供を行うなどの支援が求められる。また、こうした観光開発においては供給側の地
域住民による考えや意見を尊重し、住民の参画が不可欠である。一方、需要側の都市住民
が農村の開発の在り方についてどうあるべきか、について把握することも重要である。 
農村地域は希少な自然資源や伝統・文化に恵まれており、こうした地域固有の資源は観
光開発にとって不可欠であることから、そうした農村資源を持続可能な方法で保全するこ
とが求められる。中国における都市と農村の格差の解消の方策の一つとして農村観光は有
望であるが、その計画や実施に当たっては地域の活性化の枠組みの中で捉えていくことが
重要である。この点に関しては、地方政府の積極的な関与が必要であろう。また、観光開
発において民間企業の役割はなくてはならないもので、官民の連携に加えて地域住民との
開発のためのパートナーシップを形成することも必要である。 
本研究では事例地区として取り上げた遼寧省の観光開発の現状に関する地域住民及び
観光客に対する意識調査の実施と分析を通じて、以下の 5 点を明らかにした。 
（1）改革・開放以後の遼寧省の農村観光の発展状況について文献を参照しつつ分析し、
その発展及び阻害の要因等を明らかにした。今日、農村観光はまだ初期段階にあり、さら
なる発展過程にはインフラ整備や地域住民の観光開発に対する認識の欠如などさまざまな
制約要因が存在している。主要な農村観光開発のための資源として、農村地域固有の自然、
伝統・文化及び人的資源に依存した開発のポテンシャルが高い。一方、こうした状況に関
して政府ベースの支援体制、特に技術面及び資金面での支援は不可欠な状況にある。 
（2）事例地区を訪問する観光客を対象に実施した農村観光に対する事前期待と事後評価
の分析を通じて、観光客の事前期待と事後評価の相違が大きいことを明らかにした。また、
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観光客の農村地域を訪れる観光動機に関する分析により、「職業」と「家族の年収」につい
ては弱い関連性はあるものの、「性別」、「年齢」、「教育レベル」、「家族構成」の各項目につ
いては観光動機に関連性が見られなかった。さらに、観光客にとって、農村地域を訪問す
る主な観光動機は「自然景観を観賞すること」及び「リフレッシュ」の二つの動機に集中
していることを明らかにした。これは未だ観光客の多くが農村の景観に対する農業の役割
や伝統・文化などについて関心を有するまでに知識や認識の向上が進んでいないことを示
している。 
（3）さらに、事例地区を設定して都市近郊及び中山間地域住民の農村観光振興に対する
意識に関する比較分析を行った。中山間地域の持続可能な観光開発の在り方について分析
し、人々の農村資源に対する認識の向上、政府による持続可能な開発のための支援政策、
地域住民の観光開発に対する起業家精神の欠如の問題、民間企業の観光開発への参入と官
民の連携などについて議論した。農村資源を活用した観光開発は、特に中山間地域にとっ
て新たな雇用の創出や所得の向上などの手段として有効である。その実現に向けて、地域
住民の自主性の発揮と政府の適切な関与を通じて、農村観光開発を地域活性化の一つの手
段として積極的な促進が求められる。 
（4）特に、中山間地域における観光開発の可能性について、まず農村資源の価値を認識
し、それをいかに観光開発に結び付けるかについて分析することが必要である。特に、需
要する都市住民が農村資源にどのような関心を持っているのか、について把握する必要が
あり、そうした意見やデータを基に地域の特色を生かし、差別化された市場開発に挑戦す
べきである。 
（5）観光資源の持続可能な観光開発という切り口から、都市住民を中心とした農村地域
の自然景観や伝統・文化などに対する関心の実態把握を行った。都市住民が農村地域の将
来の持続可能な観光開発を実現するための期待と可能性に関して、都市住民、地方政府及
び旅遊局に対するヒアリング調査を行い、以下のような諸点が明らかにした。 
 ①農村観光に関する理解として、多くの都市住民が農村と都市のバランスある観光開発
が必要であるとしているが、一部の都市住民は農村地域の観光開発に対する関心と認識が
低い。こうした認識の低い住民に対する農村観光の魅力や必要性について、農村地域が抱
える諸問題（例えば、収入格差、農業後継者問題など）とともに、理解を深める方策が必
要である。 
 ②都市住民は、都市と農村のバランスある観光開発の政策として、農村地域の観光資源
の有効利用、農村環境の改善と交流及び農村活性化への適用策が必要であると考えている。
これは中国経済の発展につれ人々が豊かになり、農村地域の関心も高まっていることが、
その背景にある。そして、地域活性化のために農村の観光資源を上手く利・活用するため
には、地域住民による参加型の開発と並行して官民一体となった農村観光開発に対する技
術面及び資金面における支援が不可欠である。 
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 ③属性によるクロス集計分析の結果でみると、都市住民は男性の方が女性よりも、農村
の観光資源に対する関心が高く、年齢層（19～39 歳）も農村地域の自然景観、温泉資源と
特産品、農村の景観に対する関心が高い。一方、都市住民は農村の伝統文化や技術、食文
化には関心が低い。一方で、都市住民は農村地域で自然と触れあって、ゆっくり過ごすこ
と、温泉でリラックスすること、自然景観を散策すること、農村地域の特産品を購買する
こと及び山歩きをすること、等に魅力を感じている。一方、都市住民が農村地域のお祭り
や行事への参加意識は低い。これは都市住民の農村に対する捉え方が自然資源を中心とす
る活動やサービスに未だ偏向している傾向を示している。農村固有の伝統・文化、培われ
た技術・食文化の価値につて、都市住民の理解を得るための教育制度や農村観光に関連し
たセミナーなどのイベントを通じて啓蒙していくことも必要である。ただし、都市住民が
農村観光を開発により、農村住民の雇用創出と地域住民の収入増加による地域活性化や、
都市との交流による効果を期待していることも事実である。 
④都市住民は政府主導型の農村観光開発が必要であるとしており、民間企業型開発につ
いての意識が薄い。一方、農村観光開発は人々の生活基盤として農村地域の農業を守るこ
とが優先され、そのために農村のインフラ整備を積極的に促進すべきであるとしている。
また、これに伴い農村住民の起業家精神の育成について関心が薄い結果となった。この結
果については、農村観光の供給者である農村地域住民、需要者である都市住民、指導者で
ある行政、開発者である民間企業がパートナーシップを形成し、観光開発を含む農村資源
の最適な開発に関して議論を深めていける制度作りが求められる。そのためには、特に地
方政府による積極的なリーダシップが発揮されることが必要である。 
 
8.2 今後の課題 
 
今後の課題として、農村資源を活用した観光開発振興の方策に関する方向と課題につい
て述べる。 
今回の農村観光の評価分析、観光客の観光動機は遼寧省を中心として行ったが、今後の
課題として、中国国内において省ごとに代表的な事例地区（モデル地区）を設定して、地
域固有の農村資源別に農村観光開発の基本的なパターンを提案するようなことも必要であ
る。その際、地域の多様性を十分に反映し、地域住民の参加、関連観光企業の意見導入な
どをいかして反映させていくかが課題となる。また、政府の農村観光に関する枠組みをい
かに設定し、国全体として農村開発をどのように促進していくのか、そのための戦略的な
政策の在り方について議論と提案が求められる。 
次に、農村観光の開発は地域活性化の有効な手段であるが、一方で無計画な投資による
開発は農村地域の自然、伝統・文化を破壊する恐れもある。開発に当たっては中国特有の
農村観光を念頭におき、日本やヨーロッパ諸国など先進国におけるルーラル・ツーリズム、
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アグリ・ツーリズムなどの長・短所を分析し、独自の農村観光開発の分析に資することも
有効である。 
農村観光開発は供給側の農村住民と需要側の都市住民の両者が便益を得ることが成功
の秘訣である。例えば、農村住民にとっては雇用や収入の確保が可能となり、都市住民に
とっては農村観光によって地域固有の伝統・文化や食文化などを学び、自然に親しみ持続
可能な環境の維持に貢献できる機会を提供するものでなければならない。そのためには、
農村地域に存在する自然、伝統・文化、食文化、祭りなどの資源やサービスについての価
値を評価することが不可欠である。さらに、こうした価値評価を基に、適切な農村観光開
発に関するコスト・ベネフィット分析と評価を行うシステムを開発することも重要である。 
これらの課題に取り組むためには官民一体となった研究制度や開発システムなどの体
制作りが求められる。中国における適切な農村開発が促進され、地域活性化に資すること
は都市と農村の格差をなくし、バランスのとれた社会・経済の発展に貢献する一つの政策
的アプローチであると考えられる。 
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参考情報 
 
観光産業の法律法規について 
第十七届五中全会《中共中央関与制定国民経済と社会発展第十二次五年計画の意見》で
“積極発展観光業”が提出された。国家旅遊局は 2010 年 12 月に「中国旅游産業“十二五”（第
12 次 5 ヵ年期間）発展計画綱要」を策定。2011～2015 年の第 19 章健全な政策法規と標
準化システム（p.127～131）参照。具体的には以下のとおりである。 
 発展のアイデア 
政策法規や標準化システムは観光業の発展のための重要な保障であり、“十一五”の期間、
中国の観光政策法規のシステムが絶えず健全であり、発展環境をも改善された。《観光法》
の制定は全国人民代表大会の立法過程に含まれており、新たな《旅行社条例》を実施し、
さらに、数多くの地方観光法規を発表した上で、観光市場の規範と秩序ある発展を促進し
た。区域観光計画は整然と推進され、国家観光局が“十一五”期間では全国的な力で主要な
地域観光を計画した。観光の標準化と制度構築が強化されている。国と地方の観光基準が
提案されており、観光基準は観光目的地のサービスの質を向上させるための重要な手段と
なっている。観光業の発展速度を促進するために各レベルの党委員会と政府は、明確に政
策文書の多くを導入している。それにもかかわらず、中国の観光産業の発展のための政策
環境は依然として多くの不公正な面があり、法制環境の建設も“基本法の空白が多く、部門
法の停滞の状況、相関法律のリード”の状態にある。観光法規システムは未だ不健全で、市
場の外部環境はを改善する必要がある。 
“第 12 次 5 ヵ年”期間、真剣に《国務院関与加速発展観光業の意見》の導入を把握するた
め、観光総合立法、観光計画と標準化建設、観光事業の財政支援等を強化し、観光開発用
地の需要への確保を保障しており、さらに公正かつ有利な政策環境の形成を促進し、総合
的に観光政策規制や標準化システムを推進している。 
 
 工作中心 
1.積極的に《観光法》の関連法規の健全化促進 
計画に従って《観光法》の立法が進められている。新たな発展趨勢への適応のために、
特に、個人旅行、インバウンドとアウトバウンド観光と産業の統合、観光市場の監督、資
源保護、雇用規範の策定を加速させ、観光関連法規、比較的に完全な観光法規や規制シス
テムを向上するため、観光産業の健全的な発展は一定の法的保護を提供する必要である。 
 
2.観光計画の強化 
専門知識の集中、社会参加の促進、様々な観光計画の取り決め、各レベルに注意を払い、
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異なる類別の観光計画を協調するために良い観光プランを推進している。全体的な都市計
画の準備及び調整、土地利用計画、海洋機能区計画、インフラ整備計画、村・鎮計画等は
観光開発ニーズを考慮し、様々な計画や観光計画のコントロールに焦点を当て、十分に配
慮する必要がある。観光計画は法定計画の序列の実施を強化することである。 
 
3.標準のシステムを改善するための標準実施の強化 
観光国家標準、業界標準、地方基準と企業標準、観光の標準システムとの間での確立と
改善、《全国観光標準化工作計画》の実施、《全国観光標準システム表》と《全国観光標準
工作規定》が改訂された。観光標準化のモデル省、モデル都市、モデル企業の工作を展開
するために、観光標準化の宣伝と執行を拡大する。全業界の観光標準化とチーム建設を強
化し、観光標準の専門化、制度化のレベルを向上させる。全国の観光サービスの質、サー
ビス資格、観光サービスの施設、観光サービスの情報、観光環境の衛生、旅行安全、旅行
サービスの環境保護等の標準化、観光産業のサービスの質を高める。観光標準システムの
建設は観光ホテル、旅行代理店、景区、観光購買と観光娯楽業等市場の品質レベルの管理
メカニズムを推進する。関連業界の標準システムと完全かつ科学的な観光サービスを形成
する。積極的に参加し、国際観光基準の研究を促進し、開発するために、我々の観光標準
を国際レベルに推進する。 
 
4.観光事業の財政支援の強化 
観光産業の不当な料金をコントロールするために、各地域の経済発展の状況と観光産業
の経営特徴により、国と地方の税負担を調整する。主要な観光建設プロジェクトに税収と
行政事業の管理費を含め、状況に応じて適切な優遇または減税を与える。資格のある観光
企業は、リストラされた労働者及び出稼ぎ労働者等の再雇用の税優遇政策を享受すること
ができる。投資された都市鉄道輸送、道路や橋梁などの観光業の発展に役立つ主要インフ
ラ整備のプロジェクトに対し、投資の回収期間内において営業税を適当に減免する事であ
る。観光事業の専用交通車両、船舶などの輸送設備に、減価償却方法で減価処理を採用し、
所得税の控除の前が可能になる。観光資格が有する微型企業に対し、適当な減税を享受で
きる。国際·国内航空路線の分岐空港の離着陸の建設費用を一定の割引率で優遇する。観光
産業の広告宣伝費及び事業推進費の支出に対し税法規定による控除することが可能である。 
 
5. 合理的に観光開発の用地の需要の保障 
観光計画と土地利用の全体計画の繋がり、観光産業の発展のため土地利用は全体計画の
中で合理的に土地の取得、国家産業政策、投資額の大きさ、市場の見通しが良い重要な観
光プロジェクトへ土地利用の供給に対して、優先順位を取り決める。観光企業は丘、斜面、
荒れ地、砂漠の島々、鉱山の地盤沈下地域等の土地開発や観光プロジェクトの開発利用の
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企業を支えていく。土地利用計画及び都市計画と結び付けを前提として、関連政策に従っ
て、建設用地供給の手続きを優先する。自然生態環境の観光用地の保護に対し、農民は自
主的に農地請負の目的や性質を変更しないことを前提として、法に従って有償の使用がで
きる。農村集団経済組織を支援し、協力的な方法で集団建設用地を活用するため、土地集
団所有制と農村用地の変更がないことを前提として、合作方式で中小型観光企業の投資と
開発を実施する。科学的に海岸地域を経済的かつ集中的な土地利用政策を行い、最適な開
発区、重点開発区、制限された開発区と禁止開発区を焦点に当てて策定・研究し、海岸線、
海洋資源を合理的に使用し、そして主要な国家プロジェクト建設のニーズを確実にするた
めに集中的に促進する必要がある。 
 
6.より良い公平な観光産業の政策環境の推進 
観光企業の使用水、電気、ガスの価格と一般的な工業企業と同様に政策を実行する。公
式レセプションサービスの社会化と市場化を促進しており、旅行代理店を政府の調達やア
ウトソーシングサービスの参加を勧め、合理的な政策環境を作成する。個人観光、家族観
光、小規模グループでの観光等の発展形勢に準拠するために、自家用車のビジネス観光客
の資格要件を緩和する。農家楽、民俗村等の経営状況によって、消防許可証と特種経営許
可証に関連する政策を調整し、農村観光の発展のために、より良い有利な政策環境を作成
する。団体観光の観光客は星レベルホテルへの宿泊に対し、非主食の価格調整ファンドが
免除される。公共の福祉事業の分野で民間資本の参加に関する投資プロジェクトは、国営
投資と同等の価格政策で、インフラやプロジェクトにおける民間設備投資は、都市インフ
ラの手数料金免除政策を支える政策を享受する。観光公益用土地は計画方式で提供する。
観光産業の設立資本金の制限を緩和し、新しく設立された観光事業の登録資本金が分割で
注入し、資本金の分割払いを登録できる。 
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付録 
付録 1 
 
中山間地域農村・都市近郊農村・都市住民に対するアンケート調査（日本語） 
 
本調査は、中国の市場経済発展に伴い、中山間地域・都市近郊農村は変容しており、
農村資源は環境保全と将来の教育の場としても有効する。近年、都市近代化につれ、地
域活性化のために今後どのような保全方法でよいかを本調査の目的とする。各地域の皆
さんにいくつの質問をお聞きする。本データは統計的に処理され、目的以外に用いられ
ない。アンケートへご協力をお願いいたします。 
 
次の質問はどれに属しているか✔印をつけてください。 
【Q1】性別： 1.男    2.女 
【Q2】年齢： 
1.18 歳未満   2.19～29 歳  3.30～39 歳     4.40～49 歳 
5.50～59 歳  6.60～69 歳  7.70 歳以上 
【Q3】家族構成： 
1.2 人家族   2.3 人家族  3.2 世帯同居 4.3 世帯同居 
5.独身      6.その他 
【Q4】職業： 
1.農業          2.公務員   3.会社員    4.専門技術者  5.職人 
6.企業管理者  7.教師     8.退職者  9.学生        10.その他 
【Q5】教育水準： 
1.大学及び大学本科以上          2.大学専門   
3.中等高校及高校                4.中学及び以下 
【Q6】家庭年收入： 
1.2 万元未満       2.2 万元以上～3 万元未満  3.3 万元以上～4 万元未満 
4.4 万元以上～5 万元未満        5.5 万元以上～6 万元未満 
6.6 万元以上～7 万元未満      7.7 万元以上～8 万元未満 
8.8 万元以上～10 万元未満         9.10 万元以上 
【Q7】収入源: 
1.農業（      ）元      2.農業外（       ）元 
【Q8】伝統・文化の種類（                   ） 
【Q9】特産品の種類（                     ） 
【Q10】耕地面積     ム、栽培面積           ム 
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農産物の種類：（①大豆 ②トウモロコシ ③大麦 ④アワ） 
作物種類 栽培面積 市場単価 総収入/ムー 総費用/ムー 純収入/ムー 
①      
②      
③      
④      
 
【Q11】この地域ではどんな農村資源がありありますか。（複数解答可） 
1.自然景観   2.温泉資源    3.特産品（農産物など）  4.伝統・文化   
5.食文化       6.貴重な生物多様化    7.農村の景観 
8.伝統的な技術（織物、クラフト等）       9.その他         
 
【Q12】この地域では昔に比べて周辺の農村・農業の状況は変化したと思いますか？（該
当する１つに✔印） 
   1.思う      2.思わない 
 
【Q13】「思う」と答えた人の理由をあげてください。（複数解答可） 
1.都市との格差     2.高齢化・農業の縮小   3.農地の荒廃 
4.伝統文化の喪失    5.若者の流出          6.生態系やエコシステムの破壊 
7.農村景観の悪化    8.農村の伝統・文化の喪失 
9.農村の重要性に対する認識の低下 
 
【Q14】都市との格差の理由をあげてください。（複数解答可） 
1.都市の優先開発       2.農業の低収入         3.若者の農業離れ 
4.雇用機会が少ない     5.農外収入で生活する以外ない 
6.生活環境の悪化       7.農村・農業政策の不在 
8.農産物の低い価格    9.農産物は移入や輸入で賄える 
 
【Q15】農村の現状をどう理解するか？（該当する１つに✔印） 
    1.農村は現状のままでよい   2.農村の開発は後回しでもよい 
    3.農村と都市のバランスある開発が必要である 
 
【Q16】農村と都市のバランスある開発をもためにはどのような政策が必要だと思います
か？（複数解答可） 
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1.農村活性化のための政策の適用 
2.農村の生活環境の改善、農業の後継者育成 
3.農村資源の有効活用         4.若い人材に対する起業家精神の育成 
5.農民をはじめ農村・農業に対する理解 
6.政府と住民による活性化に向けた取り組み 
7.都市住民の農村・農業に対する理解   
8.食料供給地としての地位の確保    9.都市住民と農村住民の交流 
 
【Q17】地域活性化のための政策として、どのような手段を提案しますか？（複数解答可） 
1.農村資源の有効利用の提案（例えば、自然・景観、伝統・文化など） 
2.食料の供給と質の高い食品の供給地 
3.都市と農村の交流 
4.農村資源を利用した観光開発（例えば、自然・景観、伝統・文化など） 
5.都市住民に対する農村の重要性に対する認識の改革 
 
【Q18】農村資源を活用した観光開発について、どう考えますか？（該当する１つに✔印） 
1.農村資源は観光開発に有効で地域活性化につながる 
2.観光資源となるような農村資源がない 
3.観光開発しても活性化の効果がない（その理由            ） 
 
（Q18 で 1 と答えた人に対する質問） 
【Q19】どのような農村資源が観光開発に有効だと考えますか？（複数解答可） 
1.農村の伝統・文化    2.農村の自然景観    3.地域固有の技術と特産物 
4.地域の安全で質に高い農産物    5.豊かな生物多様性 
6.子供の教育の場として有効      7.農村の食文化     8.古い建造物 
 
【Q20】農村資源を活用した観光開発を進めるにはどのような手段が必要です？（複数解
答可） 
1.住民参加（都市住民を含めた）による農村資源の評価 
2.政府と住民の開発に向けた対話 
3.都市住民の農村・農業に対する認識向上 
4.先進国の事例（例えば、ヨーロッパ諸国）を学ぶべき 
5.農村のインフラ整備（道路、衛生など）      6.宿泊施設の整備 
7.関係者の観光サービスに関する訓練、教育 
8.農村住民に対する起業家精神に関する教育 
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9.農業をしっかり守り生活基盤とすること 
 
【Q21】農村地域が有する資源をどのような方法で観光開発したらよいと思いますか？（該
当する１つに✔印） 
    1.政府主導型開発        2.民間企業主導型開発 
    3.農村地域住民主導型開発    4.都市と農村住民参加型開発 
 
【Q22】この地域は観光に訪れる人々にとって、どのような魅力があると思います？（複
数解答可） 
1.自然と触れ合って、ゆっくり過ごすこと 
2.温泉等でリラックスすること 
3.地域の人々の生活様式に触れること 
4.農民・農村の伝統文化を知ること 
5.お祭りや行事に参加すること     6.山歩きをすること 
7.特産品を購買すること        8.自然を散策すること 
 
【Q23】観光開発により、どのような農村経済への影響を期待しますか？（複数解答可） 
     1.雇用の創出     2.特産品の市場拡大    3.自然景観と伝統文化の保全 
 4.周辺の観光客の増加     5.都市と農村との交流 
     6.収入の増加         7.地域の活性化 
 
【Q24】農村資源を農村地域の活性化に有効利用するために、あなたの意見を聞かせてく
ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました！ 
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付録 2 
 
中山间地区农村/都市近郊农村和大连市住民 
对农村的观光开发和环境保全有什么看法（中国語） 
 
本调查是根据中国市场经济发展的现状，中山间农村/都市近郊农村发生了很大的变化，为
了把农村资源作为环境保全和将来的教育场所的更有效利用。近年随着都市化的开发进展状
况，很多的都是近郊都已经变成都市化城市，本调查目的是为了将来中山间农村的观光资源
得到更好的开发利用还有环境得到更好的保全，使得农村地区的活性化得到更好的发展，因
此对中山间住民/都市近郊住民和大连市住民进行问卷调查。本次调查的数据只作为统计使
用，别无他用。请大家在帮忙之中给予协助与支持！谢谢大家！ 
 
请在该当问题序号前划上记号。 
【Q1】性別： 1.男    2.女 
【Q2】年齢： 
1.18岁未満      2.19～29岁      3.30～39岁      4.40～49岁 
5.50～59岁       6.60～69岁    7.70岁以上 
【Q3】家族構成： 
1.2 人家族  2.3 人家族 3.2 世帯同居 4.3 世帯同居 5.独身  6.其他 
【Q4】职业： 
1.农业    2.公务员  3.公司社员   4.专门技术人员  5.职业人员 
6.企业管理者  7.教师   8.退职人员  9.学生   10.其他 
【Q5】教育水平： 
1.大学本科以上     2.大学专科  3.职高或高中   4.中学或中学以下 
【Q6】家庭年收入： 
1. 2 万元未满     2. 2 万元以上～3 万元未满       3. 3 万元以上～4 万元未满 
4 .4 万元以上～5 万元未满     5.5 万元以上～6 万元未满 
6. 6 万元以上～7 万元未满       7.7 万元以上～8 万元未满 
8. 8 万元以上～10 万元未满      9.10 万元以上 
收入源：1.农业               元   2.农业以外                        元 
耕地面积：                        亩  栽培面积：                         亩 
农产品的种类：1.大豆   2.苞米   3.大麦    4.水稻    5 其他 
农作物种类 栽培面积 市场单价 总收入/亩 总费用/亩 纯收入/亩 
①      
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②      
③      
④      
 
【Q7】在大连近郊农村有怎样的农村资源呢 （可多项选择） 
1.自然景观   2.温泉資源    3.特産品（农产品等）  4.传统文化   5.食文化 
6.重要的生物多样性  7.农村景观   8.传统的技术（纺织品、工艺品等） 
9.其他（                                ） 
 
【Q8】这个地区和以前相比周边的农村农业的状况有变化吗？ 
1.有                  2.没有 
 
【Q9】「有」回答的人，有变化的理由是？（可多项选择） 
1.和城市的差别  2.高龄化・农业的缩小  3.农地的荒废  4.传统文化的丧失 
      5.年轻人的流出  6.生态系和环境的破坏  7.农村景观的恶化 
     8.农村的传统文化的丧失  9.对农村的重要认识低下 
 
【Q10】城市和农村的差别理由是？（可多项选择） 
       1.城市优先开   2.农业低收入  3.年轻人的离农业现象   4.雇用机会减少 
5.没有农业收入以外的生活      6.生活环境的恶化 
7.农村・农业政策的不完善       8.农产品的地价格 
9.农产品用移入或输出的小刀差 
 
【Q11】您是怎样理解农村的现状的呢 
   1.农村最好是现状这样          2.农村的开发最好是以后再说 
3.农村和城市有平衡开发是必要的 
 
【Q12】农村和城市有平衡开发需要什么样的政策呢？（可多项选择） 
       1.适用为了农村活性化的政策    2.农村的生活环境的改善、农业的后继者育成 
3.农村资源的有效活用        4.对年轻人的企业家精神的育成 
5.以农民为中心对农村人意识改革   6.根据政府和农民对活性化的组织 
7.城市住民对农村・农业的理解      8.作为食粮共给地的确保 
9.城市住民和农村住民的交流 
 
【Q13】作为地域活性化政策、提案怎样的手段呢？（可多项选择） 
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       1.农村资源的有效利用的提案（例如、自然・景观、传统・文化等） 
       2.粮食供给和高质量食品的供给地           3.城市和农村的交流 
    4.利用农村资源的观光开发（例如、自然・景观、传统・文化等） 
       5.城市住民对农村的重要性的认识改革 
 
【Q14】您对于利用农村的观光开发怎样想的呢 
   1.农村资源跟观光开发有效的地域活性化相连 
       2.在这里没有作为观光资源那样的农村资源 
 3.即使观光开发也没有地域活性化的效果(理由是             ） 
 
（Q14 回答 1 的人请回答以下问题） 
【Q15】你觉得怎样的农村资源对观光开发有效呢？（可多项选择） 
       1.农村的传统文化    2.农村的自然景观    3.地域固有的技术和特长品 
       4.为了地域的安全生产高质量的农产品          5.丰富的生物多样性 
    6.作为孩子们的教育场地有效     7.农村的食文化    8.古代建筑物 
 
【Q16】为了利用农村资源的观光开发的进展，采取什么样的手段是必要的呢？（可多项选
择） 
       1.根据住民参加（包括城市住民）对农村的评价    2.政府与住民间的对话 
       3.提高城市住民对农村农业的认识 
 4.应该学习先进国家的実例（例如、欧洲诸国）    5.农村的整顿（道路、卫生等） 
       6.住宿设施的整顿                     7.对有关人员进行观光提供的训练、教育 
       8.農对农村住民有关企业家精神的教育   9.保护好农业把农业作为生活的基础 
 
【Q17】农村地区进行怎样的观光开发比较好呢？ 
        1.政府主导型开发          2.民间企业主导型开发 
3.农村住民主导型开发          4.城市和农村住民参加行开发 
 
【Q18】对来访的观光客来说近郊农村地区具有什么样的魅力呢?（可多项选择） 
       1.接触大自然慢慢度日的事        2.用温泉等来放松身心的事 
       3.接触人们的生活样式的事      4.了解农民农村的传统文化的事 
       5.参加祭奠等的事                6.能够上山散歩的事 
 7.购买当地的特产品的事        8.观赏自然风景的事 
 
【Q19】根据观光开发对农村经济的影响您是如何期待的呢？（可多项选择） 
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1.雇佣机会增加              2.特产品的市场扩大 
3.自然景观和传统文化的保全      4.周边的游客增加 
5.增強城市与农村的交流          6.收入的增加     7.地域的活性化 
 
【Q20】为了农村资源对农村地区的活性化有效利用请问一下您有什么高见，如果有请您写
下来。 
                                                                                
                                                                                
                                                                                 
                                                                                
 
 
 
 
再次感谢打击的支持与合作，谢谢！ 
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付録 3 
 
南大山の旅行客に対する観光動機に関するアンケート調査（日本語） 
 
中国の国民は国内観光の観光動機を把握するため、旅行商品の質を高めるため、皆様
により良い観光サービスを提供するため、多忙の中にはアンケート調査をご協力よろし
くお願い致します。本調査を行う各項目は分析し、その結果は論文の公開などにより、
皆様にお知らせます。なお、回答内容は、本調査研究の目的のみに使用し、他の目的に
使用することはありません。ご協力よろしくお願い致します。 
 
1.あなたは初めて南大山旅行にきますか。（該当する 1 つに○印） 
①はい           ②いいえ 
2.南大山はとても良い観光地だと思いますか。（該当する 1 つに○印） 
①はい           ②いいえ 
3.あなたと家族は観光情報の入手方法が次のどちらですか。（複数回答可） 
①さまざまなメデイア     ②友人の紹介           ③インターネット    ④その他 
 
4.あなた及び家族の人々は南大山旅行の主要動機は何ですか。（複数回答可） 
①リフレッシュ         ②自然景観を観賞する         ③好奇心  
④買い物           ⑤親睦を深める             ⑥その他 
 
5.あなたは南大山旅行を選ぶ理由は何ですか。（複数回答可） 
①南大山の自然風景②この地域の文化      ③目的地に好奇を感じる             
④目的地の土産品             ⑤親友の推薦          ⑥その他 
 
6.今回の旅行活動の中にはあなたと一緒に来た人が誰ですか。（複数回答可） 
①家族              ②親戚         ③友達           ④同学 
⑤会社員           ⑥会社主催旅行     ⑦独身旅行           ⑧その他 
 
7.今回の旅行活動の中にはあなたの自費項目はどちらですか。（複数回答可） 
①飲食                 ②参観遊覧       ③買い物             ④その他 
 
8.今回の旅行活動の中にはあなたの自費が高い部分は何ですか。 
①交通        ②宿泊    ③飲食                                       
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  ④参観遊覧  ⑤買い物       ⑥その他 
 
9.今回の旅行活動の費用は自費部分と団体旅費がどちらか高いか。（該当する 1 つに○印） 
①自費＞団費                                  ②自費＜団費 
 
10.あなたの自費項目の中には最も多い費用はどちらですか。 
①飲食                                        ②参観遊覧 
③買い物                                      ④その他 
 
11.もし親戚を聞くと、あなたは今回の旅行目的地の魅力がどこだと思いますか。（複数回
答可） 
①気候              ②風景      ③動植物         ④名勝古跡 
⑤民俗文化          ⑥農村建設    ⑦飲食            ⑧その他 
 
12.あなたは次回の旅行はまた南大山旅行を選びますか。（該当する 1 つに○印） 
①はい                                         ②いいえ 
 
13.あなたは今回の農村観光にどんなイメージしますか。（該当する 1 つに○印） 
①探検活動                ②地域住民の生活情況           ③その他 
 
14.あなたは親戚と友達に今回の旅行目的地を推薦しますか。（該当する 1 つに○印） 
①はい                    ②いいえ              ③どちらでも言えない 
 
15.あなたの性別（該当する 1 つに○印） 
①男                                            ②女  
 
16.あなたの年齢（該当する 1 つに○印） 
①＜18 歳                                        ②18～30 歳 
③31～50 歳                                      ④＞50 歳 
 
17.あなたの学歴（該当する 1 つに○印） 
①大学本科以上                                  ②大学専門 
③中等高校及高校                                ④中学及び以下 
 
18.あなたの職業（該当する 1 つに○印） 
141 
 
①公務員      ②企業管理者       ③会社員          ④専門技術者           
⑤スタッフ   ⑥職人          ⑦農民       ⑧軍人 
⑨教師     ⑩退職者                  ⑪学生        ⑫その他 
 
19.あなたの家庭構成（該当する 1 つに○印） 
①二人家族               ②三人家族         ③二世帯同居                                    
④三世帯同居             ⑤独身 
 
20.あなたの家庭年收入（該当する 1 つに○印） 
①＞3 万元               ②1 万元～3 万元              ③＜1 千元 
 
ご協力ありがとうございました！ 
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付録 4 
 
有关对南大山观光旅游的游客的观光动机调查问卷（中国語） 
亲爱的朋友，为了了解我国公民国内游客的旅游动机，提高旅游产品质量，更好地为您提
供旅游服务，请您在繁忙之余协助我们填写这份调查问卷。选请您完全是根据统计学的抽样
方法确定，别无其他用意。你所填写的结果将被汇总成册，仅作为本次研究的参考数据。 
谢谢您的合作！ 
 
1.您是否第一次来南大山旅游？       
①是           ②否 
2.您觉得南大山是个很好的观光地吗？         
①是           ②否 
3.您或您的家庭获得旅游信息的渠道包括： 
①各种广告    ②亲友的介绍           ③互联网            ④其他 
4.您或您的家庭来南大山旅游的主要目的是： 
  ①放松身心        ②观赏自然景观                     ③追求新奇感觉 
④购买土特产      ⑤融洽与亲人和朋友的感情          ⑥其他 
5.您选择南大山旅游这条线路主要是因为： 
①被南山的风景所吸引     ②被目的地的文化所吸引      ③对目的地感到好奇        
④目的地的土特产较好      ⑤亲友推荐                  ⑥其他 
6.在本次旅游活动中，您的旅伴是 
①家人              ②亲戚           ③朋友                                          
④同学          ⑤同事                   ⑥单位组织出游 
⑦单身出游                ⑧其他 
7.在本次旅游活动中，您的自费项目包括： 
①餐饮            ②参观旅游     ③购物     ④其他 
8.在本次旅游活动中，您花费最高的部分是： 
①交通              ②住宿       ③餐饮                        
④参观游览     ⑤购物              ⑥其他 
9.在本次旅游活动的花费中，自费部分与旅游团费相比较： 
①自费＞团费         ②自费＜团费 
10.在您的自费项目中，花费最多的是： 
①餐饮               ②参观旅游     ③购物        ④其他 
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11.如果有亲戚朋友向您咨询，您会向他们介绍本次旅游的目的地的哪个方面： 
①气候           ②风景     ③动植物          ④文物古迹 
⑤民俗文化         ⑥农村建设    ⑦饮食        ⑧其他 
12.您下次参加旅游团旅游还会选择南大山旅游吗？ 
   ①是               ②不是 
13.您对这次的农村旅游有何态度？ 
①探险活动         ②了解当地居民生活情况      ③其他 
14.您是否会向亲朋好友推荐这次旅游的目的地？ 
①会               ②不会                        ③不一定 
15.您的性别： 
①男               ②女  
16.您的年龄：  
①＜18岁         ②18～30岁         ③31～50岁          ④＞50岁 
17.您的学历： 
①大学本科以上     ②大学专科     ③中专及高中      ④初中及以下 
18.您的职业： 
①政府工作人员     ②企业管理人员   ③公司职员           ④专业技术人员 
⑤服务人员/售货员   ⑥工人        ⑦农民              ⑧军人 
⑨教师              ⑩离退休人员         ⑪学生             ⑫其他 
19.您的家庭结构： 
①二人世界          ②三口之家     ③两代同堂                                      
④三代同堂     ⑤单身 
20.您的家庭年收入： 
①＞3 万元          ②1 万元～3 万元   ③＜1 万元 
 
 
 
再次感谢您的合作！ 
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付録 5 
 
農村地域の自然景観に関するアンケート調査票（日本語） 
 
 アンケート調査の目的として、中国の農村では昔からの多くの伝統文化、豊かな自然、
景観などに恵まれており、こうした資源は地域住民の財産です。近年、市場経済が進展す
るにつれ、人々が豊かになり、自然、環境に価値観を見出すようになり、都市の人々の農
村資源に対する関心は高まりつつあります。こうした背景を受けて本調査は、賦存の農村
資源の開発と保全の持続可能な利用と地域活性化に関する聞き取り調査です。具体的には
農村に賦存する資源、特に伝統文化、景観などを持続可能な手段で保全し、保全した資源
を有効に利用し、地域活性化の必要性について分析します。さらに、こうした分析を通じ
て、開発と地域活性化のために資源保全に必要な政策的インセンティブと制度整備に関し
て分析することを目的とします。 
調査実施者：東洋大学大学院国際地域研究科の学生です。調査を行う各項目は分析し、
その結果は論文の公開などにより、皆さんにお知らせます。なお、回答内容は、調査、研
究の目的のみに使用し、他の目的に使用することはありません。ご協力よろしくお願い致
します。 
Ⅰ、調査地域の基本的な情報 
村名：            地理的な位置：             
総人口数：           総耕地面積：             
農業生産の状況：          年収入：             
地域のインフラ整備状況：                       
＜農民と一般住民に対する調査＞ 
Ⅱ、農家の基本的な状況 
性別：           年齢：        
教育レベル：①小学校卒業   ②中学校卒業   ③高校卒業   ④大学卒業   ⑤その他 
収入（農業と非農業）：        家族の構成：              
労働力人口数：        耕地面積と栽培作物：             
調査における農村資源の定義 
 この調査における農村資源とはその地域固有のもので地域にとって、また都市住民にと
っても価値のある地域資源、例えば地域の自然、伝統･文化、技術、特産品などを示します。 
Ⅲ、農村資源の種類についての質問 
1．この地域にはどういう資源がありますか。 
①伝統文化   ②自然景観    ③技術    ④特産品    ⑤ここには資源はない 
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２．⑤と答える人はその理由を述べてください。 
YES と答える人はこれらの資源を保全、活用するための方法について、以下の質問を答え
てください。農村資源に対する意識についての調査項目は、すべての項目は「非常にそう
思う（5 点）」～「全くそう思わない（1 点）」の 5 段階で測定します。 
 
農村住民の自然景観に対する関心 
全
く
そ
う
思
わ
な
い 
そ
う
思
わ
な
い 
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 
そ
う
思
う 
非
常
に
そ
う
思
う 
1.できるだけ、資源を残すようにするべきだ １ 2 3 4 5 
2.資源は、今のまま保全・管理方法すべきだ １ 2 3 4 5 
3.資源を守ることは、地域の住民の責務だ １ 2 3 4 5 
4.資源の保全・管理など自分ひとりでもできることがあればやって
いきたい 
１ 2 3 4 5 
5.資源を保全・管理するため、自分だけでも日頃から行動したい １ 2 3 4 5 
6.もし資源の保全に関わる「資源を守る会」があったら加入したい １ 2 3 4 5 
7.資源を保全・管理するため、行政へ協力を働きかけたい １ 2 3 4 5 
8.地域住民と協力して資源を次世代に残すため、保全の必要がある １ 2 3 4 5 
9.資源は、昔に比べて減少している １ 2 3 4 5 
10.この地域では、昔に比べて自然景観や伝統文化が減った １ 2 3 4 5 
11. 私たちが保全活動に参加することは、資源の保全に役に立つ １ 2 3 4 5 
12.友達が資源の保全活動に参加していたら、自分もやるべきだ １ 2 3 4 5 
13.もし「資源を守る会」や「地域営農協議会」等の組織があった
ら参加する 
１ 2 3 4 5 
14.資源を保全するために、地域の人々が行動したら自分も何かし
ようと思う 
１ 2 3 4 5 
15.資源の保全活動などは、時間や手間がかかって大変だと思う １ 2 3 4 5 
16.これから先も資源は、保全・管理する大切なことになる １ 2 3 4 5 
17.資源は将来、幼稚園や小学校などに児童に自然を体験させる場
所として、貴重な場所になる 
１ 2 3 4 5 
18.資源はこの先も自然景観や伝統文化を保護することが大事なこ
とだと思う 
１ 2 3 4 5 
19.農村資源には将来の価値が出てくる １ 2 3 4 5 
20.資源は子供の環境教育に使うことが可能だ １ 2 3 4 5 
21.資源を現在も今後も次の世代に残すために保全する必要がある １ 2 3 4 5 
22.資源は、現在もこの先も農業農村の価値が出てくるだろうから、
大切にすべきだ 
１ 2 3 4 5 
23.経済開発が行われると農業が衰退し、資源が失われる １ 2 3 4 5 
ご協力ありがとうございました！ 
全くそう思
わない（1） 
そう思わな
い（2） 
ど ち ら と も
いえない（3） 
そ う 思 う
（4） 
非常にそう
思う（5） 
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付録 6 
 
关于农村地区的自然景观的调查问卷（中国语） 
亲爱的朋友，为了更好的了解我国的农村的自然景观的开发、保全的可持续利用和地域活
性化的状况，提高农民的生活水平，本调查是为了农村更好的开发提供更好的政策和制度整
备。请您在百忙之余协助我填写这份调查问卷。选择您完全是根据统计学的抽样方法确定，
您所填写的结果将论文公开，仅作为本次研究的参考数据，别无其他用意。谢谢您的合作！ 
＜对农民和一般住民的调查＞ 
Ⅰ、农家的基本状況 
性別：                    年齢： 
教育水平： 
①小学校卒業   ②中学校卒業   ③高校卒業   ④大学卒業   ⑤その他 
収入（农业和非农业）：                         家族构成： 
劳动力人口数：                                耕地面积と栽培作物： 
有关调查的农村资源的定义：有关本次调查的农村资源是那个地域固有的，无论对于这个地
域还是城市住民都有价值的地域资源，比如指：地域的自然，传统･文化，技术，特产品等。 
Ⅱ、有关农村资源种类的的项目 
1．在这个地域有怎样的资源呢？ 
①伝統･文化   ②自然景观   ③技术   ④特产品   ⑤没有资源 
２．回答没有资源的理由是？ 
回答有资源的，为了保全活用这些资源的方法，请回答一下问题。对于农村资源的各调查
项目用 5阶段的测定方法。 
①非常认同（5 点）②认同(4 点) ③哪个都不认同(3 点） ④不认同(2 点) ⑤完全不认同（1
点） 
 
农村住民对自然景观的关心度 
完
全
不
认
同 
不
认
同 
哪
个
都
不
认
同 
认
同 
非
常
认
同 
1.应该尽量保留资源。 １ 2 3 4 5 
2.资源应该象现在这样保全・管理。 １ 2 3 4 5 
3. 保护资源的事情是地域住民的重要任务 １ 2 3 4 5 
4.资源的保全・管理等、如果有自己一个人能做的事情您想去做吗？ １ 2 3 4 5 
5.为了保全・管理资源、即使是您一个人也想从每一天的行动做起。 １ 2 3 4 5 
6.如果有关于资源保全的「保护资源协会」您想参加吗？ １ 2 3 4 5 
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7.为了保全・管理资源、愿意做向政府协助的工作吗？ １ 2 3 4 5 
8. 我想协助地域住民、为了把资源留给下一代有保全的必要 １ 2 3 4 5 
9.资源比以前减少着。 １ 2 3 4 5 
10.这里跟以前比自然景观和传统文化像是减少了。 １ 2 3 4 5 
11. 我们要是参加保全活动，您认为会对资源的保全能起作用吗？ １ 2 3 4 5 
12.如果朋友参加资源保全活动的话自己也应该参加。 １ 2 3 4 5 
13.如果有「保护资源协会」和「地域営农协议会」等的组织活动，
您参加吗？ 
１ 2 3 4 5 
14.为了保全资源，如果地域的人行动的话自己也想做点什么呢。 １ 2 3 4 5 
15. 你认为资源的保护活动等是花时间和很辛苦的事吗？ １ 2 3 4 5 
16.您认为从今以后保护管理资源是很重要的事吗？ １ 2 3 4 5 
17.资源将来对幼儿园和小学，作为让儿童体验自然的地方，你认为
是特别重要的地方吗？ 
１ 2 3 4 5 
18. 您认为今后保护自然资源和传统文化的事很重要的事情吗？ １ 2 3 4 5 
19. 您认为农村资源对将来的会创出价值吗？ １ 2 3 4 5 
20. 您认为资源对孩子们的环境教育会起作用吗？ １ 2 3 4 5 
21.您认为资源无论是现在还是今后为了留给下一代都有保全的必要
吗？ 
１ 2 3 4 5 
22. 您认为资源无论是现在还是将来都会创造出农业农村的价值，应
该注重吗？ 
１ 2 3 4 5 
23. 您认为如果经济开发会农业衰退和资源损失吗？ １ 2 3 4 5 
 
 
再次感谢您的合作！ 
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付録 7 
 
対象地域：遼寧省大連 
観光客における農村観光の観光地評価アンケート調査（日本語） 
 
本調査は、農村観光開発の現状と経営状況を把握するために観光客の実態と意向を目的
として実施するもので、農村観光開発の推進のための基本的なデータとして用いられます。
本データは研究目的に処理され、目的以外に使用することはありません。アンケートへご
協力をお願い致します。 
 
1．回答者ご自身についてお答えください。 
Q1．性別（該当する 1 つに○印）   ①男性   ②女性 
 
Q2．年齢（該当する 1 つに○印） 
①18 歳未満    ②19~29 歳  ③30~39 歳  ④40~49 歳  ⑤50~59 歳 
⑥60~69 歳     ⑦70 歳以上 
 
Q3．今回の旅行はどのような形できましたか。（該当する 1 つに○印） 
  ①個人旅行 
  ②団体旅行 
  ③個人と団体旅行の組み合わせ 
 
2．今回の農村観光についてお聞きします。 
Q4．大連に来たのは何回目ですか（該当する 1 つに○印） 
①今回が初めて  ②2 回目  ③3~5 回目  ④6 回以上 
 
Q5．農村観光地へ来る際、どの交通機関を利用されましたか（該当する 1 つに○印） 
①観光バス  ②自家用車  ③タクシー  ④その他（          ） 
 
Q6．農村観光地に関する情報は、どの情報源から収集されましたか（該当する全てに○印） 
  ①インターネット    ②観光案内所      ③旅行会社  ④口コミ、友人の紹介 
  ⑤旅行ガイドブック  ⑥テレビ、新聞、雑誌  ⑦その他（        ） 
 
Q7．宿泊ですか、日帰りですか？（該当する 1 つに○印） 
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  ①1 泊  ②2 泊  ③3 泊以上  ④日帰り 
 
宿泊先は、①民家、  ②農家楽、  ③ホテル、  ④農村の別荘、  ⑤キャンプ、  
⑥その他 
 
Q8．今回の農村観光を 5 段階で評価してください（該当する 1 つに○印） 
関心がない あまり関心がない どちらともいえない やや関心がある 関心がある
 
3．農村観光に関するあなたの関心度をお伺います。 
Q9．次の１～18 の各文章について、どの程度関心を持っているか、回答してください（該
当する 1 つに○印） 
農村観光に関する関心度 
関
心
が
な
い 
や
や
関
心
が
な
い 
ど
ち
ら
も
い
え
な
い 
や
や
関
心
が
あ
る 
関
心
が
あ
る 
1．農村の自然景観を観賞したい 1 2 3 4 5 
2．農村観光では、歴史的、文化的な背景に関する知識を増やしたい 1 2 3 4 5 
3．農村地域の農業風景を眺めたい 1 2 3 4 5 
4．農村・農業が体験したい 1 2 3 4 5 
5．農村の伝統文化を知りたい 1 2 3 4 5 
6．農村地域の温泉で楽しみたい 1 2 3 4 5 
7．農園の果物狩りを楽しみたい 1 2 3 4 5 
8．農村しか買えないお土産を買いたい 1 2 3 4 5 
9．農村の行事や祭りを見に行きたい 1 2 3 4 5 
10．農村地域でリラックスしたい 1 2 3 4 5 
11．農村のインフラ整備が見に行きたい 1 2 3 4 5 
12．農村の食文化に興味がある 1 2 3 4 5 
13．農村住民の生活様式を知りたい 1 2 3 4 5 
14．農村住民とコミュニケーションしたい 1 2 3 4 5 
15．農家楽で体験したい 1 2 3 4 5 
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16．農村観光の宿泊施設がしりたい 1 2 3 4 5 
17．農村観光サービスを体験したい 1 2 3 4 5 
18．農村観光開発の経営状況を見に行きたい 1 2 3 4 5 
 
4．大連での観光行動と観光要素についてお伺いします。 
次の質問 Q10 と Q11 に、該当する番号に○をしてください。 
 
 Q10 来る前 
来訪前の意
向と期待 
Q11 来た後 
来訪後の評価 
農村観光の観光行動・観光要素 
で
き
れ
ば
や
っ
て
み
た
い 
是
非
と
も
や
っ
て
み
た
い 
関
心
が
な
い 
や
や
関
心
が
な
い 
ど
ち
ら
も
い
え
な
い 
や
や
関
心
が
あ
る 
関
心
が
あ
る 
1．歴史建造物をみる １ 2 １ 2 3 4 5 
2．農村の自然景観を楽しむ １ 2 １ 2 3 4 5 
3．文化的な景観をみる １ 2 １ 2 3 4 5 
4．町並みを楽しむ １ 2 １ 2 3 4 5 
5．地域住民と交流をする １ 2 １ 2 3 4 5 
6．農村の人々の生活に触れる １ 2 １ 2 3 4 5 
7．郷土料理を食べる １ 2 １ 2 3 4 5 
8．地域の伝統文化を知る １ 2 １ 2 3 4 5 
9．温泉に入る １ 2 １ 2 3 4 5 
10．農村地域の農産物を買う １ 2 １ 2 3 4 5 
11．自然と触れ合って、ゆっくり過ごす １ 2 １ 2 3 4 5 
12．お祭りや行事に参加する １ 2 １ 2 3 4 5 
13．山歩きをする １ 2 １ 2 3 4 5 
14．農村の動植物を観る １ 2 １ 2 3 4 5 
15．博物館と芸術館を訪問する １ 2 １ 2 3 4 5 
16．農業の体験をする １ 2 １ 2 3 4 5 
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17．観光農園で果物狩りをする １ 2 １ 2 3 4 5 
18．当地の宗教について知る １ 2 １ 2 3 4 5 
19．口コミで知った有名農家楽で食事をする １ 2 １ 2 3 4 5 
20．農村の農家大院に泊まる １ 2 １ 2 3 4 5 
 
アンケート調査にご協力いただき、誠にありがとうございました！ 
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付録 8 
 
关于游客乡村游的观光地评价的调研报告（中国語） 
本调研是为了更好的把握乡村游开发的现状和经营状况，为了将来能够提供更好的服务对
来访游客的需要和意向进一歩的了解，为了今后乡村游更好的发展而実施的。本数据只作为
研究统计使用，禁止目的以外使用，谢谢您的合作与支持。 
1． 关于回答者自身的提问。 
Q1．性別（请选一个并划〇）   ①男性   ②女性 
Q2．年龄（请选一个并划〇） 
①18岁未满     ②19~29岁    ③30~39岁     ④40~49岁   
⑤50~59岁        ⑥60~69岁     ⑦70岁以上 
Q3．您这次旅游是以什么形式来的？ （请选一个并划〇） 
①个人旅游     ②团体旅游      ③个人和团体的组合旅游 
2．有关您这次的乡村游的提问。 
Q4．您是第几次来这里旅游？ （请选一个并划〇） 
①初次     ②第 2次    ③第 3~5次    ④6次以上 
Q5．您是利用那个交通工具来到观光地的？ （请选一个并划〇） 
①观光车  ②自家用车  ③出租车  ④其他（          ） 
Q6．你这次旅游的信息来源是什么？ （请选一个并划〇） 
①网络        ②旅游介绍所        ③旅行社     ④亲朋好友的介绍 
⑤旅游小册子   ⑥电视、报纸、杂志    ⑦其他（        ） 
Q7．您这次旅游是过夜还是不过夜？（请选一个并划〇） 
①1天  ②2天  ③3天以上  ④不过夜 
 
您过夜的地方：①农家、②农家乐、 ③酒店、 ④农村别墅、 ⑤露营、  ⑥其他 
 
Q8．请您把这次的乡村旅游用以下的 5个阶段来评价（请选一个并划〇） 
 
 
3．有关您对乡村游的关心度进行提问。 
Q9．请您对下面的１～18个问题具有怎样的关心度进行评价（请选一个并在数字上划〇） 
对乡村游的关心度的评价 不关心 不太关心 一般 关心 
非常关
心 
1．可以观赏农村的自然景观 1 2 3 4 5 
5非常关心 4关心 1不关心 2不太关心 3一般 
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2．乡村旅游可以增长对农村历史，文化的
背景知识 
1 2 3 4 5 
3．可以欣赏农村地区的农业风景 1 2 3 4 5 
4．可以体验农村农业 1 2 3 4 5 
5．可以了解农村的传统文化 1 2 3 4 5 
6．对农村地区的温泉感兴趣 1 2 3 4 5 
7．对农村的采摘元感兴趣 1 2 3 4 5 
8．买只能在农村才能买到的土特产 1 2 3 4 5 
9．对去看农村的祭奠感兴趣 1 2 3 4 5 
10．在农村可以放松身心 1 2 3 4 5 
11．对农村的基本设施 1 2 3 4 5 
12．对农村的食文化感兴趣 1 2 3 4 5 
13．想了解农村住民的生活习惯 1 2 3 4 5 
14．与农村住民沟通交流 1 2 3 4 5 
15．体验这里的农家乐 1 2 3 4 5 
16．想体验乡村游的住宿设施 1 2 3 4 5 
17．体验乡村服务 1 2 3 4 5 
18．想了解乡村游的经营状况 1 2 3 4 5 
 
4．有关您在这次旅游中的观光行为和观光要因的提问。 
请您在以下问题 Q10和 Q11中选一个并在数字上划○。 
 Q10 来访前 
来访前的意向与
期待 
Q11 来访后 
来访后的评价 
乡村游的观光行为与观光要因 一般 
非
常
期
待 
没兴
趣 
不太感
兴趣 
一
般 
感兴
趣 
非常感
兴趣 
1．看历史建筑物 １ 2 １ 2 3 4 5 
2．欣赏农村的自然景观 １ 2 １ 2 3 4 5 
3．欣赏这里的文化景观 １ 2 １ 2 3 4 5 
4．欣赏农村建筑物 １ 2 １ 2 3 4 5 
5．与这里的农村住民交流 １ 2 １ 2 3 4 5 
6．体验农民的生活 １ 2 １ 2 3 4 5 
7．吃农村料理 １ 2 １ 2 3 4 5 
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8．了解这里的传统文化 １ 2 １ 2 3 4 5 
9．洗温泉 １ 2 １ 2 3 4 5 
10．购买农村的土特产 １ 2 １ 2 3 4 5 
11．慢慢在这里欣赏大自然 １ 2 １ 2 3 4 5 
12．参加这里的祭祀活动 １ 2 １ 2 3 4 5 
13．在这里爬山或散歩 １ 2 １ 2 3 4 5 
14．观赏农村的动植物 １ 2 １ 2 3 4 5 
15．参观这里的博物馆或艺术馆 １ 2 １ 2 3 4 5 
16．在这里体验农业 １ 2 １ 2 3 4 5 
17．在观光农园采摘水果 １ 2 １ 2 3 4 5 
18．了解当地的宗教 １ 2 １ 2 3 4 5 
19．在这里口碑很好的农家乐用餐 １ 2 １ 2 3 4 5 
20．在农家大院住宿 １ 2 １ 2 3 4 5 
